
講義の目標

　まず、「哲学」とは何かということから始めます。

哲学が他の学問と違うのはここです。哲学とは何か

と問うことがすでにして哲学なのです。しかも、客

観的に問うと同時に、主体的に問うこと、自己自身

にかかわる問題として問うことが要請されます。そ

れを通じて、人間、自己、歴史、理性、などについ

て、考えてゆくことにします。

講義概要

　いくつかのテーマを取り上げ、それに関連する哲

学書を読んでいきます。哲学書を読んだことのある

学生はほとんどいないでしょうから、できるだけ易

しいもの取り上げ、できるだけ易しく解説していき

たいと考えています。講義で使った資料の元となっ

た資料も用意してありますので、利用していただき

たいと思います。

テキスト

　すべてこちらで用意しますが、インターネット上

のファイルをダウンロードしていただく場合があり

ます。

参考文献

　プラトン「ソクラテスの弁明」「クリトン」「饗宴」、

デカルト「方法序説」、パスカル「パンセ」、ヘーゲ

ル「歴史哲学講義」など。PDF ファイルを利用でき
るように準備していますが、詳細は講義のなかで話

します。

評価方法

　前後期、各 1 回レポートを課します。また毎回、
出席を採りますが、レポート重視です。なお、就職

活動などで出席できなかった学生は、必ずメールで

欠席届を提出してください。アドレスは最初の講義

でお知らせします。

受講者への要望

　インターネット、メールなどをきちんと利用でき

るようにしてください。質問は、特に重要な質問に

関しては、メールを使ってください。なお、私が開

設しているHPは獨協大学のHPではありません。HP
のアドレスは最初の講義でお知らせします。私語は

厳禁です

年間授業計画

1．古代ギリシャの哲学者を紹介しながら、哲学とい
う学問において、何が、どういうふうに問われるの

か、などについて考えます。

2．ソクラテス以前の哲学者の断片。
3．プラトン「ソクラテスの弁明」＆「クリトン」
4．前回のつづき。
5．プラトン「饗宴」など。エロスについて。
6．プラトン「パイドン」など。死について。
7．イギリス経験論の祖フランス・ベーコンの「ノヴ
ム・オルガヌム」を取り上げます。特に、イドラに

ついて。

8．大陸合理主義の祖デカルトの「方法序説」を取り
上げます。特に、方法的懐疑について。

9．デカルト「方法序説」2
10．デカルト「方法序説」3
11．パスカル「パンセ」。パスカルにおける人間観に
ついて。

12．前回のつづき。
13．後期は特に人間性と歴史を中心に考えていきます。
カントにおける理性概念について。「道徳形而上学

原論」の一部を取り上げます。

14．カントの「人間愛からなら嘘をついてもよいとい
う誤った権利に関して」を取り上げます。

15．三回にわたって、歴史哲学の問題を取り上げます。
ヘーゲル「歴史哲学講義」

16．フォイエルバッハ「キリスト教の本質」
17．マルクス「共産党宣言」
18．楽観的哲学と悲観的哲学を取り上げます。ショー
ペンハウアーの思想を紹介します。

19．ニーチェ「善悪の彼岸」の一部を取り上げます。
20．サルトル「実存主義とは何か」を取り上げます。
21．前回のつづき。
22．前回のつづき。
23．予備（イスラエル・アウシュビッツなどのスライ
ド）

24．予備（イスラエル・アウシュビッツなどのスライ
ド）

科目名 哲　　　学

担当者 谷　口　郁　夫



講義の目標

　諸文化の担い手としての人間存在は存在するかぎ

り、根源的なレベルから実際的レベルまで様々な問

題と遭遇し、これと対決せざるを得ない、その場合

に、どのような立場から、どのような方法でこれら

の問題に対処するかを、様々な角度から考えること

ができる基礎力を養うことを目標とする。

講義概要

　実地に現代の諸問題の根元を把握し、これらの諸

問題に対処する立場と方法を検討し、解決の可能性

をディスカッションを通して思索する。実践的な応

用哲学を学習する。みずから問題の根源を見つけだ

し、みずから考究する態度を身につけるべく、課題

が与えられて、それを小グループで討議し、解決の

方向を検討する講義である。

テキスト

　なし。

参考文献

　講義中に適宜指示。

評価方法

　最低年２回のレポートとディスカッションへの積

極的貢献度により評価。

受講者への要望

　自分で考えようと努力し、ディスカッションに積

極的に参加するつもりのある人。ディスカッション

という性質上、受講者多数の場合には人数制限もあ

り得る。授業内容については変更もありうる。

年間授業計画

1．講義の概要説明。
2．愛とは何かについての考察。ビデオ鑑賞。
3．愛についての様々な思想（1）
4．愛についての様々な思想（2）
5．愛についての様々な思想（3）
6．グループ分けと小グループによるディスカッショ
ン時の諸注意。

7．ディスカッション（小グループ）。
8．ディスカッション（全体でのグループ意見の発表
と討議）。

9．差別についての考察。
10．障害者と差別。ビデオ鑑賞。
11．ディスカッション（小グループ）。
12．ディスカッション（全体でのグループ意見の発表

と討議）。

13．生と死についての考察。
14．生と死についての様々な思想（1）宗教と哲学
15．生と死についての様々な思想（2）
16．ディスカッション（小グループ）
17．ディスカッション（全体でのグループ意見の発表
と討議）。

18．脳死と倫理。
19．生命倫理について。
20．ビデオ鑑賞。
21．ディスカッション（小グループ）。
22．ディスカッション（全体でのグループ意見の発表
と討議）。

23．年間を振り返ってのディスカッション（小グルー
プ）。

24．年間を振り返ってのディスカッション（全体での
グループ意見の発表と討議）。

科目名 哲　　　学

担当者 松　丸　壽　雄



講義の目標

　この授業では、性格、発達、知能、学習、動機、

社会心理学の諸領域から、なるべく広範囲なテーマ

を選び、心理学の研究課題や研究方法について紹介

する。心理学のキ－概念や諸理論を学びながら、例

えば、「性格は変わるのか？」、「自己とは何か？」、

「ストレスと精神的健康」、「高齢者と若者の認知（考

え方）のズレ」など、日常的な諸課題をとらえ、対

処法へとつなげる講義を予定している。

心理学から見た、多様な科学的人間性のモデルを

理解することが、講義の最終的な目標である。

講義概要

　心理学の研究内容は、道徳性や能力など、日常的

で身近な現象が多い。従って、学生は取り上げる現

象に対して、すでに、一定の意見を持っていること

が多い。そこで、科学的な心理学の研究成果を講述

することになる。また、心理学は自分自身が探究者

であり、且つ、研究対象でもあるという特徴がある。

従って、自己理解は重要な目標である。

心理学の領域を大きく分けると、①性格や能力、

発達過程のように、一人一人の個性・個人差の理解

と、②人間という種に共通する、行動・認知・動機

づけなどの一般法則の理解に分けられ、両者の関係

や日常生活との関わりについて講義する予定である。

テキスト

　青柳肇・瀧本孝雄・杉山憲司・矢澤圭介（編著）1989
「こころのサイエンス」福村出版 ¥1,900、青柳肇・
瀧本孝雄・杉山憲司・矢澤圭介（編著）1989「トピ
ックスこころのサイエンス」福村出版 ¥1,900円。
参考文献

　教科書の各章末に参考文献が示されている。その

他は授業中に、随時、紹介する。

評価方法

　前期・後期とも試験で評価する（追試は教務課を

通すこと）。

受講者への要望

　この授業は、１）自分自身を知り、見直すチャン

スとして利用すること。また、２）自分の専攻や将

来の職業と関連づけながら聴くこと。更に、３）講

義内容が現代の諸問題の理解と対処に役立つのかを

考えながら聴講することを希望する。知識の量を増

やすことではなく、根拠を示して、自分の考えを述

べられるようになることが教養教育の目的である。

年間授業計画

1．序章：心理学の体系（研究領域）と研究方法、心
理学と他の学問との比較。一人一人の個性や個人差

を理解すること（第１部）、人間に共通な一般法則

（第２部）の意味。

2．１章　パーソナリティ（１）：多様なパーソナリ
ティ理論を知り、自分に合う人間性のモデルを見つ

けること。精神力動的モデルとエゴグラム性格検

査・ロールシャッハ検査。

3．パーソナリティ（２）：人間学的モデルとクライ
エント中心療法、生物学的モデルとＭＰＩ性格検査。

パーソナリティの特性論と性格５因子論。

4．パーソナリティ（３）：標準心理検査が備えるべ
き４条件、パーソナリティの形成・発達と病理、そ

してカウンセリングとは。

5．２章　知能と創造性（１）：あなたはどのような
能力観をお持ちですか？知能検査で測られているの

は何ですか？測られていない能力は何ですか。知能

研究の源。

6．知能と創造性（２）：知能検査で測られていない
もう一つの能力としての創造性、知能構造モデルと

拡散的思考、創造性の育成と活性化（状況要因とい

う考え方）。

7．知能と創造性（３）：情緒指数（ＥＱ）とは何を
指しているか、ピグマリオン効果とは、適性とかし

こさの概念、対人関係に必要な社会的スキルと社会

的スキルの測定。

8．３章　生涯発達（１）：高齢者も発達する、生涯
発達視点から現在をとらえることの大切さ、発達観

の変遷、横断的研究法・縦断的研究法。

9．生涯発達（２）：生育初期の重要性、乳児の気質
は変わる。親子のアタッチメント（愛着）、初期環

境を歪められた子どもたち、コンピテンスと自己原

因性の獲得の大切さ。

10．生涯発達（３）：青年期の自己意識、アイデンテ
ィティ（同一性）、心理・社会的モラトリアム（役

割猶予）、道徳性と向社会性の発達。

11．生涯発達（４）：シルバーエイジと生きがい、喪
失の時期、統制感・自己効力感の減退。学習として

の世代間伝達。

12．前期のまとめ：各人の違いを認めたうえで、一人
ひとりの幸福に資するような研究の大切さ。

 13．第２部：人間に共通な一般法則を知ることの意味、
行動・認知・感情の側面からのアプローチとは？

 14．４章　行動（１）：行動の獲得・形成としての学

科目名 心　理　学

担当者 杉　山　憲　司



習、学習とは何か、自発的に学ぶことと他者に教え

ることの違い。学習の基本型としての古典的条件づ

け、情緒の学習。

 15．行動（２）：オペラント条件づけと強化随伴性（の
認知）、行動結果の持つ意味。学習性無力感、プロ

グラム学習と行動療法。

 16．行動（３)：観察学習とモデリング、模倣の役割と
意義。攻撃性や愛他行動はいかに学習されるか？

 17．行動（４）：社会的行動、同調行動と服従、リー
ダーシップ行動、変革期のリーダーに何が求められ

ているか？

 18．５章　認知（１)：感覚・知覚・認知、認知とは対
象の意味づけ、客観的状況と主観的現実。感覚と知

覚、感覚受容器、絶対閾、錯視、知覚の恒常性。

 19．認知（２）：認知のプロセス、原因帰属とは何か、
帰属のエラーと帰属バイアス、達成動機の原因帰属

による再解釈。

 20．認知（３)：認知過程の情報処理モデル、記憶の情
報処理モデル、短期記憶と長期記憶、意味記憶とエ

ピソード記憶。社会的認知としての自己。

 21．６章　動機づけと情緒（１）：学習動機を中心と
した動機づけの理解。さまざまな動機、食行動と摂

食障害、ホメオステーシスという生理的恒常性維持

機能。

22．動機づけと情緒（２）：内発的動機づけ、自発的
な学びと知的好奇心、自己決定と最適不適合（適度

のズレ理論）。

23．動機づけと情緒（３)：対人社会動機、共感性と愛
他動機、動機の矛盾（コンフリクトとフラストレー

ション）。

24．後期のまとめ：行動の一般法則を理解することの
意義。心理学からみた人間とは。現代の問題にどれ

だけ答えられたか。残された問題。



講義の目標

本講義においては、人間性の基礎から発展までを理

解していくために、段階的にその視点や思考の枠組

みを整理する。心理学が対象とする内容、その研究

方法論を学び、多様な角度から個人と集団の概念を

明確にしていく予定である。

講義概要

初めに、心理学の研究内容の基礎である人間の行動

的世界について述べる。具体的には、人間発達と学

習に関する研究成果を紹介しながら、人間理解のヒ

ントとする。

前期では、主として、パーソナリティ、知能、心理

テスト、自己理解、発達といった個人理解の心理学

の領域について概説する。

後期では、社会的役割と自己、集団と個人、個人と

社会、文化といった社会的世界における心理学の一

般的原理について概説する。

テキスト

「人間世界の心理学」早坂泰次郎編著　川島書店

参考文献

「こころのサイエンス」青柳肇他著　福村書店

評価方法

前後期の試験（2回）と出席回数を加味する。
受講者への要望

本講義を通して自分と社会の関係を捉えなおす材料

にしてほしい。

年間授業計画

1．心理学の研究
2．人間行動の意味
3．パーソナリティ　1
4．パーソナリティ　2
5．知能　1
6．知能　2
7．心理テスト　1
8．心理テスト　2
9．自己理解

10．人間発達　1
11．人間発達　2
12．前期のまとめ
13．感情的世界　1
14．感情的世界　2
15．社会的役割と行動　１

16．社会的役割と行動　2
17．態度と変容
18．集団と個人　1
19．集団と個人　2
20．社会的変容　1
21．社会的変容　2
22．個人と社会・文化　1
23．個人と社会・文化　2
24．後期のまとめ

科目名 心　理　学

担当者 玉　井　　　寛



講義の目標

　私たちの日常生活は様々な倫理的価値や規範を織

り込んで成立している。しかし、その論理は必ずし

も自覚されているわけではない。その隠れた論理を

明晰な自覚にまで高めようとするのが倫理学である。

　実証科学万能の風潮の中で冷遇されてきた倫理学

であるが、今日環境や医療、また政治や経済の領域

で正義や善についての倫理的論議が盛んになってき

ている。倫理的に考えるとはどういうことか、論理

的かつ実践的に学んでほしい。

講義概要

　前半は倫理に関する理論的な理解を目的として倫

理学上の基礎概念について解説する。

　後半は時代の関心を集めている生命問題と環境問

題に焦点を当て、いわゆる生命倫理と環境倫理の世

界をのぞいてみる。

テキスト

　使用しない。

参考文献

　講義で指示する。

評価方法

　レポートを数回提出してもらい評価する予定。

年間授業計画

1．一年間の予定。倫理学の対象と課題
2．倫理の概念
3．規範としての倫理（1）動機－行為－結果の連関
と倫理的判断

4．規範としての倫理（2）法の問題
5．規範としての倫理（3）習俗の問題
6．価値としての倫理（1）価値と欲求構造
7．価値としての倫理（2）価値と事実
8．価値としての倫理（3）人格と人間性の価値
9．倫理的問題状況と倫理学の歴史（1）

10．倫理的問題状況と倫理学の歴史（2）
11．功利主義
12．自由主義

 13．地球、自然、生命の時代
 14．「善き生」の探求と「生命と環境」危機
 15．生命倫理の前線（1）医療倫理から生命倫理へ
 16．生命倫理の前線（2）中絶、生殖医療の問題
 17．生命倫理の前線（3）安楽死問題
 18．生命倫理の前線（4）臓器移植の問題

 19．ケアの倫理
 20．健康と環境
 21．土地倫理とディープ・エコロジー
22．動物の権利から樹木の権利へ
23．マルサス主義と環境的公正の倫理
24．風土の理論と環境倫理

科目名 倫　理　学

担当者 市　川　達　人



講義の目標

　コトバをめぐって内省的に振りかえったり、意識

化するよう努めながら、自分の思考の枠を広げてい

く。

講義概要

　当たり前だと思っていることが本当に当たり前な

のか。良く知っているはずの日本語について、本当

にわかっているのか。コトバの様々な側面について、

これまでの知見を学びながら、できるだけ身近な例

で実感していく。

　前期は、主に一般的なことについて話していく。

後期は、一つの理論を理解したり、実際に自分でも

方法論を試してみたりしながら、学んでいく。

　自分自身はどう思っているのか、何がわからない

のか、などと自問自答しながら積極的に取り組んで

いってほしい。

テキスト

　なし

参考文献

　各テーマごとに提示。

評価方法

　年度末にテストを行い評価する。

　出席が２／３に満たない時は、評価をワンランク

下げる。

受講者への要望

　講義を聞いただけですぐにわかるということばか

りを期待しないこと。とにかくきちんとノートをと

り、じっくりと時間をかけて、自分で考えたり、勉

強したりしながら、理解していくという姿勢を望み

たい。質問は歓迎。

年間授業計画

1．本講義の方針について
2．コトバが話せるのは本能か　Ⅰ．本能だ！
3．コトバが話せるのは本能か　Ⅱ．赤ちゃんとお母
さんのコミュニケーション

4．コトバはなぜ通じるのか　Ⅰ．理解するというこ
と

5．コトバはなぜ通じるのか　Ⅱ．表現するというこ
と

6．自分のコトバを見つめる　Ⅰ．「母語」と「母国
語」

7．自分のコトバを見つめる　Ⅱ．日本人の母語意識

8．日本語の文字　Ⅰ．漢字との出会い
9．日本語の文字　Ⅱ．仮名

10．日本語の文字　Ⅲ．「漢字仮名交じり文」は不便
か

11．日本人の世界観とコトバ
12．以心伝心の文化
13．頭の中の文法　Ⅰ．日本語学習者の誤用例から
14．頭の中の文法　Ⅱ．ソシュールの文法理論①
15．頭の中の文法　Ⅲ．ソシュールの文法理論②
16．文とは何か　Ⅰ．コトとムード①コトの分類
17．文とは何か　Ⅱ．コトとムード②文末の表現
18．文とは何か　Ⅲ．「桜が咲く」は文か
19．文とは何か　Ⅳ．南不二男による４つの分類
20．文とは何か　Ⅴ．コトバの構造と文法観
21．文とは何か　Ⅵ．文の構造のまとめ
22．日本語の「時」の表現Ⅰ－テンス　①絶対テンス
23．日本語の「時」の表現Ⅱ－テンス　②相対テンス
24．まとめと質疑応答、テストについて

科目名 国　語　学

担当者 桂　　　千佳子



講義の目標

　世界の言語を使用人口の割合からみると、ドイツ

語に並んで第 6 位に位置づけられる日本語を、日本
人自身は、学校教育を通しても体系的には学んでい

ないのではないだろうか。国際社会にあって日本人

の海外進出が日常的になっている現今、単に日本で

生れ成長して日本語で用が足せる程度では日本語を

修得しているとはいえまい。

本講では日本民族の地理的環境をふまえた重層文

化に根差す日本語の、基本知識の修得を目標とする。

講義概要

　国語学とはどのような内容をもつ学問なのか、国

語学の分野を、音声音韻・文字・文法・語彙・文体

の領域に分けて講義する。

テキスト

　福島邦道『国語学要論』（笠間書院）

参考文献

　・岩波講座日本語（岩波書店）

・講座日本語学（明治書院）

・橋本進吉：国語学概論（岩波書店）

・金田一春彦：日本語（岩波新書）

・築島裕：国語学（東大出版会）

・国語学会編：国語学大辞典（東京堂）

・佐藤喜代治：国語学研究事典（明治書院）

評価方法

　レポート

受講者への要望

　日本語教師を目ざす学生は受講することが望まし

い。

年間授業計画

1．日本語の特徴
2．国語学とはどのような学問か。その周辺領域の学
問について

3．国語の音韻－音声と音韻
4．音韻史－古代語と現代語のちがい
5．アクセント
6．文字、表記－漢字、国字
7．かな－万葉仮名、カタカナ、ひらがな、反切
8．かなづかい－定家仮名遣、契沖仮名遣
9．ローマ字－ポルトガル式ローマ字、ヘボン式ロー
マ字、日本式ローマ字

10．語彙－語彙と語彙量

11．語形、語義
12．位相、語彙史への試み
13．辞書
14．文法－単語と品詞分類
15．自立語－活用する自立語、活用しない自立語
16．付属語－活用する付属語（助動詞）
17．付属語－活用しない付属語（助詞）
18．文の構造と文の種類
19．文法史
20．敬語－その分類、運用
21．文体－文章と文体
22．方言－方言と方言研究史、言語地理学
23．日本語系統論
24．（予備）

科目名 国　語　学

担当者 小　島　幸　枝



講義の目標

　言語の表現手段には、「読む」「書く」「話す」「聞

く」「考える」などの分野があるが、その中でも、現

在の日本の国語の教育課程ではほとんど省みられる

ことのない、日本語を「話す」「聞く」ことを中心に、

「考える」にまで至る、表現の基礎的なトレーニン

グを行う。表現手段を獲得できなければ、充分な表

現はなしえず、従って他者とのコミュニケーション

を完成させることも期待できない。この授業は、日

本語によるコミュニケーションを、口頭表現を中心

に、より完全に近づけることが目標であり、そのた

めのトレーニングを積み重ね、高度な技術を身につ

けるための基礎を養成する。

講義概要

　基礎的な概念は講義するが、それをもとにした実

践、つまり学生諸君一人一人が取り組む、毎時間の

実際のトレーニングが主体となる。毎週出される課

題に一週間とりくんで、次の週の授業時にその結果

をもとに実践する、といった形式が基本となる。従

って、トレーニングは課題を前提としてなされるか

ら、課題にとりくまなかったものは受講しても無意

味である。

テキスト

　特になし

参考文献

　特になし

評価方法

　毎回のトレーニングに対するとりくみの姿勢の深

さ、その成果、夏期・冬期休業中に課するレポート

他の課題の提出、後期最後に行われる発表の成果、

等々平常点の成績が中心となる。

受講者への要望

　膨大な課題が出されるので、覚悟して受講するこ

と。欠席すると表現のトレーニングの連続性が損な

われるので、欠席しないこと。

年間授業計画

1．授業ガイダンス。
2．講義：国語とは、表現とは、コミュニケーション
のサイクル。

3．
4．
5．　　諸君の進度に応じた、各種トレーニング・

6．　プログラム。
7．
8．
9．

10．　　諸君の進度に応じた、各種トレーニング・
11．　プログラム。
12．夏休み課題ガイダンス。
13．夏休み課題提出。後期ガイダンス。
14．
15．
16．
17．
18．　　諸君の進度に応じた、各種トレーニング・プ
19．　ログラム
20．
21．
22．
23．
24．冬休み課題提出。年間のまとめ。

科目名 国語表現     

担当者 飯　島　一　彦



講義の目標

　過去の人間の考え方に共鳴したり、未来の人間に

語りかけられるのはことばの力である。しかしこと

ばは、ただ通じればよいというものでもない。人の

心をうつ美しいことば、的確な表現、それは確かに

才能にもよるがたゆまぬ努力と訓練によってある程

度習熟できるものである。本講は、社会人予備軍と

しての大学生の日本語力を培うために、社会の変化

に関心をもち情報の収集および判断力を養うこと、

実用文を短時間で書きあげる練習、敬語の使い方の

修得、手紙の書き方など、国語の運用面について講

述する。

講義概要

　前期は音声言語表現を中心とし、一分間スピーチ

の演習、朗読、敬語の使い方など、後期は文字言語

表現を中心とし、実用文の実作、相互の添削、手紙

のかき方などを学ぶ。評価は平常点をもってする。

すなわち課題として社説の要約、800 字の作文、読書
報告文を提出する。

テキスト

　岡田啓助他『国語表現法』（おうふう）

参考文献

　・都度、紹介する。

評価方法

　提出物による平均点、および出席点。

受講者への要望

　授業中に作業することがありますので、無断で 2
週連続して欠席した場合は受講資格がなくなると思

ってください。

年間授業計画

1．表現者（送り手）と理解者（受け手）のことばに
おけるメカニズムを概説

2．音声言語について、文字言語との差異および特徴
の認識

3．日本語の基礎知識－日本語の音韻
4．日本語の基礎知識－アクセントの特徴
5．美しい言葉の条件－正確さと品位をどのように獲
得するか

6．スピーチ（演習）－互いのスピーチをきいて評価、
および自己評価をする

7．反省とまとめ（ディベートの予告）
8．ディベート（ビデオ鑑賞）

9．反省とまとめ
10．敬語について－日本語の敬語の特徴と歴史（上代
～ 中世）

11．敬語について－日本語の敬語の特徴と歴史（中世
末 ～ 現代）

12．漢字テスト
13．文と文章
14．文の構造
15．文章の構造
16．文章の種類
17．文字言語－文章を書く手順、材料の収集法
18．主題と題材
19．材料を集める－説明文、報告文を書く
20．材料を並べる－アウトラインを作る（効率よく文
章を書くために）

21．文献、資料を用いて文章を補強する
22．交換、批評しあう
23．推敲のポイントを学ぶ－まとめ
24．（予備）

備考

前期は実作を習慣づけるために、宿題形式で①社

説要約（週 1作）②読書報告（月 1 本）③作文（週
1 作）を課すが、後期は実作の習慣をつけるために
作文は授業中に完成させる。従って③の課題はない。

科目名 国語表現     

担当者 小　島　幸　枝



講義の目標

　外国語修得の重要性を説く声が強い。だがあなた

は、日本語表現について自信あり、と言い切れるだ

ろうか。もしも言い切れないとしたら、まず母語表

現を自由自在なものにしなければなるまい。

　ここでは、その第一歩として、日本語の＜書く力

＞を鍛える。実地訓練を通じて、書くのが「得意」

を自認する人には文章を書くことの手ごわさを、苦

手意識をもつ人には一定の手順を踏めばだれしもき

ちんと書けるのだ、ということを知ってもらう。そ

れはまた、外国語修得のより豊かな基盤にもなるは

ずである。

講義概要

　よく書こうとする者は、よく読まなければならな

い。第一、他人の書いたものに興味や関心をもてな

い人が、なぜ自分の書いたものなら他人が目光らせ

てくれるなどと思えるのだろう。というわけで、「浴

びるほど、ひっくり返るほど本を読もう」を、この

場の合言葉にしたい。

　授業では読むべき本を講読、あるいは提示しつつ、

自分の考えを過不足なく他者に伝えるための文章の

書き方を追究する。履修者には宿題その他の形で、

実践的な訓練を課することになる。人間同士の生き

方のいい、理にかなった言語表現をめざす。

　具体的な授業の運営方法は履修者数の多寡によっ

て変動する。

テキスト

　随時、提示する。

参考文献

　千本健一郎『「書く力」をつける本』（三笠書房）

　千本健一郎『「いい文章」の書き方』（三笠書房）

評価方法

　前期

　夏休みに自由題のエッセーを課する（分量未定。

休みあけに提出）。

　後期

　学年末にレポートを課する（題・分量未定）。最終

講義日に提出。

　その他、日常授業時の提出物を総合して評価する。

受講者への要望

　日本語表現を意識的にとらえなおし、より正確に、

より魅力的に駆使したいと希望する者は歓迎。より

高度な言語能力は、自ら獲得しようとする意欲と持

続力がなければ育たない。自主性、積極性が必要条

件。

年間授業計画

1．ガイダンスおよび試験
2．講義概要
3．
4．
5．
6．
7．　　　実践的文章論とトレーニング
8．
9．

10．
11．
12．前期のまとめ。夏休みエッセー提示

 13．夏休みエッセー提出
 14．
 15．
 16．
 17．
 18．　　　実践的文章論とトレーニング
 19．
 20．
 21．
22．
23．学年末レポート出題
24．学年末レポート提出

科目名 国 語 表 現     

担当者 千　本　健一郎



講義の目標

　日本語への関心を深め、日本語による表現を豊か

にしようとするものである。また常用漢字の練習や

日本語・日本文学の基本的な知識などの学習を通し

て、大学生としての教養も深めたいと思う。

講義概要

　論理的な文章表現の習得を目的とし、文章の構成・

段落の問題、表記法、原稿用紙の使い方などの基礎

的事項についての講義と実習を行い、文章による効

果的な伝達の技能を養うようにしたい。

　また、文字の問題・仮名づかいなど日本語に関す

る知識や教養としての日本文学に関連する基本的知

識についても言及したい。

テキスト

特に使用せず、その都度プリント配布。

評価方法

実作および年度末試験によって決定する。受講者数

によって多少の変更がある。

年間授業計画

1．国語表現についての意義と一年間の講義概要を説
明する。

2．現代社会における文章の機能についての考察とと
もに文章上達法についても考える。

3．「文は人なり」について考えるとともに文章と文
体についても言及する。

4．文章表現のプロセスとして、文章の目的･主題の
選定・主題の限定などについて説明する。

5．文章表現のプロセスとして、材料の意義･材料の
源泉などについて説明する。

6．文章表現のプロセスとして、材料の順序と構成・
アウトラインについて説明する。

7．豊かな内容とは――物の見方や読書などについて
考える。

8．国語表記の問題――段落の分け方や送りがななど
についても言及する。

9．原稿用紙の使い方や校正などについても説明する。
10．作文を書く（添削と採点）。
11．作品を返還して、感想や注意事項を述べる。誤字
の問題、常体・敬体の混在など。

12．学生が黒板に出て、漢字かなつけ・漢字書き取り
を行う。

13．教養として能・狂言の入門――熊野・附子など―

14．教養としての歌舞伎入門――勧進帳・与話情浮名
横櫛など――

15．文字について――特に「漢字御廃止之儀」から常
用漢字までを概説する。

16．仮名づかいについて――仮名づかいの歴史、特に
歴史かなづかいと現代かなづかいに力点をおいて説

明する。

17．標準語と方言について説明し、女房詞や忌詞など
についてもふれる。

18．文章のさまざま――実用性の濃い文章と芸術性の
濃い文章など――

19．手紙の書き方――手紙の形式を中心にして説明す
る。

20．課題作文を書く（添削と採点）
21．作品を返還し、感想や注意事項を述べる。
22．まとめとしてプリントを二枚を配布し、年度末試
験について傾向と対策を説明する。

 23．学生が黒板にでて、四字句の完成などを行う。
 24．ことばと社会について――ことばの乱れや敬語法
について考える。

科目名 国 語 表 現     

担当者 肥田野　昌　之



講義の目標

言語の表現手段には、「読む」「書く」「話す」「聞

く」の４技能がある。この４技能に関わるさまざま

なタスクの実施を通して、日本語表現の基礎的なト

レーニングを行う。表現手段を獲得できなければ、

充分な表現をなし得ることはできず、したがって他

者とのコミュニケーションを完成させることはでき

ない。この授業は、日本語によるコミュニケーショ

ンの能力を総合的に向上させることを目標とする。

講義概要

基礎的な概念は講義するが、それをもとにした実

践、つまり学生諸君の実際のトレーニングが主体と

なる。具体的には、概説・練習問題を通して国語表

現の基礎力を身につけたあと段階を追って小論文レ

ポートなどを実際に書いてもらう。また、社会生活

に不可欠な敬語の正しい使い方の練習、手紙文の書

き方などについても触れる。

テキスト

特に定めない。プリントを使用する。

参考文献

授業時にその都度指示する。

評価方法

毎回の出席状況、授業の参加の度合い、課題の提

出など平常点評価及び授業時の試験によって評価す

る。

受講者への要望

熱意を持って授業に参加してほしい。授業中の私

語は、厳に慎んでもらいたい。

年間授業計画

1．はじめに
2．語彙・熟語
3．同義語・類義語・対義語
4．同音異義語・同君異義語
5．四字熟語
6．用字法
7．句読法
8．文法１　主語と述語
9．文法２　修飾語

10．比喩表現
11．文章展開の表現技法
12．文章伝達の表現技法
13．常体と敬体１

14．常体と敬体２
15．表現上の推敲１
16．表現上の推敲２
17．文章の構成
18．段落の構成
19．レポートの作成１
20．レポートの作成２
21．レポートの作成３
22．レポートの作成４
23．手紙文
24．まとめ

科目名 国 語 表 現     

担当者 福　沢　　　健



講義の目標

　中世から近世にかけて爆発的に産み出された『お

伽草子』群は、日本文学史上においては初の庶民文

藝のジャンルを築いたと言ってよいが、庶民文藝で

あるからこそ、実は長きにわたる日本の文化伝統の

底流をそのままに体現していて重要である。その中

でも特に親しまれ、昔話としても流布し、日本人学

生諸君も小さい頃から知っているはずである「浦島

太郎」と「一寸法師」をとりあげて、単なるお伽話

としか思っていないものが、どれほど深くて長い文

化伝統にのっとっているか、また、現代日本の価値

観が、実はどれだけ伝統的なのかを、明らかにして

いく。

講義概要

　前期は「浦島太郎」、後期は「一寸法師」をとりあ

げる。どちらの話も記紀万葉から明治時代の国定教

科書を経て、現代に至るまでの長い伝承（口承・書

承）の歴史を持っているが、歴史的な変容を明らか

にすると共に、変わらない点はどこなのかも明らか

にしていく。そのために、江戸時代の擬古文（渋川

清右衛門版『御伽文庫』）の講読・解釈を毎時間する

ことになるが、一字一句の表現の底に潜む日本の庶

民の伝統的価値観を明らかにしながら進むので、進

度は速くはない。

テキスト

　その都度教室で配布する。

参考文献

　その都度教室で指示する。

評価方法

　レポートの成績による。

受講者への要望

　長大なレポートを課するので、様々な文献を読み、

考える覚悟が必要である。

年間授業計画

1．「お伽草子」とは何か?
2．「浦島太郎」を読む①
3．「浦島太郎」を読む②
4．「浦島太郎」を読む③
5．「浦島太郎」を読む④
6．「浦島太郎」を読む⑤
7．「浦島太郎」を読む⑥
8．「浦島太郎」を読む⑦

9．「浦島太郎」を読む⑧
10．記紀万葉から現代の昔話の「浦島太郎」まで
11．まとめ：日本人の異郷意識：異人、幸福、時間
12．予備日
13．「一寸法師」を読む①
14．「一寸法師」を読む②
15．「一寸法師」を読む③
16．「一寸法師」を読む④
17．「一寸法師」を読む⑤
18．「一寸法師」を読む⑥
19．「一寸法師」を読む⑦
20．「一寸法師」を読む⑧
21．記紀万葉から現代の昔話の「一寸法師」まで
22．まとめ①：日本人の侏儒観、異人と差別意識。
23．まとめ②：日本人の世界認識、「異常」というこ
と、能力・容姿に対する畏れと憧れ。

24．予備日

科目名 日本文学     

担当者 飯　島　一　彦



講義の目標

　日本の代表的な古典である『万葉集』を講読する。

主として作品の背景をなす万葉の時代・万葉人の生

活・歴史的事件などについて解説し、教養として必

要な「万葉集入門」となるような講義をしたいと思

う。

講義概要

　前期は主として、初期万葉の歴史的事件を背景と

して、有間皇子や大津皇子の悲劇・額田王や但馬皇

女の恋などについて、その歌とのかかわりで物語風

に概説するとともに代表歌人たる柿本人麿や山部赤

人についても考察する。後期は主として、伝説・説

話の歌から東歌・防人歌の問題および山上憶良・大

伴家持などの有力歌人についても広く検討してみた

い。

テキスト

　毎時間プリント配布

参考文献

　斎藤茂吉『万葉秀歌』上・下（岩波新書）

評価方法

　前・後期試験よって決定する。受講者数によって

多少の変更がある。

年間授業計画

1．巻一国歌大鑑 1番・雄略天皇の歌について考える。
2．中大兄の三山歌について、いろいろな角度から考
察する。

3．額田王とその歌についての説明と鑑賞。
4．柿本人麻呂とその長歌を中心によむ。
5．大津皇子・大伯皇女について、謀反事件を考察し
ながら、それらの歌をよむ。

6．穂積皇子と但馬皇女との悲恋と歌物語について。
7．有間皇子の謀反と歌について、『日本書紀』を参
考にして考える。

8．再び柿本人麻呂の短歌とその終焉について考える。
9．前期のまとめとして、プリント二枚を配って前期
試験の傾向と対策について説明する。

10．石川郎女歌物語。
11．坂上郎女歌物語。
12．山部赤人「不尽山を望くる歌」を中心によむ。
13．大宰帥大伴旅人「酒を讃むる歌」を中心にしてよ
む。

14．真間娘子の歌――赤人と虫麻呂――

15．山上憶良とその歌――貧窮問答歌を中心にして―
16．万葉集の歌体について、特に旋頭歌を中心にして
の歌と説明。

17．高橋虫麻呂の伝説歌について――浦島子・菟原処
女など――

18．寄物陳思・正述心緒――巻十一の歌を読む。
19．万葉集の用字法――特に義訓・戯訓――
20．東歌について説明と歌。
21．中臣宅守と狭野弟上娘子の贈答を中心にして
22．後期のまとめとして、プリント二枚を配り後期試
験の傾向と対策について説明する。

 23．大伴家持とその歌について講読する。
24．防人歌についての説明と歌。上代特殊仮名遣につ
いて

科目名 日 本 文 学     

担当者 肥田野　昌　之



講義の目標

　日本文学史は、上代（奈良）・中古（平安）・中世

（鎌倉・室町）・近世（江戸）・近代（明治～太平洋

戦争まで）・現代（戦後）に区分されます。この講義

では上代から現代までの代表的な作品を取り上げ、

その作品の魅力と文学史的意義について話します。

古典と現代文学を、一連の日本文学として読んでい

くことを目標とします。

講義概要

　皆さんが日本文学に触れる機会は、高等学校の国

語の時間以外にほとんどなかったのではないでしょ

うか。ところが、残念なことに高等学校の国語の評

価はよくありません。古文はつまらなくて古くさい

し、現代文も何のためにあるのか分からないなどと

毛嫌いされています。しかし、日本文学を国語教材

ではなく、文学作品として読みなおしてみると、そ

れぞれの作品の魅力をあらためて見出せると思いま

す。講義の形態は、１時間に１作品を取り上げ、そ

の抜粋を読むというかたちとなります。

テキスト

　特に定めません。必要に応じてプリントを用意し

ます。

参考文献

　その都度教室で指示します。

評価方法

　期末テスト

受講者への要望

　いわゆる古文解釈の技術は必要ありません。日本

文学に対する興味を有する学生の受講を希望します。

年間授業計画

1．　はじめに
2．　神としての天皇【古事記】　壬申の乱に勝利し

た大海人皇子は絶対的な権力をもつ天皇となり、

神々の物語編纂を命じる。

3．　古代都市の文学【万葉集】　持統天皇は、天人
感応説に基づいて藤原京の中心で四季の運行を

司る歌をうたう。

4．　武人の末裔【万葉集】　大王親衛隊の末裔大伴
家持は、仏の都平城京に絶望し、隠遁の意志を

表明する春愁三首をうたう。

5．　流浪する魂【伊勢物語】　平城天皇の末裔たる
在原業平の反藤原の戦いと敗北を語る物語は、

敗者の鎮魂を目的として作られた。

6．　仮構された秩序【古今和歌集】　醍醐天皇は、
菅原道真の怨霊を恐れ、美しい秩序の世界を織

りなす勅撰和歌集の編纂を命じる。

7．　幸福の記憶【枕草子】　清少納言は、悲運の中
宮定子鎮魂のために、定子を中心として四季が

運行するた幸福の宇宙を描く。

8．　地上世界の天女【源氏物語】　桐壷帝と桐壷更
衣の別れの悲劇物語は、女人成仏の道を開く方

便として描かれた。

9．　苦悩の王権【源氏物語】　地上の栄光を極めた
光源氏が作った風流の王権の象徴である六条院

は、男女の情欲によって崩壊する。

10．　衰弱する天皇【讃岐典侍日記・今昔物語集】　病
に衰弱する天皇の姿や百鬼夜行の跋扈は、古代

都市平安京の終焉を象徴する。

11．　この世の終わり【方丈記】　陰陽師の末裔鴨長
明は、1052 年から始まった末法の世を象徴す
る平安京の崩壊を描く。

12．　乱世と芸術至上主義【新古今和歌集】　西行法
師・藤原定家は共に京を捨て、旅と伝統美の世

界にそれぞれ安息の地を見出す。

13．　華麗なる滅亡【平家物語】　天台座主慈円は、
平家の武士たちの華麗な死に様を語らせること

によって、怨霊から京を守ろうとする。

14．　無常の美【徒然草】　兼好は無常を突き詰めて
考えることによって、全てのこだわりを捨て、

無常の美を楽しむ態度に至る。

15．　花の御所と花の芸能【井筒】　花の御所の日本
国王足利義満は、世阿弥の夢幻能を用いて日本

を地霊を再統合しようとする。

16．　欲望の肯定【好色一代男】　商業の都大阪の繁
栄を背景として、井原西鶴は現世の欲望（女・

金）を肯定・享受する浮世草子を描く。

17．　風雅への旅立ち【奥の細道】　松尾芭蕉は、諸
国の歌枕をたどることによって、パロディとし

ての俳諧を新しい雅として再生する。

18．　義理と人情の相克【曽根崎心中】　元禄末期の
経済的混乱の下、近松門左衛門は現世の欲望に

引き裂かれる男女の悲劇を描く。

19．　ロマンスとノベル【南総里美八犬伝】　曲亭馬
琴の勧善懲悪主義に対して、坪内逍遥は写実主

義の立場から人物描写の方法を批判する。

20．　近代日本人の苦悩【こころ】　夏目漱石は、近
代国家に生きる知識人の苦悩を主題として、近

代日本を支える道徳を探る。

科目名 日 本 文 学     

担当者 福　沢　　　健



21．　生きていることの証し【無常という事】　小林
秀雄は、近代都市における個人の尊厳を守るた

めに、唯物史観に反撃する。

22．　二人のノーベル賞作家【美しい日本の私・あい
まいな日本の私】　川端康成は日本の伝統文化

に対する憧憬を語り、大江健三郎は周縁にこだ

わって日本文化を相対化する。

23．　サブカルチャーの台頭と文学の終焉【希望の国
エクゾダス】　村上龍の描いた中学生の「希望

の国」は、トータルカルチャーとしての文学を

いう「大きな物語」が失われたことを表わす。

24．　おわりに



講義の目標

　文学を味わうことの愉しさを伝え、併せて教養豊

かな国際人をめざす者の人間形成の一助とすること

を主たる目標とします。

講義概要

　―英米の文学に観る人間像―

　英米文学のなかの古典・傑作をいくつかのトピッ

クスに大別して、1 講義、1 作家、1 作品を原則に、
定説を踏まえながらも担当者独自の観点から解説し

てゆきます。毎回聴いていれば「学」はつくでしょ

うが、文学史的な体系を覚えてもらうつもりの科目

ではありません。何より受講者の感性に訴えたく思

います。文学は本来愉しいもののはずです。この際

ちょっと読書好きになってさえもらえれば、美しく

感動的に描かれた未知の人生や思想と出会えて、心

地よい興奮とともに、ずっしりと重く自分の人生へ

の指標が仄かに視えてもくることでしょう。こうし

た文学へのいざないに、今年も肩のこらない楽しい

授業にしたく思います。

  興味ある向きは、最初のガイダンス授業を覗いて
みてください。

テキスト

　テキストは特に定めません。簡単なハンドアウト

を適宜配布します。

参考文献

　参考文献は、2 回目の授業時間に一覧表にして配布
します。

評価方法

　前期の講義で扱った作品の中から一編を読んで（翻

訳可）、その感想文（小論文）を夏休み後に提出して

もらいます。これと後期の試験により評価します。

受講者への要望

　毎年多数の受講者の集まるのは結構なのですが、

単に単位獲得のみを目的とする方は悪しからずご遠

慮ください。因みに毎年 25%以上の不合格者が出て
います。

年間授業計画

1．登録のよすがに：本講義の内容と目標、そして受
講者に願うこと

2．開講の辞：言語・文学・芸術、そして言語芸術と
しての文学

　　Ⅰ　現代文明下のアメリカの少年たちⅠ　現代文明下のアメリカの少年たちⅠ　現代文明下のアメリカの少年たちⅠ　現代文明下のアメリカの少年たち

3．『ハックルベリィの冒険』：イノセントな魂
　　 THE ADVENTURES OF HUCKLEBERRYTHE ADVENTURES OF HUCKLEBERRYTHE ADVENTURES OF HUCKLEBERRYTHE ADVENTURES OF HUCKLEBERRY

FINN  by Mark TwainFINN  by Mark TwainFINN  by Mark TwainFINN  by Mark Twain
4．『ブラック・ボーイ』：人種差別に抗って

　　 BLACK BLACK BLACK BLACK BOY  by Richard WrightBOY  by Richard WrightBOY  by Richard WrightBOY  by Richard Wright
5．『ライ麦畑でつかまえて』：現代社会に生きること
の苦悩

　　 THE CATCHER IN THE THE CATCHER IN THE THE CATCHER IN THE THE CATCHER IN THE RYE  by J. D.RYE  by J. D.RYE  by J. D.RYE  by J. D.
SalingerSalingerSalingerSalinger

　　Ⅱ　Ⅱ　Ⅱ　Ⅱ　19191919世紀、イギリスの娘たち世紀、イギリスの娘たち世紀、イギリスの娘たち世紀、イギリスの娘たち

6．『テス』：汚された？純潔
　　 TESS OF THE TESS OF THE TESS OF THE TESS OF THE D'URBERVILLES  by ThomasD'URBERVILLES  by ThomasD'URBERVILLES  by ThomasD'URBERVILLES  by Thomas

HardyHardyHardyHardy
7．『フロス河畔の水車場』：新しい女性の生きかたを
求めて

　　 THE MILL ON THE THE MILL ON THE THE MILL ON THE THE MILL ON THE FLOSS  by George EliotFLOSS  by George EliotFLOSS  by George EliotFLOSS  by George Eliot
8．『ジェーン・エア』：自立する女性

　　 JANE JANE JANE JANE EYRE  by Charlotte BrontEYRE  by Charlotte BrontEYRE  by Charlotte BrontEYRE  by Charlotte Brontëëëë
　　Ⅲ　Ⅲ　Ⅲ　Ⅲ　19191919世紀、英米文学の驚異世紀、英米文学の驚異世紀、英米文学の驚異世紀、英米文学の驚異

9．『嵐が丘』：天国と地獄のパラドックス
　　 WUTHERING WUTHERING WUTHERING WUTHERING HEIGHTS  by Emily BrontHEIGHTS  by Emily BrontHEIGHTS  by Emily BrontHEIGHTS  by Emily Brontëëëë
10．『白鯨』：近代的英雄の悲劇
　　 MOBYMOBYMOBYMOBY－－－－DICK  by Herman MelvilleDICK  by Herman MelvilleDICK  by Herman MelvilleDICK  by Herman Melville
　　Ⅳ　英雄不在のⅣ　英雄不在のⅣ　英雄不在のⅣ　英雄不在の 20202020世紀の英雄たち世紀の英雄たち世紀の英雄たち世紀の英雄たち

11．『ロード・ジム』：英雄ならざる英雄の悲劇
　　 LORD LORD LORD LORD JIM  by Joseph ConradJIM  by Joseph ConradJIM  by Joseph ConradJIM  by Joseph Conrad
12．『老人と海』：一老漁師にみる英雄的姿
　　 THE OLD MAN AND THE THE OLD MAN AND THE THE OLD MAN AND THE THE OLD MAN AND THE SEA  by ErnestSEA  by ErnestSEA  by ErnestSEA  by Ernest

HemingwayHemingwayHemingwayHemingway
　　Ⅴ　海洋（冒険）小説の諸相

13．『ロビンソン・クルーソー』：孤島に生きる近代人
　　 THE ADVENTURES OF ROBINSON THE ADVENTURES OF ROBINSON THE ADVENTURES OF ROBINSON THE ADVENTURES OF ROBINSON CRUSOECRUSOECRUSOECRUSOE

by Daniel Defoeby Daniel Defoeby Daniel Defoeby Daniel Defoe
14．『ガリヴァ旅行記』：人間嫌悪の結晶
　　 GULIVER'S GULIVER'S GULIVER'S GULIVER'S TRAVELLS  by Jonathan SwTRAVELLS  by Jonathan SwTRAVELLS  by Jonathan SwTRAVELLS  by Jonathan Swift
　　Ⅵ　近代芸術観の極致Ⅵ　近代芸術観の極致Ⅵ　近代芸術観の極致Ⅵ　近代芸術観の極致

15．『月と六ペンス』：芸術家の狂気
　　 THE MOON AND THE MOON AND THE MOON AND THE MOON AND SIXPENCE  by WilliamSIXPENCE  by WilliamSIXPENCE  by WilliamSIXPENCE  by William

Somerset MaughamSomerset MaughamSomerset MaughamSomerset Maugham
16．『アッシャー館の崩壊』他：至上の美を求めて
　　 THE FALL OF THE HOUSE OF THE FALL OF THE HOUSE OF THE FALL OF THE HOUSE OF THE FALL OF THE HOUSE OF USHER  byUSHER  byUSHER  byUSHER  by

Edgar Allan PoeEdgar Allan PoeEdgar Allan PoeEdgar Allan Poe
17．『ドリアン・グレイの肖像』：耽美の世界に踏み入
って

　　 THE PICTURE OF DORIAN THE PICTURE OF DORIAN THE PICTURE OF DORIAN THE PICTURE OF DORIAN GRAY  by OscarGRAY  by OscarGRAY  by OscarGRAY  by Oscar
WildeWildeWildeWilde

科目名 外 国 文 学     

担当者 北　澤　滋　久



　　Ⅶ　父なるもの、母なるものの原像Ⅶ　父なるもの、母なるものの原像Ⅶ　父なるもの、母なるものの原像Ⅶ　父なるもの、母なるものの原像

18．『ハムレット』：青年の母への愛憎
　　 HAMLET  by William ShakespeareHAMLET  by William ShakespeareHAMLET  by William ShakespeareHAMLET  by William Shakespeare
19．『息子たち、恋人たち』：母と息子の絆
　　 SONS AND SONS AND SONS AND SONS AND LOVERS  by D. H. LawrenceLOVERS  by D. H. LawrenceLOVERS  by D. H. LawrenceLOVERS  by D. H. Lawrence
20．『若い芸術家の肖像』：父なるものを求めて
　　 A PORTRAIT OF THE ARTIST AS A YOUNGA PORTRAIT OF THE ARTIST AS A YOUNGA PORTRAIT OF THE ARTIST AS A YOUNGA PORTRAIT OF THE ARTIST AS A YOUNG

MAN  by James JoyceMAN  by James JoyceMAN  by James JoyceMAN  by James Joyce
　　Ⅷ　倫理と欲望の峡間Ⅷ　倫理と欲望の峡間Ⅷ　倫理と欲望の峡間Ⅷ　倫理と欲望の峡間

21．『ねじの回転』：女性家庭教師のみた幻想
　　 THE TURN OF THE THE TURN OF THE THE TURN OF THE THE TURN OF THE SCREW  by Henry JamesSCREW  by Henry JamesSCREW  by Henry JamesSCREW  by Henry James
22．『事件の核心』：信仰と不倫に揺れて
　　 THE HEART OF THE THE HEART OF THE THE HEART OF THE THE HEART OF THE MATTER  by GrahamMATTER  by GrahamMATTER  by GrahamMATTER  by Graham

GreeneGreeneGreeneGreene
23．『緋文字』：姦通と復讐の贖い
　　 THE SCARLET THE SCARLET THE SCARLET THE SCARLET LETTER  by NathanielLETTER  by NathanielLETTER  by NathanielLETTER  by Nathaniel

HawthorneHawthorneHawthorneHawthorne
24．閉講の辞：芸術と人生、そして質疑・応答



講義の目標

　身近な地域の歴史を学習し理解する。

講義概要

　源頼朝が鎌倉に幕府を開いて以来、関東は武家の

勢力基盤として重要な位置を歴史上占めた。幕府草

創期から戦国時代に至るまでの東国史を学ぶ。

テキスト

　なし。随時プリント配布。

参考文献

　『埼玉県史』通史編

　『草加市史』通史編上

評価方法

[前期]　なし
[後期]　試験
受講者への要望

　私語、飲食厳禁。

年間授業計画

1．源頼朝の平氏討滅
 （結集する武蔵武士、西へ向う）

2．鎌倉幕府の政治権力
 （あいつぐ内部抗争、承久の乱勃発）

3．ある中世武士の存在形態
 （遠江国住人内田氏のこと）

4．（内田家吉の系譜、武蔵に移った内田氏）
5．北条得宗体制と武蔵武士
 （三浦氏滅亡、蒙古襲来、九州へ向う武士）

6．（戦時体制と得宗の専制化）
7．（武蔵武士団の政治的後退）
8．武蔵国の社会状態
 （流域低湿地の人々の暮らし）

9．（古利根川流域の荘園、堤を設けた村）
10．在地武士の暮らし

 （惣領制の解体）
11．（悪党の時代、草加地域の様子）
12．東武蔵武士の九州移住

 （九州と東武蔵を往復する百姓）
13．鎌倉幕府の滅亡

 （鎌倉を改める武蔵の武士）
14．内乱期の関東諸国

 （東武蔵、常総方面の戦乱）
15．（破綻する建武政権、東国からの反逆）
16．（北畠親房、常陸国へ入る）

17．（観応擾乱、尊氏、武蔵野を駆る）
18．内乱期の武士の生活

 （下河辺氏の悩み）
19．（戦乱は採算がとれない）
20．（領主が合戦に出かけると）

 （馬を射る合戦）
21．室町・戦国時代

 （鎌倉府体制と武蔵国）
22．（公方と管領の対立)
23．（小田原北条氏の武蔵支配）
24．（武蔵野の戦国争乱）

 （小田原北条氏の滅亡）

科目名 歴　史　学（日本史）

担当者 新　井　孝　重



講義の目標

　主として明治維新（幕末を含む）期より明治末年

までの日本社会近代化の変遷を、下記「講義概要」

に示した時期に画し、近代天皇制確立過程の問題と

して追う。

　そのことを通じ、第二次世界大戦終了までの近代

日本社会の特質とともに、「グローバル化」がいわれ

る現代日本の諸問題を見通すことのできる糧の一端

も、学生諸君に学んでもらいたいと意図している。

講義概要

　①幕末・明治維新期

　②西南戦争期

　③自由民権から帝国憲法体制期

　④日清戦争期

　⑤日露戦争期

　⑥戦前の日本

　⑦戦後の日本

テキスト

　『日本史概説講義案』（１）（２）。

参考文献

　齊藤博『民衆史の構造』新評論。

　新宮讓治『戦争碑を読む』光陽出版社。

　『普及版・日本史大系』山川出版社（第 11巻「幕
　藩体制の展開と動揺〔下〕」以後）

　その他適宜配布、または指定する。

評価方法

　前期：論述形式でのペーパーテストによる。

　後期：前期に同様。

受講者への要望

　まじめな受講と真摯な思考。

年間授業計画

1．諸史料に出る幕末本百姓体制崩壊の実態→日本に
おける初期資本本源的蓄積期の問題として。

2．諸史料に表れる明治維新前後の民衆像。
3．西南戦争と戦後にみられる政府の対応（軍人勅諭
を中心に）。

4．自由民権運動（秩父事件、武相自由民権運動を中
心に）。

5．文明開化と福沢諭吉の思想（『時事新報』を中心
に）。

6．自由民権各派の国権主義への傾斜。
7．大日本帝国憲法（明治憲法）・教育勅語。

8．日清戦争と三国干渉。
9．資本主義経済の発達。

10．日英同盟・日露戦争。
11．韓国併合。
12．「日本資本主義発達史論争」を中心に、戦前日本
資本主義の特質について検討。

科目名 歴　史　学（日本史）

担当者 新　宮　讓　治



講義の目標

　西アジアの歴史について講述する。イスラーム世

界の歴史を知ることにより、人々が何を規範とし、

何に価値を置き、何を理想として求めてきたかを考

えてみたい。イスラームは今日の国際情勢を読むた

めの主要なキーワードであるが、その鍵を解くため

にも、彼らの歴史を理解することはとても大切であ

る。皆さんの視野が広がることを目標とする。

講義概要

　前半は 7 世紀における預言者ムハンマドの出現か
ら 16 世紀にいたるまでの歴史を概観し、イスラーム
教の拡大によって広大なイスラーム世界が形成され

るまでの様相を理解する。宗教、社会、文化につい

ての基本的な知識も学ぶ。

　後半はイスラーム世界の近代化の歴史を地域別・

テーマ別に考察する、今日イスラームがかかわるさ

まざまな国際関係について、関心と理解が深められ

るよう留意したい。

テキスト

　とくにさだめない。

参考文献

　夏休みあけに読書レポートを提出していただくが、

そのためにイスラームに関する新書程度の本を用意

してもらう。詳しくは授業で指示する。

評価方法

　試験とレポート。発想のオリジナリティを重視す

る。

年間授業計画

1．イスラームにかんする基本事項について説明する。
オリエンテーションをかねる。

2．イスラーム教の誕生以前の世界について考える。
ユダヤ教やキリスト教に関する知識が必要である。

3．預言者ムハンマド（マホメット）の出現と、その
時代背景について考える。彼の教えと、それがアラ

ビア半島内に広まる経過を理解する。

4．最初の４人のカリフ（正統カリフ）の時代につい
て考える。第一次内乱、シーア派の出現を理解する。

5．ウマイヤ朝の歴史について考える。これがヴェル
ハウゼンの古典理論において「アラブ帝国」と定義

される意味を検討する。

6．アッバース朝の歴史について考える。その成立が、

古典理論において「アラブ帝国」から「イスラーム

帝国」への移行と定義される意味を検討する。

7．イスラーム教の聖典であるコーラン（クルアーン）、
預言者の言行録であるハディース、それらの解釈を

めぐって成立・発達した初期思想と学問について学

ぶ。

8．アッバース朝時代から発達したアラビア科学とそ
の内容について、また、中世イスラーム社会におい

て民衆教化の役割をはたしたイスラーム神秘主義に

ついて考察する。

9．アッバース朝の弱体化に伴い、各地に出現しはじ
めた軍事政権とその展開について概観する。

10．エジプトのマムルーク朝について学ぶ。とくにイ
クター制と呼ばれる制度が西ヨーロッパの封建制と

比較される点を検討する。

11．ヨーロッパ世界とイスラーム世界との関係につい
て考察する。レコンキスタ、十字軍、大航海時代、

これらが作り上げたヨーロッパの人々の歴史観につ

いて検討する。

12．同　その２
13．オスマン朝の成立と発展について考察する。この
王朝が「完成されたイスラーム国家」と呼ばれる点

について検討する。また、カピチュレーションの問

題をとりあげる。

14．欧米列強による帝国主義とイスラーム世界とのさ
まざまな関係について概述し、アジアにおける近代

化の枠組みをひとまず一般論として把握する。

15．西洋の衝撃によってイスラーム世界の内部にあら
われた改革運動の起こりとその内容を考察する。欧

化主義や原理主義（復興主義）の基本的メカニズム

を理解する。

16．さまざまなイスラーム改革運動、ネオ・ズーフィ
ズムなどの問題について考える。

17．エジプトの近代化とその過程について考える。
18．トルコの近代化とその過程について考える。トル
コ・ナショナリズム、パン・イスラミズムを理解す

る。

19．近代化がイスラーム世界の人々の生活と信仰にお
よぼした影響とゆくえについて、いくつかの問題を

とりあげて考察する。

20．知識人階層であるウラマー、宗教的寄進であるワ
クフなど、イスラーム社会に固有な事項をとりあげ、

近代化との関係について検討する。

21．近・現代のアラブ世界の文化について考える。
22．今世紀のイスラーム世界について考える。イスラ
ーム諸国における民族主義とそのゆくえ、マイノリ

科目名 歴　史　学（東洋史）

担当者 熊　谷　哲　也



ティーの問題をとりあげる。

23．現在のアラブ諸国のかかえる問題を検討する。ポ
スト冷戦時代におけるイスラーム諸国と欧米諸国と

の関係を考える。

24．（予備）　まとめをおこなう



講義の目標

　世界で最も典型的な多人種・多民族社会アメリカ

を舞台に、そのエスニック・ヒストリーを学ぶ。

　各人種・民族集団間相互のあつれきを生み出した

メカニズムを解明し、対立を回避し、相互理解と和

解の道を模索する様々な努力を紹介する。

　こうしたアメリカ社会の努力は「外国人たちとの

共生」の道を模索せねばならぬ我々日本人にとって

も有益な示唆を与えるはずである。

講義概要

　前期は下記二冊のテキストにそってアメリカの反

ユダヤ主義とそれを生み出した要因のひとつとなる

ユダヤ人側の経済的成功について学ぶ。

　後期は黒人、ヒスパニック、アジア系、ネイティ

ブ・アメリカン（インディアン）のエスニック・ヒ

ストリーを中心に毎回、完全に文章化されたレジメ

を配布する。

テキスト

　『アメリカのユダヤ人迫害史』佐藤唯行（2000 年
集英社新書　680円）
　『アメリカ経済のユダヤパワー』佐藤唯行（2001
年　ダイヤモンド社　1700円）
評価方法

評価は前後期各 1 回の筆記試験によって決定する。
出席はとりません。試験は自筆ノート、テキストの

み持ち込み可。

年間授業計画

1．（奴隷制時代合衆国南部のユダヤ人）ユダヤ人と
黒人奴隷、ネイティブ白人との関係史を辿ることで

奴隷制南部の特質に迫る。

2．（合衆国の反ユダヤ主義の特質）自由と民主主義
の国アメリカにも消すことのできない歴史上の汚点、

反ユダヤ主義があった。そのピークをなすレオ･フ

ランク事件の意味を探る。

3．（大都市移民ゲットーのエスニック・コンフリク
ト）世紀転換期の北部大都市においてアイルランド

系移民をユダヤ人攻撃に駆り立てた背景を探る。

4．（国際的な「ユダヤ陰謀論」）反ユダヤ・キャンペ
ーンを始めた自動車王ヘンリー・フォード、彼とヒ

トラーを結びつけたきずなを探る。

5．（甦る儀式殺人告発）中世ヨーロッパに起源を持
つ恐るべき儀式殺人告発が 20 世紀のアメリカで再

び復活した背景を探る。

6．（閉ざされた象牙の塔）知的創造に擢んでたユダ
ヤ人知識人がなぜ長期にわたりアメリカの諸大学で

教授職から排斥され続けたのか。その原因を探る。

7．（反ユダヤ主義の都）1940 年代、「反ユダヤ主義
の都」との悪名を冠せられたミネアポリス。悪名を

払拭すべく改革に乗り出した市長ヒューバート・ハ

ンフリーの取り組みとは。

8．（反ユダヤ主義は死なず）近年、黒人たちがユダ
ヤ人への憎悪をつのらせつつあるのはなぜか。黒

人・ユダヤ人両者の和解の道を探る取り組みを紹介

する。

9．（アメリカ経済史の中のユダヤ人）投資銀行業界
を二分する勢力のひとつであったドイツ系ユダヤ人

と映画産業を築いた東欧系ユダヤ人が果した役割を

アメリカ経済史の中で検証する。

10．（現代アメリカユダヤ人の経済力の実像）これま
で学問的議論の対象として忌避されてきたユダヤ人

の経済力、とりわけ彼等の最大の築財源となった不

動産開発・投資について検証する。

11．（ウォール街のユダヤ人）1980 年代のウォール街
で最大の収益源となった M＆A アドヴァイザリー業
務に如何にしてユダヤ人達が頭角をあらわしたのか。

また 90 年代のヘッジ・ファンドにおける彼等の活
躍を辿る。

12．2000 年度版「フォーブス長者番付」をもとにア
メリカ経済におけるユダヤ人達の経済活動の最新の

動向を紹介。彼等の成功を生み出した原因を多角的

に解明する。

13．（黒人奴隷の意識の世界）南部のプランテーショ
ンに生きた黒人奴隷達が何を考え、何を願ったのか、

彼等の意識の内面をスレイブ・ナラテイブをもとに

掘り起こす。

14．（差別体制下の黒人指導者）19 世紀末から 20 世
紀前半のアメリカ黒人史上、所謂差別体制下に、黒

人解放の道筋を展望した指導者達の思想と活動に迫

る。

15．（公民権闘争とブラックナショナリズムの台頭）
M・Lキングとマルコム Xの思想と活動を中心に。

16．（黒人・ユダヤ人の関係史）公民権闘争期の南部
で明らかとなったユダヤ人と黒人との特殊な関係、

「苦くて甘い出会い」といわれる両者の関係史の形

成過程を 19世紀に迄さかのぼり歴史的に展望。
17．（ヒスパニック・アメリカンの歴史）彼等がアメ
リカ社会へ流入するに至った初期の歴史から 1960
年代のセザール・チャベスによる労働運動までを学

科目名 歴　史　学（西洋史）

担当者 佐　藤　唯　行



ぶ。

18．（ヒスパニック・アメリカンの世界）彼等の歴史
と現状をとりわけ、黒人社会とのエスニック・コン

フリクトの視点から明らかにする。

19．（中国系アメリカ人）ゴールドラッシュ直後のカ
リフォルニアにおける中国系移民労働者の導入から、

近年の「山の手中国人」の形成過程まで。

20．（日系アメリカ人の歴史Ⅰ）1890 年代における移
民の本格化から 1920 年代のハワイにおける民族の
違いを乗り越えた労働者階級の連帯実現迄を学ぶ。

21．（日系アメリカ人の歴史Ⅱ）第二次大戦後の日系
人の「サクセス・ストーリー」の光と影、1970 年
代末以後の日米貿易摩擦のきしみの中で高まる反日

系人感情について考える。

22．（インディアンと白人の関係史）白人との毛皮交
易がインディアン社会にもたらした文化的変容から、

今日の保留地インディアンを取りまく状況について

概観する。

23．（アメリカ政治とエスニシティー）二大政党と各
エスニック集団の歴史的関係を探る。

24．（2000 年大統領選挙とエスニシティー）2000 年
の大統領選挙を焦点にユダヤ系・黒人・ヒスパニッ

クの政党戦略を探る。



講義の目標

　近年われわれはユーラシア大陸の大半を占める西

欧、東欧・ロシア、中東・アフリカ、米中枢で起こ

った政治情勢の変転に際会し、人間生活の過去を構

築する歴史学への興味をかきたてられている。歴史

学の基点は現代史である。本年度は、文明の発生か

ら現代に至るまでの政治・社会史に重点を置いた西

洋史の大勢をイェルサレムを基点に世界史的な連関

のもとに多面的・立体的に理解させることを主眼と

する。受講生とともに複眼的視点から西洋史を現代

国際関係史から見直し、あわせて現代社会の根底を

理解する素材を提供し、21世紀を展望してみたい。
講義概要

　講義は平明・概説的であるが、重要事項は詳述し、

あわせて学界の研究状況も織り込んで紹介する。必

要に応じ VIDEO教材を使用する。講義内容は別紙年
間講義予定表を参照されたい。

テキスト

　・高橋正男著『旧約聖書の世界』（改訂版）時事通

信社、2000年。
  ・高橋正男著『年表　古代オリエント史』（第 5刷）

      時事通信社、2000年。
参考文献

　・Ｄ=ハバト著 (高橋正男訳)『図説　イェルサレム
　  の歴史』（第２刷）東京書籍、1994年。
  ・高橋正男著『イェルサレム』（世界の都市の物語
　  14）文藝春秋、1996年。
  ・塩生七生著『ローマ人への 20 の質問』（文春新
書 082）文藝春秋、2000年。
・ Ｊ.ロジャーソン著(高橋正男監修) 『旧約聖書の
王歴代誌』創元社、2000年。
・池上彰著『現代史』集英社、2000年。
・ 高橋和夫著『アラブとイスラエル －パレスチナ
問題の構図－』（講談社現代新書 1085）講談社、

      2001年。
・ 藤原和彦著『イスラム過激原理主義―なぜテロ

に走るのか―』（中公新書 1612）中央公論新社，
2001年 10月。

・ 高橋和夫著『アメリカとパレスチナ問題－アフ

ガニスタンの影で－』（角川 one テーマ 21  C‐
32）角川書店、2001年 12月。

    ・他その都度紹介する。

評価方法

　・前期・後期の筆記試験による。

　・講義資料（年間約 40枚）等は出席者のみに配布
      する。
年間授業計画

　前期

1．歴史とは何か、史学研究法
2．先史時代と歴史時代とのメルクマール
3．現代国際関係史の諸問題―米中枢同時多発テロ事
件とアフガニスタン―

4．古代オリエントの地理的範囲、文明の発生－前第
四千年紀末－

5．古代オリエント史の推移　 ＶＩＤＥＯ
6．族長時代からイスラエル王国成立まで（１）－前
１９世紀～前１１世紀－

7．族長時代からイスラエル王国成立まで（２）
8．第一神殿時代（１）－前 10世紀～前 586年－
9．第一神殿時代（２）

10．バビロニア捕囚時代－前６世紀－
11．第二神殿時代（１）－前 538年～後 70年－
12．第二神殿時代（２）まとめ・ＶＩＤＥＯ
　後期

13．ローマ時代　－70～330年－
14．ビザンツ時代　－330～638年－
15．初期ムスリム時代　－638～1099年－
16．十字軍時代　－1099～1187年－
17．アイユーブ朝およびマムルーク時代　－1187～

1517年－
18．オスマン帝国時代　－1517～1917年－
19．イギリスの委任統治時代　－1917～1948年－
20．イェルサレムの東西分断　－1948～1967年－
21．イェルサレム再統合　－1967年以降
22．第二次世界大戦後の中東情勢
23．現代歴史学の諸問題、暦法の変遷
24．後期のまとめ・ＶＩＤＥＯ

科目名 歴　史　学（西洋史）

担当者 高　橋　正　男



講義の目標

　21 世紀になって、人間社会はどのような道を進も
うとしているのか。また、国家という枠組はどのよ

うななっていくのか。歴史学の課題とそのような問

題意識の下にとらえ、本講座は、副題として「ヨー

ロッパの歴史」と銘打ち、前期をその統合と分裂の

側面から通観し、今日のヨーロッパ連合（ＥＵ）が

どのような思想的系譜の中から生み出され、かつま

たいかなる発展の可能性をもっているかを考えるこ

と、後期をバルカン情勢の現在という視点から取り

扱い、ヨーロッパの不安定要因としてのバルカン地

域がもつ意味を考えることを目標とする。

講義概要

　講義は概説的に進めていくが、関係するテーマの

ビデオや映画・ＬＤなどもできるだけ使って理解を

深めるのに役立てたい（ただし、それらの作品は都

合により差し替える場合がある）。授業では、細かな

年代や事項を暗記してもらおうというのではなく、

各テーマごとに問題を提示し、それについて考えて

もらうことを主眼においているので、積極的かつ活

発な質問・疑問・意見が出ることが期待されている。

その意味でも自由な発言が出るようなアト・ホーム

な雰囲気で、小じんまりとしながら進めていく。

テキスト

　特に使用することはしない。

参考文献

　主なものは、シラバスに記している。その他のも

のについてはその都度指摘する。

評価方法

　前・後期二回のレポートと数回の小レポートで評

価。テーマ、〆切日、枚数等については、授業中に

提示する。

受講者への要望

　歴史が不得意であったとか、これまで学んだこと

がなかったという人も関係なく、歴史に興味関心の

ある人、その必要性を感じている人ならだれでも歓

迎。

年間授業計画

前期－ヨーロッパの歴史～統合と分裂の視点から～－

1．はじめに 1)大学の起源：幅広い知識の習得と自己
判断力 2)歴史を学ぶことの意味：現代認識と歴史学
の課題 3)今、なぜヨーロッパか？　参考文献：Ｊ．

ゲーノ／舛添要一訳『民主主義の終わり』（講談社、

1994）　VIDEO：「豊かさへの移動」（NHKスペ）
（その 1）

2．ヨーロッパとは何か？ 1)地理的特徴：古代ギリシ
ア人の「エウロパ」神話 2)言語の多様性 3)ヨーロ
ッパ「文明」と「文化」　参考文献：雑誌『月刊言

語 10、特集：地中海文明と言語』（大修館、1998）
VIDEO：前回と同じ（その 2）

3．4．地中海世界とギリシア人の活躍 1)金属器時代
と地中海交易 2)ギリシア古典文明　参考文献：桜
井・本村『世界歴史⑤ギリシアとローマ』（中央公

論社、1998）　VIDEO：「知の冒険：オデュッセウ
ス」

5．6．ローマ帝国の威光 1)ローマ：７つの丘から世
界帝国へ 2)ローマ帝国下のヨーロッパ ・「ローマの
平和」と属州支配・キリスト教化されたヨーロッパ

参考文献：前回に同じ　LD：「古代ローマの遺産」
7．8．統一ヨーロッパ構想の起点～カルロス・マグ
ヌスのフランク王国 1)フランク王国の形成 2)「ヨ
ーロッパ合衆国」の原型（？）　参考文献：アイン

ハルドス／国原吉之助訳『カルロス大帝伝』（筑摩

書房、1988）　LD：「聖なる世界ロマネスク」
9．10．最初のヨーロッパ統合 1)スコラ文化 2)騎士
文化ほか　参考文献：ウンベルト・エコ／河島英昭

訳『バラの名前（上下）』（東京創元社、1990）
VIDEO:「バラの名前」

11．12．第二のヨーロッパ統合 1)「文芸共和国」と
宮廷文化（17-18C） 2)ヨーロッパ社会の思想的系
譜（16-18C）　参考文献：LD：「華麗なるバロック」
前期レポート要領（課題、枚数、提出先など）

後期―ヨーロッパ統合と民族の問題～バルカン地方を中

心に～―

1．地域研究の意義と方法 1)映画『ビッフォ・ザ・レ
イン』から見たバルカン史 2)地域研究の性格と方法
参考文献：町田幸彦『コソボ紛争』（岩波ブックレ

ット、1999）　VIDEO：『ビッフォ・ザ・レイン』
（その 1）

2．3．オスマン帝国の支配と「民族」問題 1)オスマ
ン帝国の支配構造 2)「民族意識」の覚醒　参考文献：
柴宜弘『バルカンの民族主義』（世界史リブレット、

山川出版、1996）　VIDEO：前回に同じ（その 2、
その 3）

4．5．フランス革命思想とバルカンの「民族意識」
の形成 1)バルカン商人と諸民族間のネットワーク
2)フランス革命と国民国家の形成　参考文献：野田
宣雄『二十世紀をどう見るか』（文春新書、1998）

科目名 歴　史　学（西洋史）

担当者 古　川　堅　治



VIDEO：同上（その 4）
6．7．バルカン地域における民族運動の展開 1)民族
的統合の諸契機 2)バルカン諸民族の独立と対立 3)
バルカン地域の民族問題の諸類型　参考文献：大島

直政『複合民族国家キプロスの悲劇』（新潮選書、

1985）　VIDEO：「国境紀行：分断された地中海の
島国キプロス」（その 1）

8．バルカン地域の将来 1)バルカン連邦構想の系譜 2)
バルカン諸国サミットの意義　参考文献：VIDEO：
前回に同じ（その 2）

9．10．ヨーロッパ統合の思想的系譜（その 1） 1)第
一次世界大戦の衝撃 2)戦後の「統合」構想：不戦の
ためのヨーロッパ統合案　参考文献：新田俊三『ユ

ーロ経済を読む』（講談社現代新書、 1999）
VIDEO:「映像の世紀：⑤世界は地獄を見た」

11．ヨーロッパ統合の思想的系譜（その 2） 1)17 世
紀以前の統合構想 2)17･18世紀の統合構想　参考文
献：渡部　亮『改革の欧州に何を学ぶか』（中公新

書、1999）　VIDEO：『ヨーロッパ経済難民』（そ
の 1）

12．おわりに 1)ヨーロッパ統合の歴史的意義 2)ヨー
ロッパ統合と日本　参考文献：谷川稔『国民国家と

ナショナリズム』（世界史リブレット）山川出版、

1999）　VIDEO：同上（その 2）



講義の目標

　日本の近現代史を対象にしながら、歴史を学ぶ意

味、そして、歴史に接近する方法を考えてみたい。

過去は、現在から切り離されたものと感じられ、未

来は、不透明でかすんでいるようにみえる。こうし

た状況において、立脚する視座と方法を鍛えること

はますます重要になってきている。自明のものと思

われるさまざま概念を検討することで、私達の近現

代史像を練り上げて、「過去と未来の対話」を試みた

い。

講義概要

　日本近現代史とされる場合の「日本」とは何か、「近

代」とは何か。それらは、どのように論じられてき

たのか。そして、実際の歴史の道程は、どのような

筋道をたどって現在に至るのか。具体的な歴史の事

象から、現在を理解するためのテーマを設定して、

ともに考えてみたい。

テキスト

　特に定めない。

参考文献

　随時紹介する。

評価方法

　筆記試験によって評価する。レポートも適宜課し

て評価の対象とする。

受講者への要望

　受動的ではなく、積極的な態度で授業に参加する

ことを期待する。

年間授業計画

1．歴史を学ぶ意味
2．歴史学と物語－方法からの問い(1)－
3．歴史学と物語－方法からの問い(2)－
4．物語論の問題性
5．これまで学んできた「日本史」と「近現代史」
6．これまで学んできた「戦争」
7．「日本」とは何か－国号をめぐって－
8．国民国家論の視座－その 1－
9．国民国家論の視座－その 2－

10．明治維新と国民国家
11．制度としての「美術｣－日本画の成立－
12．制度としての「美術｣－歴史画－
13．戦争画とナショナリズム
14．天皇の肖像－視線の政治学－

15．皇后の肖像－女性の国民化－
16．戦争のイメージ
17．戦争と女性
18．軍隊と兵士
19．アジア・太平洋戦争－国民と動員－
20．アジア・太平洋戦争－証言と史料（1）－
21．アジア・太平洋戦争－証言と史料（2）－
22．アジア・太平洋戦争－沖縄戦－
23．戦争責任論の現在－インターネットから－
24．過ぎ去ろうとしない過去

科目名 人文科学特殊講義Ａ
（日本近現代史）

担当者 今　野　日出晴



講義の目標

　20 世紀は戦争の世紀でした。人類は人類全体どこ
ろか、地球全体を何度も死滅させることのできるほ

ど核兵器を製造し、民族浄化という名のもとで、殺

戮を繰り返してきました。これは今も続いています。

18 世紀は、ヨーロッパでは理性の時代だったといえ
るでしょう。明るい未来が多少なりとも信じられて

いました。19 世紀は市民革命の世紀でした。まだ、
彼らは未来を信じることができたかもしれません。20
世紀を生きた我々に、今なお人間理性を信頼するこ

とができるでしょうか。21 世紀はどうでしょうか。
このような問題を念頭におきながら、「悪」について

考える予定です。

講義概要

　哲学に関する書物に触れる機会はあまり多くない

だろうと思いますので、できるだけ多くの関連書物

を読むことを中心に授業を進めます。具体的には、

「悪」に関する文献をいくつか取り上げながら、で

きるだけ多くの方向から「悪」の問題を考察し、そ

れを通じて、人間存在の理解を深めたいと考えてい

ます。

テキスト

　プリントの形で講義のなかで配布します。HP を開
設し、使用したプリントはアップロードしていきま

すので、欠席した場合にはHPを参照してください。
参考文献

　ルソー「人間不平等起源論」、エーリッヒ・フロム

「悪について」、キルケゴール「不安の概念」など。

講義で配布した資料のもととなる文献を PDF ファイ
ルの形で準備してありますので、利用してください。

詳細は講義のなかで話します。

評価方法

　前後期、各 1 回レポートを課します。また毎回、
出席を採りますが、レポート重視です。なお、就職

活動などで出席できなかった学生は、必ずメールで

欠席届を提出してください。アドレスは最初の講義

でお知らせします。

受講者への要望

　インターネット、メールなどをきちんと利用でき

るようにしてください。質問は、特に重要な質問に

関しては、メールを使ってください。アドレスは講

義の中でお知らせします。私語は厳禁です。

年間授業計画

1．アリストテレスの言う「ポリス的動物」としての
人間を取り上げ、現代の動物行動学の成果なども踏

まえながら、人間について考えます。

2．前回の続き。
3．「悪」の質問にかかわる限りにおいて、ユダヤ教・
キリスト教について論じます。

4．アウグスティヌス「エンキリディオン」キリスト
教における悪の問題です。

5．四回にわたって、「自然状態」について考えます。
まず、ホッブスの「リヴァイアサン」を取り上げま

す。彼は人間を性悪説でとらえていますので、その

点に特に注目します。

6．ロック「人間知性論」「市民政府論」における人
間観。

7．ルソーの思想の現れた人間観について考えます。
自然状態というものを想定しうるとすれば、そこで

の人間はどんなものかについて考えてみたいと思い

ます。

8．前回の続き
9．社会心理学者、エーリッヒ・フロムの思想を取り
上げます。「悪について」「破壊」など。

10．前回の続き
11．前回の続き
12．前回の続き
13．アダム・スミスの「道徳感情論」を取り上げます。
14．キルケゴールの生涯と思想
15．キルケゴールの日誌から
16．キルケゴール「おそれとおののき」1
17．キルケゴール「おそれとおののき」2
18．キルケゴール「不安の概念」1
19．キルケゴール「不安の概念」2
20．キルケゴール「哲学的断片への完結的非学問的後
書き」1

21．キルケゴール「哲学的断片への完結的非学問的後
書き」2

22．ウィリアム・ジェイムズ「宗教的経験の諸相」を
取り上げます。

23．「悪」の問題の総括を試みます。
24．予備

科目名 人文科学特殊講義Ａ
（西洋哲学史）

担当者 谷　口　郁　夫



講義の目標

　生きることに意味はあるのか、これは、我々が時

として突きつけられる問題です。この問いがいった

ん我々の中に生まれるや否や、われわれはその問い

から逃げることはできません。逃げることもまた、

答えていることになる、これは、そういう種類の問

いだからです。これはまた自由の問題でもあります。

「自由」を手に入れることで、人間はまた「自由」

に悩まされているのです。「選ぶことができる」とい

うことは、同時に「選ばなければならない」という

ことでもあります「選ぶ」という行為において、価

値、意味の問題が姿を現わします。このことを念頭

に講義を進めます。

講義概要

　19世紀の末、ニーチェは次のように書いています。
「ニヒリズムとは何を意味するのか？－至高の諸価

値がその価値を剥奪されるということ。目的が欠け

ている。（何のために？）への答えが欠けている。」

ニーチェがこの言葉を発したとき、２度の対戦を経

験した現代人は、ニーチェのこれらの言葉こそ、わ

れわれの状況を言い当てていることに気づいたので

す。この講義では、ニーチェを中心にニヒリズムの

問題について取り上げ、生の意味、労働の意味、人

間であること、自由価値などについて考えていきま

す。

テキスト

　すべてこちらで用意し講義の中で配布しますが、

欠席した場合には、HP を開設し使用したファイルを
アップロードしていきますので、必ず参照して下さ

い。

参考文献

　ニーチェ「ツァラトゥストラはこう語った」「楽し

い知識」、フランクル「夜と霧」など。詳細は講義の

なかで話します。

評価方法

　前後期、各１回レポートを課します。また毎回、

出席を採りますが、レポート重視です。なお就職活

動などで出席できなかった学生は、必ずメールで欠

席届を提出してください。アドレスは最初の講義で

お知らせします。

受講者への要望

　インターネット、メールなどをきちんと利用でき

るようにしてください。質問は、特に重要な質問は、

メールを使ってください。アドレスは講義の中でお

知らせします。私語は厳禁です。

年間授業計画

1．ニーチェの生涯と思想。ニーチェの遺稿の一部を
取り上げ、何がニーチェにおいて問題となったのか

をまず紹介していきます。

2．前回のつづき。ニヒリズム、超人、永遠回帰、価
値転換、キリスト教批判などについて。

3．ニーチェ「悦ばしき知識」を読む。ニーチェにお
ける「神の死」の宣告。特に、時代情況との関連に

顧慮する。

4．ドストエフスキー「罪と罰」「悪霊」を読む。
5．前回に続き、ドストエフスキーの作品における、
超人の問題。ドストエフスキーにおけるニヒリズム

克服の試みとその挫折について。

6．ドストエフスキー「カラマーゾフの兄弟」に含ま
れる「大審問官」で自由にかんする独特の思想が展

開されています。自由についてもう一度考えます。

7．前回の続き。
8．カミュ「シーシュポスの神話」におけるドストエ
フスキー解釈について。特に自殺の問題をめぐって。

9．前回の続き。
10．エーリッヒ・フロム「自由からの逃走」を取り上
げ、現代人にとっての自由の意味について考えます。

11．西洋文明におけるキリスト教の意義について。労
働の意味、文化、関係としての自己、などについて。

12．ニーチェ「ツァラトゥストラはこう言った」を読
む。「超人」「自己超克」について。

13．前回の続き
14．前回の続き
15．ニーチェ「この人を見よ」における「運命愛」に
ついて。新たな価値観としての「力への意志」「デ

ィオニュソス的なもの」について。

16．前回のつづき
17．前回のつづき
18．フランク「夜と霧」。フランクの言う「ニヒリズ
ムの克服」、「生の意味」などについて考える。

19．前回の続き。「死と愛」「苦悩の存在論」などを併
読予定。個と個、個の社会の関係性について。

20．前回の続き
21．アドラー「人生の意味の心理学」の冒頭の言葉「わ
れわれはもろもろの意味の領域に生きている」につ

いて考察します。

22．一年間のまとめとして、さらに広く現代社会にお
けるニヒリズムの問題とその克服の試みについて考

科目名 人文科学特殊講義Ａ
（哲学思想史）

担当者 谷　口　郁　夫



える。

23．予備
24．予備



講義の目標

　キリスト教史の考察にはいくつかの異なる視点が

可能である。教義・教理の展開を主眼とすることも

あれば、教勢の伸長・衰退に焦点を合わせることも

できる。また、教団・教派の生成・変化に着目する

こともあろう。信仰生活の慣習や典礼の変遷を中心

とする歴史も考えられるであろう。しかし、この講

義では、キリスト教がヨーロッパ大陸の歴史の中で

展開した歴史的宗教であるという基本的認識を基盤

として、キリスト教を一般史との関わりにおいて見、

キリスト教の展開を軸として一般史を見ようとする。

講義概要

　－キリスト教史Ⅰ（古代・中世前期）－

　キリスト教は歴史的宗教である。初めから完成さ

れたものとして存在したのではなく、ヨーロッパ大

陸の歴史との関わり合いの中で形成されて来たばか

りでなく、その歴史的展開の中に神の摂理を読み取

ろうとする姿勢を常に持ち続けている。二重の意味

で歴史的本性をもつ宗教なのである。そのような宗

教としてキリスト教が形成されて行った過程を丹念

に跡づけて行くことにする。その範囲を古代から中

世前期までに限定し、普遍的教会という理念のもと

に教皇を頂点とするゲルマン的キリスト教世界がで

き上がるまでの経緯を明らかにする。

テキスト

　使用しない。代りに、レジュメのプリントを配布

する。

参考文献

　必要に応じて、講義中に適宜提示する。

　キリスト教について全く予備知識のない人には、

予め下記の本を読んでおくことを勧める。

　井上洋治『キリスト教がよくわかる本』（ＰＨＰ文

庫）

評価方法

　前期・後期とも、期末に筆記試験を課す。また、

毎回出欠を点検し、評価の一要素とする。甚しく欠

席の多い者には単位を与えない。

受講者への要望

　特に予備知識を要求しないが、未知の分野に対す

る旺盛な知的好奇心を持って欲しい。また、講義者

及び同僚履修者に対する節度あるマナーを期待する。

年間授業計画

1． 序説１．キリスト教大観。
序説２．キリスト教史の意義。

2． 序説３．ヘブライズムとヘレニズム。
第１章 原始キリスト教団の誕生。

§１．イエスとその弟子たち。

3．§２．原始教団の成立と発展。
§３．「異邦人の使徒」パウロ。

4．§４．新約諸文書の成立。
§５．「キリスト論」の展開。

5．第２章　古カトリック教会の成立。
§１．２世紀のキリスト教。

6．§２．初期異端と「カトリック」教会の成立。
§３．ローマ教会の優位。

7．§４．ロゴス・キリスト論の確立。
§５．アレクサンドリア学派。

8．第３章　「帝国の教会」§１．教会の制度的発展。
  9．§２．「秘蹟」制度の発展。
10．§３．「帝国の教会」への歩み。
11．§４．ニカイア抗争――アレイオス主義の問題。
12．§５．修道生活の発祥と普及。
13．第４章　キリスト教世界の再編成。

§１．ゲルマン民族大移動とキリスト教。

14．§２．修道院制度の発展。
§３．正統キリスト論の確定。

15．§４．西方教会の独自の発展。
16．§５．西方教会の権威の確立。
17．第５章　ゲルマン的キリスト教世界の形成。

§１．フランク教会の形成。

18．§２．カルル大帝とカロリング帝国。
19．§３．帝国の崩壊と再建――神聖ローマ帝国。
20．§４．修道生活の革新と聖者・聖遺物崇敬。
21．§５．西欧キリスト教世界の拡大。
22．第６章　教皇権の隆盛。

§１．グレゴリウス改革と「使徒的生活」

23．§２．イエルサレム巡礼と第 1次十字軍。
24．§３．スコラ学の発展。

科目名 人文科学特殊講義Ａ
（キリスト教史Ⅰ）

担当者 中　島　文　夫



講義の目標

　キリスト教史の考察にはいくつかの異なる視点が

可能である。教義・教理の展開を主眼とすることも

あれば、教勢の伸長・衰退に焦点を合わせることも

できる。また、教団・教派の生成・変化に着目する

こともあろう。信仰生活の慣習や典礼の変遷を中心

とする歴史も考えられるであろう。しかし、この講

義では、キリスト教がヨーロッパ大陸の歴史の中で

展開した歴史的宗教であるという基本的認識を基盤

として、キリスト教を一般史との関わりにおいて見、

キリスト教の展開を軸として一般史を見ようとする。

講義概要

　―キリスト教史Ⅱ（中世後期・近代前期）―

　キリスト教は歴史的宗教である。初めから完成さ

れたものとして存在したのではなくてヨーロッパ大

陸の歴史との関わり合いの中で形成されて来たばか

りでなく、その歴史的展開の中に神の摂理を読み取

ろうとする姿勢を常に持ち続けている。二重の意味

で歴史的本性をもつ宗教なのである。そのような宗

教としてキリスト教が「ヨーロッパ」の形成とどの

ように関わったかを丹念に跡づけようとする。範囲

を中世盛期から近代前期（宗教改革の時代まで）に

限定し、東方キリスト教は除外する。

テキスト

　使用しない。代りに、レジュメのプリントを配布

する。

参考文献

　必要に応じて、講義中に適宜提示する。

　キリスト教について全く予備知識のない人には、

予め下記の本を読んでおくことを勧める。

　１．井上洋治『キリスト教がよくわかる本』（PHP
文書）

　２．徳善義和・百瀬文晃『カトリックとプロテス

タント―どこが同じで、どこが違うか』（教文館）

評価方法

　前期・後期とも、期末に筆記試験を課す。また、

毎回出欠を点検し、評価の一要素とする。甚しく欠

席の多い者には単位を与えない。

受講者への要望

　特に予備知識を要求しないが、未知の分野に対す

る旺盛な知的好奇心を持って欲しい。また、講義者

及び同僚履修者に対する節度あるマナーを期待する。

年間授業計画

1． 序説１．キリスト教大観。
   序説２．キリスト教史の意義。
2．序論　９～10世紀の西ヨーロッパ世界。
2． 第１章　ローマ教皇権の隆盛。
   §１．グレゴリウス改革と「使徒的生活」
4．§２．イエルサレム巡礼と十字軍。
5．§３．正統と異端。
6．第２章　中世盛期の社会と文化。

     §１．通商活動の復活と都市の発達。
　   §２．法体系の整備。

7．§３．スコラ学の発展。
     §４．新しい知的世界。

8．§５．トーマス・アクィナスの人格主義。
9．§６．ロマネスク文化とゴシック文化。

10．§７．聖母崇敬。
11．第３章　中世の秋。

     §１．ドイツ神秘主義と《Devotio Moderna》
　   §２．スコラ学の変質と崩壊。
12．§３．教皇権の衰退と《Schisma》
13．第４章　「宗教改革」の時代

     §１．ルネサンスとキリスト教。
　   §２．ルターとドイツの宗教改革運動
14．§２．ルターとドイツの宗教改革運動（続）
　   §３．スイス（ドイツ語圏）の宗教改革
15．§４．再洗礼派
16．§５．カルヴァンとスイス（フランス語圏）の宗
教改革

17．§６．カルヴァンの思想
18．§７．イングランドの宗教改革
19．§８．前期カトリック改革
20．第５章　抗争の時代

     §１．トリエント公会議と対抗宗教改革
21．§２．ユグノ戦争とオランダの独立
22．§２．ドイツにおける抗争
23．§３．三十年戦争
24．§４．ピューリタン革命

科目名 人文科学特殊講義Ａ
（キリスト教史Ⅱ）

担当者 中　島　文　夫



講義の目標

　大東亜戦争の歴史的背景、原因、意義を明治開国

に遡って解説論評する。話題となった南京事件、慰

安婦問題等にも触れ、その実体に迫る。NHK、朝日
新聞、岩波新書などを金科玉条と盲信してきた諸君

にとっては、目から鱗の落ちるような授業となるだ

ろう。学生諸君に戦争と歴史と人間についての思索

を深めてもらうことを狙いとする。テキスト『大東

亜戦争への道』は小林よしのり『戦争論２』に大き

く影響した本である。この講義は日本人としての歴

史観に立って講述するので、一部の外国人学生にと

っては相当聞きづらい講義であることを予め承知さ

れたい。

講義概要

　○ 資料を配布して講義。
　○ 随時ビデオを上映し、レポートを提出してもら
う。

テキスト

　中村　粲『大東亜戦争への道』（展転社）

参考文献

　随時紹介。

評価方法

　平素の勤怠。受講態度。レポート。定期試験。

受講者への要望

　始業時には大きな声で挨拶すること。真剣に授業

に臨み、私語や飲食は一切禁ずる。茶髪・金髪は感

心しない。

科目名 人文科学特殊講義Ａ
（日本近代史）

担当者 中　村　　　粲



講義の目標

　西洋美術史の代表的作品を取り上げ、様々な角度

から分析しつつ、その特徴をとらえてゆく。

講義概要

　1～3 週で完結するテーマごとに、スライドを使い
講義形式で進める。

参考文献

　授業時間中に指示する。

評価方法

　テスト。出席も考慮する。場合によってはレポー

トも課す。

受講者への要望

　プリントの重要事項を中心に、スライドで見せる

美術作品を通じて具体的に理解して、ノートに書き

取ってほしい。

科目名 人文科学特殊講義Ａ
（西洋美術史）

担当者 前　川　久美子



講義の目標

　イタリア音楽史を概観します。

講義概要

　イタリアはオペラの祖国であり、また 17 世紀には
ヴァイオリン音楽を育むなど、西洋音楽史において

常に重要な地位を占めてきました。本講義では、音

楽史的・文化史的観点から重要なジャンル、作曲家、

作品を取り上げながら、14世紀から 20世紀にいたる
イタリア音楽史を学んでゆきます。

テキスト

　プリントを配布します。

参考文献

　授業中に適宜指示します。

評価方法

　出席と学期末レポートによって評価します。

受講者への要望

　音楽についての知識はとくに問いませんが、講義

の内容をよりよく理解するために、事典類を随時自

発的に参照するような積極性を望みます。

年間授業計画

1．本講義で扱う「イタリア音楽」の範囲について説
明したのち、ダンテ、ペトラルカ、ボッカッチョの

活躍した 14 世紀（＝「トレチェント」）の音楽につ
いてお話します。

2．15世紀のフィレンツェ共和国の指導者で、ダ・ヴ
ィンチ、ボッティチェッリのパトロンとしても名高

いロレンツォ・デ・メディチの庇護のもと発展した

祝祭音楽について学びます。

3．16世紀にイタリア全土で作曲された多声世俗声楽
曲マドリガーレを学び、さらに 16世紀末から 17世
紀にかけてフィレンツェでオペラが誕生した経緯に

ついて勉強します。

4．16世紀までのイタリアにおける器楽曲の状況を概
観し、17世紀に北イタリアのクレモーナで活躍した
ストラディヴァーリに代表されるヴァイオリンの名

工についてお話します。

5．《四季》を中心に、アントニオ・ヴィヴァルディ
の協奏曲について学びます。

6．17～18 世紀に活躍したカストラート（声変わり
の前に去勢された男性のソプラノやアルトの歌手）

についてお話します。

7．オペラを中心にロッシーニの作品を学びます。

8．ベッリーニとドニゼッティの作品について学びま
す。

9．国民的作曲家としてのヴェルディの創作活動を概
観します。

10．マスカーニの作曲した《カヴァレリア・ルスティ
カーナ》を中心に、ヴェリズモ・オペラについて学

びます。

11．プッチーニのオペラについてお話します。
12．イタリアの「過去の音楽」に想を得て作曲活動を
行ったレスピーギ、マリピエーロなどについて学び

ます。

科目名 人文科学特殊講義Ｂ
（イタリア音楽史）

担当者 （前期）園田みどり



講義の目標

　イタリアの声楽曲の歴史をオペラを中心に概観し

ます。

講義概要

　16世紀末にフィレンツェで誕生したオペラは、様々
な意味において今日までイタリア音楽の根幹をなし

ています。本講義では、イタリア人作曲家のオペラ

を中心に、その歴史を学びます。今日上演されるこ

とが多いのはヴェルディとプッチーニの作品ですが、

それ以前の作品についても、録画のあるものから選

んで取り上げたいと思います。

テキスト

　プリントを配布します。

参考文献

　授業中に適宜指示します。

評価方法

　出席と学期末レポートによって評価します。

受講者への要望

　時間の都合上、授業では作品のほんの一部を紹介

することになります。講義で取り上げた作品は、な

るべく実際の上演、録画、録音によって全曲通して

鑑賞するようにしてください。

年間授業計画

1．オペラの誕生について、その前身となったジャン
ルも紹介しながら説明します。

2．モンテヴェルディのオペラについてお話します。
3．詩人メタスタージオによるオペラの台本改革を中
心に、17 世紀後半から 18 世紀前半のイタリア・オ
ペラについて学びます。

4．18世紀のオペラ・ブッファ（喜歌劇）についてお
話します。

5．ロッシーニのオペラを《セビリャの理髪師》を中
心に学びます。

6．ベッリーニとドニゼッティのオペラに見られる「狂
乱の場」についてお話します。

7．ヴェルディの初期のオペラについて、《ナブッコ》
を中心にお話します。

8．ヴェルディの中期のオペラ、《リゴレット》、《ト
ロヴァトーレ》、《椿姫》についてお話します。

9．ヴェルディの後期のオペラ、《アイーダ》と《オ
テッロ》についてお話します。

10．マスカーニ、レオンカヴァッロ、プッチーニのヴ

ェリズモ・オペラについて学びます。

11．プッチーニのオペラに認められる異国趣味につい
て学びます。

科目名 人文科学特殊講義Ｂ
（イタリアの声楽曲）

担当者 （後期）園田みどり



講義の目標

　通訳の原理、目的、種類、役割について理解を深

めることを目標とします。

講義概要

　通訳に関連する文献を読み、討論する授業としま

す。

テキスト

　「歴史を変えた誤訳」新潮文庫、その他の関連論

文（コピー配布）

参考文献

　開講時および授業中に適宣指示します。

年間授業計画

1．ガイダンス　通訳の原理（１）
2．通訳の原理（２）
3．通訳の種類と目的（１）
4．通訳の種類と目的（２）
5．通訳の課題と問題点（１）
6．通訳の課題と問題点（２）
7．通訳研究のテーマと文献（１）
8．通訳研究のテーマと文献（２）
9．通訳業務の実際（１）

10．通訳業務の実際（２）
11．世界の通訳教育（１）
12．世界の通訳教育（２）

科目名 人文科学特殊講義Ｂ
（通訳文化論）

担当者 （後期）永　田　小　絵



講義の目標

　近代経済学の基礎知識について講義する。経済学

は一般に初学者にとって理解しずらい社会科学の一

分野というイメージが強いようである。それは、経

済学が必ずしも単に日常の経済現象を理論的に説明

することを目的とするのではなく、現代社会の経済

的仕組みを体系的に理解しようとする学問であるこ

とに由来する。従って本講義では、この様に経済を

体系的に理解するとはどういうことかについて分か

り易く説明したい。

講義概要

　経済学の発生史的な順序を考慮してミクロ経済学

から講義を始める。ミクロ経済学は、市場経済下に

おける個々人の経済行動を体系化した学問である。

この様な個々人の合理的経済行動を通じて形成され

る経済秩序は極めて優れた経済効率を達成している。

その経済効率とは如何なるものかについて述べる。

後期では、ミクロ経済の限界を超えるものとして誕

生したマクロ経済学の基礎について講義する。この

マクロ経済学は、その誕生の経緯からにして、非常

に現実適用性の高い理論である。

テキスト

　小野俊夫編「現代経済学の基礎」（学文社）

参考文献

　新開陽一・新飯田宏・根岸隆著「近代経済学」（有

斐閣）

　バウモテル／ブラインダー著　佐藤隆三監訳「エ

コノミックス入門」（HBJ出版局）
　福岡正夫著「ゼミナール経済学入門」（日本経済新

聞社）

評価方法

　［前期］出席と期末テストを見て総合的に判断す

る。

　［後期］前期と同じ。

受講者への要望

　経済学は積み重ねの学問であるので、毎回出席す

ることが望ましい。

前期授業計画

1．はじめに
　　 講義の進め方／経済学の目的と役割／評価の方法
     ／参考文献

2．近代経済学誕生までの経済学の流れ

　　 古典派経済学／限界革命と近代経済学／ケインズ
     革命とマクロ経済学

3．市場と価格
　　 ミクロ的経済循環／市場機構（価格メカニズム）

4．需要と供給の基礎理論
　　 部分均衡分析と一般均衡分析／需給均衡と均衡の
     安定性／市場の諸形態／需給曲線の形状と価格弾
     力性／消費者余剰と生産者余剰

5．家計の行動
　　 効用関数／消費者均衡／消費財の需給曲線／労働
     の供給曲線／貯蓄の決定

6．企業行動の理論
　　 生産関数／技術選択／短期の費用曲線／短期の供
     給曲線／長期の供給曲線と産業の均衡／生産要素
     の需要

7．完全競争市場と経済効率
　　 実証分析と規範分析／パレート最適と完全競争／
     社会的厚生関数／投票のパラドックス

8．所得分配
　　 階層的所得分配／所得分布の不平等度の測定／機
     能的所得分配

9．市場機構の限界
　　 私的財と公共財／外部効果／コースの定理／公共
     財における市場の失敗／情報の不完全性と市場の
     失敗
10．不完全競争市場の企業行動
　　 独占市場／寡占市場／独占的競争市場
11．ミクロ経済学の応用
　　 米価問題／自由貿易の利益／公共地の悲劇
12．ミクロ経済学のレビュー
　　 市場における価格の役割／期末テストの説明
後期授業計画

1．マクロ経済循環（国民経済計算の体系）
　　 マクロ経済循環と国民所得／国民所得の諸概念／
     国民所得の三面等価／マクロ経済循環と産業連関
     表／GNPデフレーター

2．経済学の危機とケインズ革命
　　 新古典派の雇用理論／ケインズの批判／一般理論
     の体系

3．国民所得の決定
　　 有効需要の原理／均衡国民所得の決定の 45度線
     モデル／均衡国民所得決定の貯蓄・投資モデル／
     節約（貯蓄）のパラドックス

4．投資乗数の理論
　　 投資の乗数効果／乗数過程の中断／インフレ・ギ
     ャップとデフレ・ギャップ

科目名 経　済　学

担当者 片　岡　晴　雄



5．投資の決定
　　 投資の諸概念／投資と資本の限界効率／利子率と
     投資の決定／トービンのｑ投資理論

6．政府活動と国民所得
　　 直接税と間接税／政府支出乗数／自動安定化装置
     ／公債負担の問題／リカード定理

7．貨幣市場
　　 貨幣の本質と機能／貨幣制度と貨幣の種類／貨幣
     供給／貨幣需要（流動性選好理論）

8．生産物市場と貨幣市場の同時均衡
　　 生産物市場の均衡とＩＳ曲線／貨幣市場の均衡と
     ＬＭ曲線／財政政策と金融政策

9．経済のマクロ的一般均衡体系
　　 労働市場の均衡／物価と産出量の同時決定／賃金
     伸縮性と完全雇用／ピグー効果
10．インフレーション
　　 超過需要インフレ／コスト・プッシュ・インフレ
     ／フィリップス曲線と雇用
11．経済の変動と成長
　　 カレツキー＝カルドア モデル／サミュエルソン
     ＝ヒックス＝グッドウィン モデル／ハロッド＝
     ドマー モデル／ソロー モデル／新しい経済変動
     と成長のモデル
12．開放体系のマクロ経済学
　　 国際収支／外国為替相場と国際収支の調整／開放
     体系のマクロ経済モデル／国内均衡と対外均衡



講義の目標

　本講義では、経済学の諸領域を学ぶうえで必要な

分析道具である、ミクロ経済学およびマクロ経済学

の基礎を修得することを目的とする。

講義概要

　前期にマクロ経済理論、後期にミクロ経済理論の

講義を行う予定である。また、こうした理論によっ

て実際の経済諸問題がどのように説明されるのか、

といったことにも触れていきたい。

テキスト

　とくに指定しない。

参考文献

　西村和雄「ミクロ経済学入門」岩波書店

　福田慎一・照山博司「マクロ経済学・入門」有斐

閣

評価方法

　前期・後期ともに定期試験に基づいて評価する。

受講者への要望

　できるだけ継続して出席すること。

年間授業計画

1．経済学という学問について
2．マクロ経済学の課題について
3．国民所得の決定メカニズム
4．労働市場と完全雇用
5．不完全雇用経済
6．家計の消費・貯蓄行動
7．企業の投資行動
8．貨幣と経済活動
9．マクロ経済モデル（全２回）

10．マクロ経済政策（全２回）
11．国際マクロ経済
12．ミクロ経済学の課題について
13．消費者行動理論（全２回）
14．企業行動理論（全２回）
15．完全競争市場（全２回）
16．不完全競争（全２回）
17．市場機構の限界（全２回）

科目名 経　済　学

担当者 浜　本　光　紹



講義の目標

　「経済学の考え方とは何かから始め、経済学をツ

ールとして「現代社会の問題をどのように分析すれ

ばよいのか」まで理解できるようにする。

講義概要

　テキストの内容に沿って講義を行なう。なお、ほ

とんど毎回課題を出すので、それを自習すること。

二回に一回の割合で課題の提出をしてもらう。

　詳細については一回目の講義で説明する。

テキスト

　「入門経済学」ジョセフ・Ｅ・スティグリッツ東

洋経済新報社

参考文献

　講義中に指示します。

評価方法

　前期　前期テスト（夏休みにはレポートを課しま

す。）

　後期　後期テスト

受講者への要望

　授業はわかりやすく行ないますが、より経済学の

理解を深めるため課題は必ず自分で考えてください。

また日頃は新聞をよく読むようにしてください。

前期授業計画

1．この授業のすすめ方
2．経済学の考え方
3．取引と貿易
4．需要と供給と価格
5．予備日
6．需要・供給分析の応用（その 1）
7．需要・供給分析の応用（その 2）
8．ＧＮＰとは（その 1）
9．ＧＮＰとは（その 2）

10．マクロ経済学と完全雇用（その 1）
11．マクロ経済学と完全雇用（その 2）
12．予備日
後期授業計画

1．経済成長（その 1）
2．経済成長（その 2）
3．失業と総需要（その 1）
4．失業と総需要（その 2）
5．予備日
6．インフレーション（その 1）

7．インフレーション（その 2）
8．時間とリスク（その 1）
9．時間とリスク（その 2）

10．公共部門（その 1）
11．公共部門（その 2）
12．予備日

科目名 経 済 原 論     

担当者 阿　部　正　浩



講義の目標

　複雑多岐な様相を見せる現代社会に生きるわれわ

れは、そこでおきている混沌とした政治の動きや政

治現象を理解したり、自分なりの判断を下すことが

必要となってくる。そのためには、政治とは何かを

考えられるような手がかりを知ることも重要である。

まさに、人間がつくり出している政治の世界を、そ

こに参加する一員という自覚の下に生きていくため

に、政治学の全体像を鳥瞰するとともに、政治学を

見る目を養うことを目標にしたい。

講義概要

　本講義は、できるだけ学生参加型で進めたいが、

前期は、共通の知識や政治学の基本的概念の整理、

確認など、参加するさまざまな学生に政治学につい

ての一定の共通基盤を与える形で進める。それと共

に、学生に自らの関心や疑問を見つけ出してもらう

ことにする。「なぜ」と思うことで、自らの考察を展

開していく上での最初の一歩を見つけるためである。

それぞれが、個々の関心テーマを前期を通して見つ

け出し、各自、後期のレポートに向けて一貫した形

で考察を進めてもらう。特に、後期には、出きるだ

け発表の機会を設け、参加学生による議論を促した

い。ただし、参加する学生の数によって、やり方は

流動的なものとなる。

テキスト

　田中浩、安世舟『政治学への接近』学陽書房、改

定増補版 1999年（1983年）
参考文献

　授業中、適宜示す。

評価方法

　夏休み明けのレポートと後期のレポート、および、

発表議論等の参加の平常点で評価する。

受講者への要望

　ただ、講義を聞いてノートを取るだけではない参

加型の授業であるので、積極的な姿勢での参加を望

む。

年間授業計画

1．政治学とは
2．政治をめぐる「思想」の発展
3．近代国家の成立と近代政治原理の形成
4．近代国家の発展と自由・平等の拡大
5．近代国家と現代政治学の登場

6．民主主義・ファシズム
7．より良い政治を保障するための「制度」の発展
8．近代議会制度の成立と発展
9．権力分立制と政治運営の 3類型

10．議会政治の危機とその克服
11．現代政治の仕組みとその動き
12．国家機能の拡大と政策決定過程の変容
13．現代政治を動かす諸要因（1）政党と社会集団
14．現代政治を動かす諸要因（2）エリートと大衆
15．より良い政治をつくりだすルールの模索
16．国際政治の仕組みとその動き
17．国際政治の特徴
18．国際政治を動かす諸要因
19．国際政治を動かす諸要因
20．国際政治の構造的変動
21．近代国家の限界と課題
22．テーマの決定
23．テーマ発表
24．テーマ発表

科目名 政　治　学

担当者 志　摩　園　子



講義の目標

　日本国憲法の基本原理（基本的人権の尊重、国民

主権、平和主義）を理解すること。それを通じて一

人一人の人間がかけがえのない存在であること、そ

うした自律した個人が連帯しあって良き人生を過ご

していくために、お互いに合意した「人間性の実現

のための規範」が憲法であることを理解すること。

そして核時代の現代では、民主主義も人権も平和な

ればこそ活かされることを理解すること。

講義概要

　前期は憲法の総論と統治機構（国会、内閣、裁判

所）について学習します。まず憲法とはどういう法

かという話から始めます。次に日本の憲法の歴史を

幕末・維新から現在まで学習します。そして統治の

制度と作用について具体的に学習します。

　後期は平和主義と人権について学習します。ここ

では理論だけでなく、具体的な事件なども素材にし

て勉強します。

テキスト

　元山健編著『CD で学ぶ現代日本の憲法』（法律文
化社 2002年刊）
参考文献

　『小六法』（三省堂刊）

評価方法

　前期と後期のテスト。

受講者への要望

　遅刻、欠席をしないで、自覚的に授業に臨んでく

ださい。

年間授業計画

1．開講にあたって
2．憲法とは何か
3．近代憲法の歴史
4．日本憲法史（その１）明治憲法史
5．日本憲法史（その２）戦後憲法史
6．国民主権と象徴天皇制
7．議会制民主主義の歴史と理論
8．選挙と政党
9．国会

10．内閣
11．司法
12．地方自治
13．基本的人権：総論

14．個人の尊重と幸福追求権
15．法の下の平等
16．精神的自由権（その１）総論と思想・良心の自由
17．精神的自由権（その２）信教の自由
18．精神的自由権（その３）表現の自由の原理
19．精神的自由権（その４）表現の自由の諸問題
20．精神的自由権（その５）学問の自由
21．社会的経済的権利（その１）経済的自由権
22．社会的経済的権利（その２）生存権
23．社会的経済的権利（その３）労働と教育
24．人身の自由と刑事手続き

科目名 日本国憲法

担当者 元　山　　　健



講義の目標

　戦後教育法制の特徴とその変遷、教育法の概念と

その機能的種別、ならびに各種の教育人権など、教育

法学の基礎理論の理解の上に、1980 年代以降の「子
どもの人権裁判」を素材に教育法の現代的問題点を分

析し、教育法の体系的理解を目標とする。

を目標とする。

講義概要

　前期は、教育法の基本概念である教育人権の概念

と、教育における国家の役割を学ぶ。教育法形成に重

要な影響を及ぼした基本判例を素材とする。

　後期は、現在の教育法の焦点となっている「子ど

もの人権裁判」を体罰裁判、いじめ裁判、校則裁判、

学校教育措置訴訟、教育情報裁判に分類して、論点と

課題を検討する。

テキスト

　『教育小六法』学陽書房。参考文献は必要不可欠

ではありませんが、教育関係法令集は必携です。

参考文献

　兼子・神田編『ホーンブック教育法』北樹出版 1995
年

　市川・安達・青木編『教育法学と子どもの人権』

三省堂 1998年
評価方法

　前期  レポート  （不提出の場合は後期受験不可）
　後期  試験  （事前に問題を発表する）
　小テスト  時々の講義テーマに応じて
受講者への要望

　六法にあまり魅力を感じていない法学部生には、

身近な問題から法学的方法を学ぶ機会です。

年間授業計画

1．教育法とは何か？　教育法の機能的三種別、教育
条理

2．戦後教育法制の基本的特徴　戦前法制と比較して
3．教育法における教育人権と一般人権、教育権力
4．教師の教育権（1）
5．教師の教育権（2）
6．親の教育権（1）
7．親の教育権（2）
8．子どもの学習権（1）
9．子どもの学習権（2）

10．国家の教育権と国民の教育の自由　最高裁学テ判

決

11．教育の地方自治　教育委員準公選制
12．前期まとめ
13．子どもの人権裁判総説
14．体罰裁判（1）　特徴と論点
15．体罰裁判（2）　体罰判例の展開と動向
16．いじめ裁判（1）　いわきいじめ自殺事件、中野
富士見中事件

17．いじめ裁判（2）　その後のいじめ判例
18．校則裁判（1）　中学校校則裁判
19．校則裁判（2）　バイク退学事件・パーマ退学事
件

20．学校教育措置訴訟（1）　特徴と論点、内申書裁
判

21．学校教育措置訴訟（2）　エホバの証人生徒退学
事件

22．学校教育措置訴訟（3）　障害生徒入学不許可事
件・特殊学級訴訟

23．教育情報裁判　町田いじめ作文開示請求訴訟
24．まとめ　子どもの権利条約と教育法

科目名 教　育　法

担当者 市　川　須美子



講義の目標

　民法は，私たちの日常の生活に関し，財産と家族

に関する秩序について定めています。そこで，こう

した日常消費生活に最低必要な，法律知識について

話します。これからの永い人生において，少しでも

トラブルなく生活できるようにしたいと願う人は聞

いてほしい。

講義概要

　以上の講義目標の下に，民法上の主な制度につい

て紹介しつつ，その具体的適用を解説します。さら

に，今日，特に問題となっている医療過誤問題とか，

本年４月１日から施行された「消費者契約法」等の

民法以外の法律について，一般社会人としての教養

として必要な範囲で，民法との関わりも含めて話し

ます。

テキスト

　毎回，できるだけ，プリントを配布しますが，高

梨公之編『実例民法』（自由国民社），ならびに，三

省堂『ディリ－六法』を持参してほしい。

参考文献

　開講時に指示します。

評価方法

　定期試験と，レポートによる。

受講者への要望

　人の話を聞く態度をもって携帯電話，隣と話すこ

と，脱帽等のマナーを守ってほしい。

年間授業計画

　なお，詳細なシラバスは，開講時に提示する予定で

ある。

1．人の歴史と民法の歴史はどのような関係にあるの
か（ローマ法，ヨーロッパの法制度史）

2．民法の構成はどのようになっているのか，また，
民法関連の法律にどのようになものがあるのか

3．人の法律上の地位はどのようなものか（権利の主
体性・胎児の取り扱い，制限能力者制度）

4．団体の法律上の扱いはどのようなものか（法人制
度・設立手続，期間，運営，消滅）

5．契約にはどのようなものがあるのか？（１）
①民法が定める契約の種類　②財産の譲渡に関する

契約（贈与・売買），消費者契約法はどのようなも

のか？

6．不動産を買うために金銭を借りる場合の法律

債権担保制度・執行手続

7．契約にはどのようなものがあるのか？（２）
財産の利用に関する契約　　　消費賃借（例：サラ

金の利息が高いとき）・賃貸借（例：マンションの

賃料値下げは可能か，古くなったマンションの建替

えは可能か？）

8．借地借家に関する法はどのようなことを定めてい
るのか？

9．契約にはどのようなものがあるのか？（３）
人の労力を対象とする契約（請負・委任），

10．こうした契約には一般的にどのような効力がある
のか　　　同時履行の抗弁権とは・解除ができる場

合とは・危険負担制度とは

11．こうした契約を破った場合の責任はどのようなも
のか？　　　債務不履行による損害賠償制度

12．契約以外での責任が発生することがあるか
　 不法行為制度，不当利得制度等について
13．名誉侵害（毀損）・セクハラ・製造物責任・医療
過誤問題と民法，その他の法律

14．契約の効力を生じない場合はどのような原因によ
るのか　　　民法と人の意思表示の関係

15．物の移転の方法はどのようなものか（１）
　 物の分類（不動産と動産）・物権変動・不動産登記制
度

16．物の移転の方法はどのようなものか（２）
　 動産の即時取得制度・債権の譲渡
17．占有権とはどのようなものか　　　泥棒にも占有
権がある？

18．民法における隣人との関係　　　所有権・相隣関
係・事務管理

19．権利が時の経過により消滅したり，取得したりす
ることがあるのか（時効制度）　　　取得時効・消

滅時効とはどのような制度か

20．家族関係と民法（１）　　　家族関係についての
民法の考え方はどのようなものか

21．家族関係と民法（２）　　　夫婦関係（婚姻と離
婚）・親子関係について，扶養について

22．相続関係と民法（１）　　　相続制度はどのよう
なものか，

23．相続関係と民法（２）　　　遺言制度はどうなっ
ているのか

24．まとめ

科目名 民　　　法

担当者 橋　本　恭　宏



講義の目標

国際社会の法である国際法の基礎的知識及び国際

社会において法がどのように機能しているかを学ぶ。

講義概要

国際法の全般を学ぶ予定であるが、1 年間ですべて
をカバーすることは無理があり、基礎理論、及び現

在国際関係法で実際に問題となっているようなこと

が中心となる。

テキスト

（１）導入対話による国際法講義（広部和也・荒

木教夫著）（不磨書房）

（２）解説条約集・第９版（石本泰雄・小田滋編）

（三省堂）

評価方法

試験による。（中間試験を行う予定である）

受講者への要望

関心を持って学ぶこと。事前に教科書を読み、講

義をよく聞くことを希望する。

年間授業計画

1．・講義全般に関する注意。
・国際法の意義・国際法主体（国家、国際組織、

個人）

2．国際法の歴史（国際法はどのように成立し、どの
ように発展してきたか。）

3．国際法の法源（国際法はどのような形で存在する
か、それは、また、どのように形成されるか。）

4．国際法と国内法（両者の法はどのように異なり、
どのような関係にあるのか。）

5．国家の成立（国際法上、国家とはどのように定義
され、どのようにして国際法上の存在となるのか。）

6．国家の基本権（国際法上、国家はどのような権利
を持つのか。特にその基本となる主権を中心にその

権利がどう行使されるか。）

7．外交使節（国家は対外関係をどのように維持する
か。外交官及び領事の地位、特権免除）

8．国家責任（国際法上の違法行為と国家の責任、損
害賠償などの責任の解除）

9．国際社会の組織化１（国際組織とは何か。その形
成過程、どのような国際組織があるか。）

10．国際社会の組織化２（国際連合を基本に表決制度
や決議の効力がどのようになっているのか。）

11．個人の地位（国籍、外交保護権、など）

12．人権の国際的保護（世界人権規約や国際人権規約
などによる基本的人権の保護とその保障措置）

13．国際犯罪（個人の国際犯罪とその処罰、犯罪人引
渡し制度）

14．国家領域１（国家領域とはどのように構成され、
国家はどのように取得するか。日本の領土問題はど

のようなものがあるか。）

15．国家領域２（領海制度と無害通航権）
16．公海制度と船舶の通航（公海、船舶の地位、海域
その他の船舶の取締り）

17．大陸棚、排他的経済水域（大陸棚や排他的経済水
域とはどのようなものか。）

18．深海底（深海底とその資源の法的地位及び開発）
19．航空機の地位（航空機の地位及び国際的飛行はど
のように行なわれるか。）

20．宇宙法（宇宙の法的地位、宇宙開発、人工衛星の
地位）

21．国際環境の保護（人間環境宣言を初めとする国際
的環境問題の法的側面）

22．国際紛争の平和的解決（国際紛争の解決方法には
どのような方法あるのか）

23．国際裁判（国際仲裁裁判と国際司法裁判）
24．安全保障制度（国連による集団安全保障体制）

科目名 国　際　法

担当者 廣　部　和　也



講義の目標

東アジアを中心とした現代国際関係を論じること

で、わが国を取り巻く国際情勢への認識を深める。

講義概要

第１次世界大戦の経験から生まれた国際関係論は、

その契機が示すように「戦争と平和」を強く意識し

た学問分野である。講義では、第 2 次大戦後の国際
関係を、米ソの冷戦を軸に解説するとともに、冷戦

後の国際関係のなかで中心的重要性をもつ東アジア

の国際関係の現状把握に努める。日米中口という大

国の利害が交錯し、かつ ASEAN という地域協力体
や APEC という多国間経済協力機構が存在するこの
地域は、大国間外交の場であるとともに多国間外交

の場でもあり、また朝鮮半島や台湾海峡、南シナ海

など潜在的紛争地域を内包している。この地域の動

向をフォローすることによって、形成途上にある新

たな国際秩序の方向を明らかにしていく。

テキスト

　未定

参考文献

　さしあたり高坂正堯著『現代の国際政治』（講談社

学術文庫）

評価方法

前期はブックレポートを課す。レポート提出者の

みが後期試験の受験資格あり。

年間授業計画

1．イントロダクション：国際関係論とは何か、なぜ
アジアなのか

2．米ソ冷戦の起源
3．中国革命、朝鮮戦争、日本の再軍備：アジアに拡
大する冷戦

4．中ソ対立とベトナム戦争
5．米中和解の衝撃
6．米ソ・デタント：進展する核軍備管理
7．新冷戦：日米中戦略提携の時代
8．民主化の潮流とソ連体制の崩壊
9．ポスト冷戦の世界

10．東アジアの台頭
11．アメリカ単独覇権の時代
12．（予備日）
13．21世紀の超大国・中国：建国 50年の紆余曲折
14．21世紀の超大国・中国：外交戦略の変遷

15．21世紀の超大国・中国：将来への模索
16．台湾：蒋介石・蒋経国の権威主義時代
17．台湾：李登輝の民主化路線
18．台湾海峡めぐる米中関係
19．北朝鮮：金日成・正日体制の形成と発展
20．韓国：強権政治から民主体制への転換
21．朝鮮半島を取り巻く国際関係
22．東南アジア世界の統合：拡大 ASEANの問題点
23．総括：21世紀迎えた東アジア国際関係
24．（予備日）

科目名 国際関係論

担当者 阿　部　純　一



講義の目標

　現代社会の問題は 18 世紀に始まった産業革命に端
を発し、現在も進行している産業化、そして引き続

いて今世紀に起こる脱産業化、さらにこれらが引き

起こした社会構造の変化とおおいに関係がある。本

講義ではこのような視点から、現代のわれわれの日

常生活に見られる諸変化と、そこに起こる様々な社

会問題とを考える。

講義概要

　豊かで、ゆとりある生活の実現とか、余暇の確保

とかがテーマになる時代に、現実には、企業では能

率主義的管理体制のもとにサービス残業が求められ

たり、過労死までもがみられる。その背景には、日

本社会の特殊性もあるが、市場原理に結びついた産

業化の論理が社会や文化に浸透し、これらを変化さ

せてきた事情がある。核家族化、組織の官僚制化、

都市化、流動社会化、学歴主義化、高齢化と少子化、

福祉化などもそうした流れのなかに起こる。講義で

は、産業化が職業生活を含めてわれわれの日常生活

のなかで多くの社会問題をどのように生みだしてい

るのかを説明していく。講義の進行は、講義メモを

配布して理解を深めることによる。

テキスト

　プリントを配る。

参考文献

　随時紹介

評価方法

　評価は、前・後期の定期試験期間中に各一回おこ

なう試験の成績による。

受講者への要望

　講義に出席し、そこで要点を把握すること。

年間授業計画

1．社会学の先駆者サン・シモンやオーギュスト・コ
ントなどにおける社会学のテーマ

2．古典的社会学者 F・テンニース、G・ジンメル、
E・デュルケム、M・ウェーバーなどにおける近代
社会の理解

3．古典的社会学者 F・テンニース、G・ジンメル、
E・デュルケム、M・ウェーバーなどにおける近代
社会の理解

4．古典的社会学者 F・テンニース、G・ジンメル、
E・デュルケム、M・ウェーバーなどにおける近代

社会の理解

5．社会学における産業社会および脱産業社会のとら
え方

6．社会学における産業社会および脱産業社会のとら
え方

7．現代の職業構造の分析
8．雇用社会と職業的キャリア
9．産業社会における知識の性格と教育

10．日本の近代化、教育システム、および学歴社会
11．社会的不平等の諸次元
12．不平等の構造化
13．社会移動の現実
14．日本の階層社会と社会移動
15．管理社会の中核としての官僚制
16．近代的経営の社会構造
17．日本的組織構造
18．都市化と地域社会
19．家族の定義・類型、そして核家族化・少子化
20．家族のライフサイクルの変化
21．高齢化社会の人口学的および社会学的分析
22．高齢化社会における社会問題
23．生活の質を考える
24．まとめ

科目名 社　会　学

担当者 有　吉　広　介



講義の目標

　「社会」や「思想」のリアリティが薄くなってき

ているような気がする。しかし近代という時代は「社

会」を正面から見つめ、それを「思想」よって支え

ることに全力を注いだ時代であった。その遺産はな

お私たちの日常のものの見方の中に根付いている。

近代の歴史を振り返ることによって、その遺産を掘

り起こし対象化すること、それを目的とする。

講義概要

　ルネッサンスを起点として 19 世紀あたりまでの社
会思想の歴史を概観する。近代市民社会の成立・成

熟を支えた政治思想、経済思想、哲学的思想などの

流れをたどることとなるが、それぞれの時代を代表

する人物の思想に焦点を当てた講義となる。現在、

リベラリズムが時代の関心となっているが、その歴

史的意味の検討が隠れたテーマとしてある。

テキスト

　渋谷一郎編『社会思想の歴史』八千代出版社

参考文献

　講義で適時指示

評価方法

　後期の一括試験で評価を与える。前期末にレポー

トの提出を求める場合もありうる。

年間授業計画

（前期）

1．年間予定。講義の目的と課題。講師の問題意識
2．思想史の方法。社会とは？。社会像の歴史的類型
などについて。

3．近代市民社会とは（西欧的社会観の原型と展開）
4．ルネッサンスと都市
5．マキャベリと『君主論』
6．ユートピア思想とは。
7．トマス・モアと『ユートピア』
8．中世の教会改革運動、千年王国説、後期スコラ学
派

9．ルターの改革運動と神学
10．ルターの経済思想。
11．カルヴィニズムと近代化
12．前期のまとめ
（後期）

1．自然法思想の歴史
2．ホッブズの人間観と自然権思想

3．ホッブズの国家論
4．ロックの市民社会論
5．ロックの所有権理論とリベラリズム
6．フランス啓蒙思想（ヴォルテール、ディドロ、モ
ンテスキュー）

7．ルソーの啓蒙批判と社会批判
8．アダム・スミスと経済的自由主義
9．社会主義思想の諸潮流

10．マルクスの思想（1）
11．マルクスの思想（2）
12．後期のまとめ

科目名 社会思想史

担当者 市　川　達　人



講義の目標

　歴史観、社会観をみずからの判断のもとで形成す

ることができるように、批判的なものの見方、考え

方を身につけることを目標とする。

講義概要

　それぞれの時代の社会には、歴史的状況、文化的

背景などにより、異なったものの考え方が生じる。

それは社会をどう考えるかという思想までに展開す

ることもあるし、時代の単なる風潮として表層的な

現象にとどまることもある。これらの現象を掘り下

げ、社会に対する思想とその底にある自我意識の形

成を西洋中世から近代にかけての魔女裁判と錬金術

思想において分析する。さらに、これを日本の江戸

時代から明治にかけての絵画と西洋の絵画等との比

較を通して、日本人の社会思想と自我意識を検討す

る。

テキスト

　なし。

参考文献

　講義中に指示。

評価方法

　最低年２回のレポート。受講者が多い場合には、

筆記試験。

受講者への要望

　他人のレポートを写したり、あるいは本を書き写

しただけのレポートもある。これは評価に値しない。

調べたことをもとに自分で考えてレポートを作成し

てほしい。授業内容については変更もありうる。

年間授業計画

1．講義の概要説明
2．異端審問成立以前のヨーロッパ社会。
3．異端審問制度の成立。
4．異端審問制度の変質。
5．異端審問から魔女裁判へ。
6．異端者と魔女。
7．映画「バラの名前」の鑑賞 1。
8．映画「バラの名前」の鑑賞 2 と映画中の中世的諸
現象の説明。

9．ヨーロッパの中世の精神的・社会的状況と魔女裁
判の位置づけ。

10．魔女の裁判の終焉とヨーロッパにおける時代意識
の変遷。

11．現代と魔女裁判。。
12．できれば、ディスカッション。
13．錬金術の歴史。古代からアレクサンドリア文化ま
で。

14．アラブ世界における錬金術思想とギリシァ哲学。
15．ヨーロッパ中世における錬金術思想。
16．錬金術と予言と近代科学・医学。
17．錬金術思想における自我意識とキリスト教の精神
的・社会的状況。

18．江戸時代における遠近法。
19．絵画から見られた社会観。
20．明治時代における遠近法。
21．西洋ルネッサンス期以降の遠近法と近代科学。
22．江戸・明治時代における芸術作品に見られる世界
観と自我意識。

23．ヨーロッパ中世における芸術作品に見られる世界
観と自我意識。

24．できれば、現代日本における自我意識についての
ディスカッション。

科目名 社会思想史

担当者 松　丸　壽　雄



講義の目標

本講義においては、集団と文化の社会心理学テーマ

を焦点として進める。社会的存在としての個人は否

応なしに所属する集団と文化に規定される。こうし

た個人が自分自身の立場を見つめなおし、より広い

世界への気づきを促す観点を学習する場としたい。

講義概要

社会心理学の取り扱う内容は間口が広く、多様な理

論が展開される。その内容は極めて日常的なものか

ら抽象的な分野にまで及ぶ。本講義では、初めの導

入で取り扱うテーマを概観し、社会の中の個人を考

えることを出発点にする。

前期では個人の性格形成と社会の関係を中心に概説

し、身近な現象やテーマを取上げる。

後期では異文化適応を中心のテーマとして、いろい

ろな角度から考察する。集団内の個人の適応から国

際化社会におけるテーマなどを概説し、視野を広げ

る歩みに繋がるものとしたい。

テキスト

特定しない

参考文献

授業の中で随時紹介する

評価方法

前期　リポート

後期　試験

　上記の他出席回数を加味する

受講者への要望

現代社会に生きる諸種のテーマと関連付けて、学生

自身と共に考える場にしたい。

年間授業計画

1．社会心理学への導入
2．社会のなかの個人　1
3．社会のなかの個人　2
4．性格形成　1
5．性格形成　2
6．集団の形成　1
7．集団の形成　2
8．世論とマスコミ　1
9．世論とマスコミ　2

10．組織と心理　1
11．組織と心理　2
12．前期のまとめ

13．文化と適応　1
14．文化と適応　2
15．文化と適応　3
16．文化と適応　4
17．文化と適応　5
18．日本の国際化　1
19．日本の国際化　2
20．日本の国際化　3
21．社会心理学の応用　1
22．社会心理学の応用　2
23．社会心理学の応用　3
24．後期のまとめ

科目名 社会心理学

担当者 玉　井　　　寛



講義の目標

　文化人類学は、文明社会から最も遠い位置にあり、

現在急速に消滅しつつある未開社会の文化を、異文

化として理解し、同時にそれを通してわれわれの文

化についても理解を深めようとする学問である。形

成の歴史、方法、事例分析を通じてそのおおよそを

知る。

講義概要

　文化人類学形成の歴史を通して、未開社会に対す

るこの学問の態度を明らかにし、次いでその独特の

研究方法を述べる。そのあと、いくつかの事例を通

して異文化理解の仕方を示し、またそこからわれわ

れの文化をどのように考えることができるかを説明

してゆく。

テキスト

　なし。

参考文献

　随時紹介する。

評価方法

　定期試験期間中の試験によって評価する。

　４年生諸君へ。当然ですが１～３年生と同じ規準

で評価を出します。安易には考えないように。

年間授業計画

1．序―どんな学問か。
2．学問形成の歴史―（1）スペイン人のインディオ
観①

3．　　　〃　　　 ―（2）　　　　〃　　　　　②
4．　　　〃　　　 ―（3）16C 後半～18C 後半の西
欧人の未開人観

5．　　　〃　　　 ―（4）18C 後半～19C 後半の西
欧人の未開人観

6．19C 後半　文化人類学の誕生―（1）"文化"の概
念①

7．　　　〃　　　 ―（2）　　　　〃　　　　　　②
8．　　　〃　　　 ―（3）"進化"の概念
9．19C末～20C初　現代の文化人類学へ

10．研究方法としての"実地調査"―（1）
11．　　　　　　〃　　　　　　―（2）
12．これ以降は事例研究。テーマは未定。これまでの
話の脈絡から決めてゆく。

科目名 文化人類学

担当者 井　上　兼　行



講義の目標

英国社会を支えるミドルクラスの社会学的分析を

通して、現代英国の社会構造および文化を理解する。

講義概要

かつてミドルクラスは英国資本主義社会をつくり

だした歴史的主体・ブルジョアジーであった。そし

てこの国の伝統と革新とを独特な方法で調和させて

近代の英国社会を生みだした。現代英国のミドルク

ラスは、19 世紀末における経営者革命や官僚機構の
発達に起源をおく専門経営者層、中間管理者層、専

門技術者層、および大量の事務員層からなるホワイ

トカラー階級である。この階級の中核をなす人々は、

家庭生活のなかでミドルクラスの文化を体得したう

えで、英国の独特な教育システムを通して社会に送

り出されて、英国の社会と文化とを支えている。本

講義では、英国人の生活と文化とを読み取ってもら

いたい。

テキスト

　プリントを渡す。

評価方法

前・後期の終わりに求めるレポートにて評価する。

受講者への要望

講義に出席し、そこで要点を把握すること。

年間授業計画

1．英国におけるミドルクラスの現状
2．産業革命前後のミドルクラス
3．古典的ミドルクラスの性格
4．前回に続く
5．古典的ミドルクラスの文化
6．新しいミドルクラスの出現
7．現代におけるブルジョア階級の衰退
8．専門経営層の確立
9．前回に続く

10．中間管理者層の出現と社会的地位
11．前回に続く
12．新旧の専門家層
13．前回に続く
14．実業家層の現状
15．事務労働者の階級状況
16．前回に続く
17．ミドルクラスの家庭生活
18．前回に続く

19．ミドルクラスと教育
20．前回に続く
21．ミドルクラスと余暇
22．ミドルクラスの政治的関心
23．ミドルクラスと政治リーダー
24．まとめ

科目名 社会科学特殊講義Ａ
（現代英米社会研究）

担当者 有　吉　広　介



講義の目標

　副題をつけるとすれば、「未聞社会の宗教と世界

観」ということになる。未聞社会の宗教を、われわ

れには理解しにくい、怪しげな迷信と捉えるのでは

なく、そこにどのような世界認識や人間観をみるこ

とができるか、という視点で話をする。こうして異

文化を理解する方向に向かうことができるし、ひい

てはわれわれの世界観を意識化できる面もある。そ

の糸口をつくりたい。

講義概要

　ここでは神話や昔話のような、言葉によって世界

観が表明されているもの、また儀礼、祭りといった

行動からかれらの見方を考えていかなければならな

いものの両方を取り上げる。いくつかのテーマを選

んで順次話をしてゆくが、年間講義予定については

第一回の講義においてその大枠を述べる。

テキスト

　なし

参考文献

　随時紹介する。

評価方法

　試験ないしレポート、その両方ということもある

が、登録者の数によって考える。

　4 年生の諸君へ。当然ですが 1～3 年生と同じ基準
で評価を出します。安易には考えないように。

受講者への要望

　できるだけ 2 年生以上、または文化人類学の単位
をとったか、興味をもって何か読んだことのある人

に登録してほしい。全くその知識のない 1 年生は、
わからず、興味をもてずにやめていったものが多い。

科目名 社会科学特殊講義Ａ
（文化人類学特殊講義）

担当者 井　上　兼　行



講義の目標

現代社会における広告の機能や役割を明らかにしま

す。また企業の広告活動を、マーケティングとコミ

ュニケーションの視点から解説します。

講義概要

1．企業や団体が広告をなぜ行うかについて考えます。
2．どのように広告を計画し実施するかを学びます。
3．社会風俗や価値観、倫理・法的な面から、現代の
広告現象を考えます。

4．マスコミ、メディア、広告業界の仕組みや動向を
取り上げます。

5．マーケティング活動やコミュニケーション過程の
原理を明らかにします。

6．ビデオや広告物を通じて、日米のコミュニケーシ
ョンの違いを探ります。

テキスト

梶山皓『広告入門』、日経文庫　1998。
参考文献

＊八巻俊雄・梶山皓『広告読本』東洋経済新報社、1998。
＊『広告に携わる人の総合講座』日経広告研究所、1999。
＊W. Wells: Advertising, Principles and Practice,
Prentice-Hall, 1997
＊S. W. Dunn: Advertising, Its Role in Modern
Marketing, Dryden Press, 1994.
評価方法

前期：出席と試験。問題は 4－5 題。教科書・ノート
等の持込不可。

後期：出席と試験。問題は 4－5 題。教科書・ノート
等の持込不可。

受講者への要望

2年生か 3年生で履修してください。
前期授業計画

1．広告をなぜ学ぶか (Introduction)：広告を学ぶと、
社会の近未来が見えてくる。また社会現象のポジテ

ィブな面を的確にとらえる習慣が身に付く。

2．広告の定義 (Ad. Definition)：広告という言葉の
語源は、古フランス語やラテン語で「振り向かせる」

「注意を引く」という意味である。

3．広告の定義 (Ad. Definition)：広告という言葉は、
しばしば PR、広報、宣伝、プロモーションなどと
混同して間違った使われ方をしている。

4．広告の機能 (Role of Ad. )：広告には情報を伝える

機能がある。このほかに人を説得する機能、広告主

と受け手の関係を強化する機能がある。

5．広告の種類 (Ad. Classification)：広告を代表する
のは、消費財広告、ビジネス広告のように商業目的

に使われる広告である。

6．広告の種類 (Ad. Classification)：広告には、公共
広告、意見広告、政治広告のように、市民の啓蒙や

世論の喚起に使われるものがある。

7．広告主 (Advertisers)：アメリカの広告費は邦貨
で年間約 15兆円で、世界の約半分を一国で占める。
日本は世界 2位で約 6兆円である。

8．広告主 (Advertisers)：広告主は、広告活動を効
果的に行うために広告活動を策定する。また企業内

に広告組織を編成して実施に当たる。

9．広告会社 (Ad. Agency)：広告会社は、広告コミュ
ニケーションを企画し実施する専門家集団である。

日米では広告ビジネスの進め方が異なる。

10．広告会社 (Ad. Agency)：広告会社には色々な形態
や組織がある。日本では、広告会社の収入源は媒体

手数料という旧い習慣に基づいている。

11．広告メディア (Ad. Media)：広告メディアには、
マスメディアから看板やチラシまで色々な種類があ

り、広く活用されている。

12．広告メディア (Ad. Media)：マルチメディア時代
を迎えて、衛星放送、双方向 CATV、インターネッ
トなどの新しいメディアが広告界を揺さぶっている。

後期授業計画

1．マーケティングの基本理念  (Marketing
Principles)：マーケティングは消費者志向の概念で
ある。最近は環境問題などの新しい価値観の影響を

受けている。

2．戦略企業計画 (Strategic Planning)：戦略計画は
アメリカで発達した経営理論で、マーケティングを

サブシステムとする企業経営の全体計画である。

3．マーケティング・ミクス (Marketing Mix)：企業
は、製品開発、価格の設定、流通チャネルの選択、

プロモーションの相乗効果によって企業間競争を進

める。

4．プロモーション・ミクス (Promotion Mix)：製品
の販売は、広告、セールスマン、SP（セールスプロ
モーション）、PRなどの力を合体化させて行う。

5．コミュニケーションの原理 (Communication)：
広告はマスコミを手段とした社会的なコミュニケー

ションであり、受け手に様々な心理的影響を与える。

6．コミュニケーションの原理 (Communication)：
消費者には、マスコミによる新しい情報を受け入れ

科目名 社会科学特殊講義Ａ
（広告論）

担当者 梶　山　　　皓



る人と、従来の習慣に固執する人がいる。

7．DAGMAR の理論 (DAGMAR)：広告効果は、売
上高にではなくコミュニケーション効果に置くべき

だという考え方があり、広告理論に大きな影響を与

えている。

8．広告階層モデル (Ad. Hierarchy Model)：人々は
製品の属性を調べてから買うのか、それとも買った

後に調べるのか、衝動買いはなぜ起きるのかなどを

考える。

9．広告計画 (Ad. Planning)：広告活動は、広告目標
の設定、予算策定、広告表現の決定、媒体選択、効

果測定という一連の過程を経て進める。

10．広告計画 (Ad. Planning)：広告計画の中では、広
告表現の方針を決めることと、広告を運ぶメディア

を選ぶことがとくに重要である。

11．広告規制 (Ad. Regulation)：広告は、倫理や公序
良俗の面と法律の両面から規制を受けている。規制

の内容は時代によって、国によって異なっている。

12．広告の将来 (Ad. Future)：広告はどのような方向
に進むのか、これからの広告ビジネスや広告人に何

が求められるかを考える。



講義の目標

　マス・コミュニケーションに関する基本用語、概

念などを説明することができ、かつそれらの用語を

使って具体的なマス・コミュニケーション現象を分

析できるようになることを目標とする。

講義概要

　本講義への導入として、先ずコミュニケーション

の基礎について説明する。次の数週間で、マス・コ

ミュニケーションのモデル及び効果について解説し、

マス・コミュニケーションの全体像を捉えてもらう。

その後、前期の後半はマスコミと教育の問題を、そ

して後期は、マス・コミュニケーションの「影響研

究」を中心に講義を行う予定。影響研究については、

特に「メディア暴力の視聴者への影響」を中心テー

マとして扱う。

テキスト

　（前期）プリント

　（後期）佐々木輝美『メディアと暴力』勁草書房、

1996
参考文献

　・岡崎篤郎　他編著『マス・コミュニケーション

効果研究の展開』北樹出版、1992
　・H.J.アイゼンク他著　岩脇三良訳　『性　暴力
メディア』新曜社、1982
評価方法

　定期試験による。出席は参考程度。

受講者への要望

　60 点以下は不可となりますので、毎回出席して授
業内容をよく理解するよう心がけてください。

年間授業計画

＜前期＞

1．マス・コミュニケーションとは
2．コミュニケーションについての基礎知識(1)　プロ
セスの概念について

3．コミュニケーションについての基礎知識(2)　意味
はどこに存在するか？

4．コミュニケーションについての基礎知識(3)　メデ
ィア接触について

5．マス・コミュニケーションのモデルについて(1)　モ
デルの長所と短所

6．マス・コミュニケーションのモデルについて(2)　マ
ス・コミュニケーションの要素

7．ビデオ視聴＆解説
8．マスコミ効果の概念について(1)　効果とは
9．マスコミ効果の概念について(2)　順機能と逆機能

10．マス・コミュニケーションと教育(1)
11．マス・コミュニケーションと教育(2)
12．前期のまとめ
＜後期＞

1．マスコミの影響研究について(1)　弾丸理論
2．マスコミの影響研究について(2)　限定効果モデル
3．マスコミの影響研究について(3)　適度効果モデル
から強力効果モデルへ

4．メディア暴力研究について(1)　研究の背景
5．メディア暴力研究について(2)　カタルシス理論
6．メディア暴力研究について(3)　観察学習理論
7．メディア暴力研究について(4)　脱感作理論
8．メディア暴力研究について(5)　カルティベーショ
ン理論

9．ビデオ視聴＆解説
10．メディア暴力研究について(6)　4理論のまとめ（暴
力番組の類型化）

11．メディア暴力研究について(7)　メディア暴力への
対応

12．後期のまとめ

科目名 社会科学特殊講義Ａ
（マス・コミニュケーション論）

担当者 佐々木　輝　美



講義概要

　いわゆる民族性論の可否とともかく、ある民族を

理解するとき民族性論として発表された文献は、そ

れなりに示唆に富んでいる。本講では中国民族性論

として歴史的に評価されている林講堂の『My
Country and My People』と、中国革命の英雄・毛沢
東の伝記である、エドガー・スノーの『Red star over
China』（英文）を原書で講読しながら、中国文化へ
の理解を深めたい。

参考文献

　コピー配布

評価方法

　期末リポート

受講者への要望

　予習を重視する。複数の辞書・参考書を利用のこ

と。

年間授業計画

　　前期は林講堂、後期はスノーを講読する。

科目名 社会科学特殊講義Ａ
（現代中国論）

担当者 辻　　　康　吾



講義の目標

　スペインとはいかなる国か。他のヨーロッパ諸国

とのちがいは？

　前期は歴史的面から考察。後期は現代社会に焦点

をあて、さまざまな社会問題をとりあげる。

イメージづくりのため毎回ビデオを用いる。

講義概要

　前期：スペイン人の国民性にふれ、その背景にあ

る歴史を考える。またとくにアンダルシアをとりあ

げスペインのアイデンティティとされる闘牛・フラ

メンコにもふれる。

後期：フランコ死後民主化したスペイン社会の諸問

題を考察する。

テキスト

　野々山真輝帆著「すがおのスペイン文化史」（東洋

書店）

参考文献

　斉藤孝編「スペイン・ポルトガル現代史」（山川書店）

　野々山真輝帆著「スペイン辛口案内」（晶文社）

評価方法

　出席率とテストによる。

受講者への要望

　自分たちの専攻する地域と比較して考えてほしい。

  またスペイン語履修者は語学だけでなく、それが
話される地域について常識を持ってほしい。

年間授業計画

前期 1．スペイン人の国民性と歴史的背景
   2．　　　　　　　〃

     3．　　　　　　　〃
   4．　　　　　　　〃
   5．　　　　　　　〃
   6．アンダルシアとナショナリズム
   7．アンダルシア―フラメンコ
   8．アンダルシア―闘牛
   9．パンプロナの牛追い祭

   10．パティオ
   11．死生観
   12．食文化
後期 13．フランコ時代の男女交際

   14．フアン・カルロス国王と王政復古
   15．中絶
   16．性差別と教育

   17．女性の社会進出
   18．ホモセクシュアル
   19．若者（１）
   20．若者（２）
   21．若者（３）
   22．外国人の移民
   23．マナー
   24．クリスマスの過し方

科目名 社会科学特殊講義Ａ
（スペイン：歴史と文化）

担当者 野々山　ミチコ



講義の目標

　「イスラム原理主義」（あるいは「イスラム政治運

動」、「イスラム復興運動」）と呼ばれる宗教、政治運

動が今、世界を揺るがしている。2001 年 9 月発生し
たアメリカ中枢同時多発テロは、サウジアラビア出

身の過激原理主義運動家オサマ・ビンラーディン率

いる「アル・カーイダ」の犯行とされた。この事件

は、アフガニスタンの原理主義タリバン政権がビン

ラーディンを匿ったことから、同政権に対するアメ

リカの戦争に繋がった。講義では「ジャーヒリーヤ

論」など過激原理主義思想・運動の理解を目指す。

講義概要

　毎時限の講義は（１）テキスト（講師＝藤原著『イ

スラム過激原理主義－なぜテロに走るのか－』）の章

節順の解説（２）原理主義運動を中心にした中東・

中央アジアの政治・社会情勢の時事解説（３）イス

ラム教を中心にした中東・中央アジア事情のビデオ

による紹介－－の３部構成とする。とくに（１）の

中では、イスラム原理主義理解に必要なイスラム教

術語（アラビア語と英語）の解説を並行して行なう。

このほか、講義では、講師が雑誌や新聞に執筆する

原理主義関係レポートのコピーを副テキストとして

配布する。

テキスト

　講師（藤原）が 2001 年 10 月刊行した『イスラム
過激原理主義－なぜテロに走るのか』（中公新書）。

このほか、毎時限の講義開始時、講師の各種レポー

トや「現代用語の基礎知識」などをコピーして配布

する。

参考文献

　中村廣冶郎『イスラームと近代』（岩波書店）1997
　山内昌之『イスラームと国際政治』（岩波書店）1998
評価方法

　出席率と後期のテストによる

受講者への要望

　とくになし

年間授業計画

1．　〔イントロダクション〕セム族唯一神教の系譜。
イスラム教とユダヤ教、キリスト教との関係。イス

ラム教創設者、預言者ムハンマドの生涯など解説。

2．　 イスラム教多数派スンニー派と少数派シーア
派の関係。他に中東言語に関する解説。イスラム教

言語アラビア語の他言語への影響などを解説。

3．　 イスラム教戒律の解説。シャリ－ア（イスラ
ム法）の意味。原理主義とシャリーアの適用運動。

食物禁忌、巡礼、利息の禁止など。

4．　 サダト・エジプト大統領暗殺事件と上エジプ
ト武装蜂起事件を解説。

5．　 エジプトの過激原理主義組織「イスラム集団」
「ジハード団」の成り立ちを解説。

6．　 原理主義イデオローグ、サイイド・クトゥブ
の革命理論「ジャーヒリーヤ論」を解説

7．　 過激原理主義の原型「断罪と逃亡団」を解説。
8．　 過激原理主義と「ウンマ内部のジハード論」
および過激原理主義運動の祖イブン・タイミーヤを

解説。

9．　 原理主義運動の 2 つの具体目標、およびアフ
ガニスタンの原理主義組織タリバンのカリフ制復活

を解説。

10．　｢イスラム集団」を生んだ上エジプトの社会風
土を解説

11．　｢イスラム集団」の上エジプト的性格、とくに
反コプト主義を解説

12．　｢イスラム集団」の外国人観光客襲撃戦術およ
び「血の復讐」を解説

13．　原理主義運動の反ユダヤ主義を解説。
14．　イスラム的民主主義「シューラー」を解説。
15．　アフガニスタン戦争勃発とアラブ・アフガンズ
誕生を解説

16．　アフガニスタン戦争終了後のアラブ・アフガン
ズの動向。とりわけ、アラブ・アフガンズの「転戦

組」を解説。

17． 「20 世紀ジハードの回復者」と呼ばれるアブダ
ッラ－・アッザームを解説

18．　原理主義「国際派」、オサマ・ビンラーディン
とエジプトの過激原理主義組織「ジハード団」前団

長アイマン・ザワヒリなどを解説。

19．　ビンラーディンの「ジハード宣言」と「世界イ
スラム戦線」の結成を解説。

20．　テロを中心とした「イスラム集団」の反政府武
装闘争を解説。

21．　原理主義運動の殉教テロとイスラムの天国観を
解説。

22．　ムバラク・エジプト政権の原理主義運動弾圧を
解説。非常事態法や軍事裁判など。

23．　「イスラム集団」獄中指導部の武闘停止呼び掛
けを解説。獄中指導部の他、アフガニスタン指導部、

欧州指導部の動向など。

科目名 社会科学特殊講義Ａ
（イスラム（原理）主義過激思想）

担当者 藤　原　和　彦



24．　「イスラム集団」の武闘停止決定、加えて「集
団」の新潮流「和平派」の誕生、合法政党化への動

きなどを解説。



講義の目標

　グローバル化され地球規模で政治・経済が語られ

る今日、文明間の対話はより重要性を増している。

そこで、本講義では、この異文化との触れ合いによ

って生じた歴史的な事項を知り、考察することで、

国際社会で実務的な現場に立つ上での基礎力を高め

たい。

講義概要

　本講義は、人口 12 億を有するイスラム世界を中心
に、近代化の過程において、どのような対応の差が

生じたか、また、その結果としてどのような国家シ

ステムの違いになったかを考えたい。その上で、グ

ローバル化への対応をイスラム諸国がいかに進めて

いるかを理解したい。

テキスト

　なし。

参考文献

　「近代・イスラムの人類学」大塚和夫著、東京大

学出版会

　「文明における科学」伊東俊太郎著、勁草書房

評価方法

　前期・後期のレポートを各 30 点満点とする。それ
に出席点を加えて評価する。

受講者への要望

（1）　講義内容に関するプリントを事前に配布する
ので、必ず一読してから授業に出る。

（2）　時事問題に対応できるよう、国際ニュースに
関心を持つ。

年間授業計画

1．日本とイスラム世界
2．中東・イスラム世界の多様性
3．一神教世界と多神教世界
4．イスラム教の誕生
5．誤解されるイスラム世界
6．イスラム世界と生活のサイクル
7．家族と家族観
8．農業と食物
9．紛争と平和

10．アラブ文化の遺産
11．12世紀ルネッサンスと西ヨーロッパ文明
12．ヨーロッパにおける近代化論
13．イスラム世界と近代化

14．イスラム改革運動
15．オスマン・トルコの解体
16．ヨーロッパ法とイスラム法
17．国民意識と経済発展
18．資本不足の国民経済（エジプトの例）
19．ブルジョアジーと政府の対立（シリアの例）
20．石油収入による経済発展（サウジアラビア）
21．イスラムと経済発展（イランの例）
22．世俗主義と経済発展（トルコの例）
23．シオニズムと国民国家（イスラエル）
24．東アジアと西アジアの発展の差

科目名 社会科学特殊講義Ａ
（異文化との触れ合い）

担当者 水　口　　　章



講義の目標

　貿易の実務を引き合いの段階からクレームの解決

まで時間的な順序に従って説明し、将来貿易に従事

しない学生には一般教養としての知識を与え、貿易

に従事する学生には本格的な企業内研修への階梯と

する。

講義概要

　取引の前段階として一般的な事項、例えば打ち切

りと代理商商い、買い越しと売り越し、現物と先物

などを理解させ、以後引き合い、契約、受け渡し、

支払、入金の段階を追ってそこに出てくる用語、取

引技術を説明する。その際絶えず既知の事実に立ち

帰って全体との連関をつかませ、同じ用語の理解が

段階を進むにつれて深まってくるようにする。さら

に簿記、会計、法律、経済学、歴史、言語などの隣

接科学、また時事問題にも触れて興味を起こさせる

ことを図る。

テキスト

　「貿易実務テキスト」

参考文献

　山崎靜光「輸出入手続ハンドブック」（中央経済

社）

評価方法

　学年試験の成績による。設問は記述式の大きな問

題 2問とし、総体的な把握を見る。
　中間試験は行うが、単位を与えるか否かの境界線

上の者についての参考とするにとどめ、学年試験を

受けなかった者には単位を与えない。

受講者への要望

　授業中に理解することを心がけ、質問、教師に対

する批判を活発にし、双方向の発信のあるクラスに

するのに寄与してください。前期の終わりと学年末

に、教務部のものとは別に授業評価を求め、feedback
している。

年間授業計画

1．orientation
2．貿易取引の前段階
3．　　　〃
4．　　　〃
5．Ⅰ．引き合い段階－値段を出す－インコタームズ
6．　　　〃
7．運賃－海上輸送一般

8．海上保険
9．採算の立て方

10．与信－荷為替
11．　〃　－前期授業の評価
12．信用状－授業評価に対する回答
13．前期試験の講評－信用状
14．D／P、D／A取引
15．　〃　－カントリーリスク－貿易制限の諸形態
16．オファー
17．　〃
18．Ⅱ．契約段階－契約書、契約履行の管理
19．為替
20．　〃
21．Ⅲ．受け渡し段階
22．船積書類
23．　〃　－輸入、通年授業の評価
24．Ⅳ．支払い段階。Ⅴ．クレーム。通年授業の評価
に対する回答

科目名 社会科学特殊講義Ａ
（貿易実務）

担当者 山　崎　靜　光



講義の目標

　本講では、21 世紀の現代世界が直面する種々の複
雑な問題（地域紛争、南北格差、先進国間摩擦、環

境破壊、国連の強化、経済統合の進展等）の理解を

目標に、その根本には、近代国民国家とは何かとの

理解が必須と考え、国家の理論的、歴史的理解の後、

個々の地域に関して、その歴史的側面に常に言及し

ながら、検討を加えていく。

講義概要

　冷戦後の現代世界は、核の脅威こそ大幅に減じた

ものの、世界各地で発生する地域・民族紛争や、イ

スラム原理主義運動といった文明的・宗教的対立の

問題、さらには、南北格差、先進国間摩擦、地球環

境破壊等、多くの経済問題をいまだに抱えている。

現代には、このように世界を分裂的、破壊的方向へ

導く力が存在する一方で、安全保障、環境問題、テ

ロリズム等に対する国連中心主義の強化、新ラウン

ドが象徴する国際貿易体制の強化、さらには、EU 等
の統合の進展といった、全地球及び地域レベルでの

種々の問題解決への模索もなされている。本講では、

これら諸問題の根本には、国民国家に対する種々の

方向からの挑戦があると考え、まず、国民国家概念

の理論的側面に検討を加える。更にはこれら分裂・

破壊的、及び統合・協力的な動きを、諸地域の例に

即して検討を加えていく。受講者数にもよるが、各

地域を扱う後期においては出来れば学生諸君が選ん

でくる諸地域に関する論文をクラス全員で読んでゆ

きたい。

テキスト

　未定

参考文献

　その都度指示する。

評価方法

　基本的には、学年度末の試験によるが、後期、論

文を読む場合には各人の発表内容・出席・質問等を

通じた積極的な授業への参加等により評価する。発

表を出来なかったものについてはレポートの提出に

よる場合もある。

受講者への要望

　授業の理解と積極的な参加のため、新聞の国際面

と経済面には、常に目を通しておく事。論文を読む

場合は必ず事前に読んできて、自分の分からない点

を明らかにして授業に臨むこと。

年間授業計画

1．国際関係論とは何か（1）学問の成立から発展ま
で

2．国際関係論とは何か（2）国際関係論による国際
社会の把握

3．国際関係論とは何か（3）主要な学派と国民国家
概念

4．国民国家とはなにか（1）その起源と歴史的展開
5．国民国家とはなにか（2）現代の国民国家像
6．伝統的国民国家像の変容 例（1）欧州連合（1）
7．伝統的国民国家像の変容 例（1）欧州連合（2）
8．伝統的国民国家像の変容 例（1）欧州連合（３）
9．伝統的国民国家像の変容 例（2）ベルギーにおけ
る分権化（1）

10．伝統的国民国家像の変容 例（2）ベルギーにおけ
る分権化（1）

11．伝統的国民国家像の変容 例（3）ユーゴスラビア
の分裂

12．伝統的国民国家像の変容 例（4）ラテン・アメリ
カの経済統合

13．諸地域に関する論文の発表
14．諸地域に関する論文の発表
15．諸地域に関する論文の発表
16．諸地域に関する論文の発表
17．諸地域に関する論文の発表
18．諸地域に関する論文の発表
19．諸地域に関する論文の発表
20．諸地域に関する論文の発表
21．諸地域に関する論文の発表
22．諸地域に関する論文の発表
23．まとめ
24．予備日

科目名 社会科学特殊講義Ａ
（現代国際社会の統合と分裂）

担当者 若　林　　　広



講義の目標

　数学は、無関係に見えるいくつかの現象の奥底に

共通して潜む法則の抽出、その法則の科学的解析、

そしてモデル作りに威力を発揮します。特に、微分

積分は身近な現象の解析にも役立つ数学の筆頭分野

です。

　今や宇宙時代、火星にまで人間を送り込もうとし

ています。地球からロケットを打ち上げる際、ロケ

ットの脱出速度（第 2宇宙速度）は秒速 11.2kmです。
この数値は重力に関する法則を微分方程式で解析し

て得られます。微分積分を勉強すれば微分方程式が

扱えます。

　本講義では、現象を数学的に解析することを念頭

に、「使える数学」を目標にします。『ちょっとひと

休み』で横道に逸れるコーナーもあります。

講義概要

　1．簡単な関数と逆関数：
　　    有理関数と無理関数
　　    指数関数と対数関数
　　（三角関数と逆三角関数）

　2．微分（関数の変化の様子）：
　　    1変数関数の微分（常微分）
　　    多変数関数の微分（偏微分）
　3．積分（微分の逆演算、微分方程式への助走）：
　　    不定積分
　4．微分方程式（数学モデル作り）：
　　    変数分離形
　　    1階線形微分方程式
　　    2階線形微分方程式
テキスト

　プリント

参考文献

　『微積分概論』南部　徳盛  著、近代科学社
　『数学読本』松坂　和夫　著、岩波書店

評価方法

　授業の際に配布する用紙を使い、授業内容に関す

る課題等をその都度解答・提出してもらいます。演

習も考えています。

受講者への要望

　『大学は学問を通じての人間形成の場である』を

肝に命じ、十分に予習・復習をしながら真面目に主

体的に授業に取り組んで下さい。

科目名 数　　　学

担当者 福　井　尚　生



講義の目標

　現代物理学の基礎の一つである相対性理論を通し

て、人間の自然に対する認識の方法について考える。

とくに、科学と非科学の違いに留意し、「科学的」と

いうことはどういうことなのかについて考えていき

たい。

講義概要

　前期を特殊相対論（光の速度、同時概念の相対性、

時間・空間概念の変更等）、後期を一般相対論（等価

原理、重力の幾何学化、ブラックホール、宇宙論等）

に充てる。

テキスト

　テキストはとくになし。

参考文献

　参考書は適宜紹介する。授業では視聴覚教材も使

用する。

評価方法

　日常の授業への参加態度、前・後期各３～４回の

課題か、または、前・後期各１回の試験で評価を付

ける予定。

受講者への要望

　　授業のホームページを利用するなどして、双方向授

　業を心掛けますので、積極的に参加して下さい。１限

　の授業ですが、遅刻は他の人の迷惑となりますので厳

　禁です。

年間授業計画

1．プロローグ－現代物理学を学ぶ意味
2．飛行機の中でもワインが注げる訳－相対性原理
3．光の正体－電気と磁気の基本法則
4．光にも速度がある！？－光速の測定方法
5．光の速度で走りながら光を見たら？－光速一定の
原理

6．どっちが先？－同時概念の相対性
7．時間が遅れる－時間概念の相対性
8．空間が縮む－空間概念の相対性
9．どっちが若い？－双子のパラドックス

10．18 歳の少女に恋した 4？歳の科学者の戦略－「浦
島効果」

11．時間も空間も一緒－４次元の世界
12．原子爆弾！－Ｅ＝mc２

13．月上実験－等価原理
14．エレベータの綱が切れたら－一般相対性原理

15．空間も曲がる－重力の幾何学化
16．天才の発明－アインシュタインの重力場方程式
17．観測結果と一致！－光路の曲がり・水星の近日点
移動

18．光も出られない蟻地獄－ブラックホール
19．宇宙の将来はどうなるの？－膨張宇宙
20．宇宙、宇宙と簡単に言うけれど－宇宙の空間的・
時間的広がり

21．始めに光ありき－ビッグバン宇宙
22．暗黒物質・銀河の種・インフレ宇宙－現代宇宙論
の諸問題

23．宇宙人さん、こんにちわ－地球外文明探査
24．エピローグ－再び、現代物理学を学ぶ意味

科目名 物　理　学

担当者 東　　　孝　博



講義の目標

　地学とは「地球科学」、地球を対象とする自然科学

なら全部地学です。本講義では「地球は広大な宇宙

に浮かぶ天体の一つ｣との観点から、天文学を取り上

げます。天文とは「天」から届けられた「文」のこ

とです。天文学とは宇宙から届く手紙を解読する学

問、対象は天体と天体の占める空間とです。手紙の

解読には、本講義でも物理学・数学を道具として使

うことになります。

　しかし解読のための道具は二の次、目標はあくま

でも「人間も宇宙全体を貫く自然法則に支配されて

いる」ことを自覚してもらうことにあります。

講義概要

　宇宙の階層に沿って話を広げて行きます。

　1． 恒星：太陽
　　  連星：ミザール
　　  散開星団：プレアデス「すばる」
　　  球状星団：M13
　2． 銀河：銀河系
　　  銀河群：局所銀河群
　　  銀河団：おとめ座銀河団
　　  超銀河団：局所超銀河団
　3．見える限りの宇宙：ビッグバン宇宙
テキスト

　プリント、視聴覚教材

参考文献

　『現代天文学要説』内海　和彦、他著、朝倉書店

　『宇宙科学入門』尾崎　洋二　著、東京大学出版

　『教養のための天文学講座』米山　忠興　著、丸

善

評価方法

　授業の際に配布する用紙を使い、授業内容に関す

る課題等をその都度解答・提出してもらいます。及

び試験。

受講者への要望

　『大学は学問を通じての人間形成の場である』を

肝に命じ、十分に予習・復習をしながら真面目に主

体的に授業に取り組んで下さい。

　尚、受講希望者は上記【講義の目標】について 100
字以内にまとめた各自のメモを、本講義初日の 17 時
までに福井に直接提出して下さい。

科目名 地　　　学

担当者 福　井　尚　生



講義の目標

　近年、自然観察を楽しむ人が多くなってきている

が、それだけ身近な自然環境が破壊されている証で

もあろう。

　担当者の専門である植物分類形態学の立場で、日

本のフロラ、生態系の特徴等を説明する。

講義概要

　日本の自然の実態を知るために各種新聞・雑誌等

の記事を利用しながら講義を進める。

テキスト

　なし

参考文献

　図鑑類、解説書（全 7～8冊、講義中に紹介する。）
評価方法

　レポート、試験の結果を総合して決定する。

受講者への要望

　講義の性質上、人物名・地名が多数出るので、歴

史・地理学の常識が必要である。最初の日にテスト

を行う。このテストを受けていない学生の受講は認

めない。

年間授業計画

1．序論　一年間の講義の進め方を説明。特に現在問
題を授業に取り入れるために、各自が意識的に新

聞・雑誌を読む必要があること、またそれについて

のレポート提出が多いことを説明する。

2．北半球の植生を知る 1　ヨーロッパと日本
3．北半球の植生を知る 2　北アメリカと日本
4．北半球の植生を知る 3　中国と日本
5．日本植生の特徴 4　亜寒帯から亜熱帯まで（温量
指数と乾湿指数）

6．日本植生の特徴 5　中央構造線とフォッサマグナ
7．日本植生の特徴 6　対応種（ミヤコザサ線とは？）
8．日本植生の特徴 7　固有種を紹介する ①
9．日本植生の特徴 8　固有種を紹介する ②

10．日本植生の特徴 9　固有種を紹介する ③
11．1935年に A. G. Tansleyが提唱した生態系
12．日本の自然環境　世界的にもユニークな日本の自
然。

13．古赤道分布説　北極圏に化石林がある。
14．身近な自然　夏期休暇のレポートを書くために。
15．ナショナルトラスト制度　地域文化を保存するた
めに。

16．国立公園制度　手本はアメリカ？、ヨーロッパ？
17．種の多様性保全条約　なぜ他の生物を守らなけれ
ばならないのか。

18．ラムサール条約　日本のフライウェイを渡る鳥た
ち。

19．トピックス③　新聞・雑誌記事を読み、レポート
を提出。

20．ワシントン条約①　絶滅の危機に瀕している動物。
21．ワシントン条約②　絶滅の危機に瀕している植物。
22．トピックス④　新聞・雑誌記事を読み、レポート
を提出。

23．世界遺産条約　地球の自然・歴史環境を守るため
に。

24．まとめ　一年間のまとめ。

科目名 生 物 学 Ａ     

担当者 加　藤　僖　重



講義の目標

　身近な自然を注意深く観察出来るようになること

を目指す。

講義概要

　普段、見過ごしている普通の種類を材料に、現代

の生物学が抱える問題にスポットを当てて講義を進

めたい。そのためにも新聞・雑誌等に目を通すこと

が肝要である。原則として毎回特定のテーマについ

てのレポートを提出してもらう。

テキスト

　使用しない。

参考文献

　講義中に必要に応じてコピー配布をする。

評価方法

　出席回数、通常のレポート、夏季休暇のレポート、

試験の結果を総合して決定する。

受講者への要望

　生物観察に関心があること。

年間授業計画

1．序論　一年間の講義の進め方を説明し、レポート
提出が多いことを理解してもらった後、抽選で受講

生 48名の確定、実験室での座席の決定を行う。
2．実験室内における心得　実験室の器具等の扱い方
を説明。

3．キャンパス・ウォッチング①　種を区別するポイ
ントを説明。

4．身近な植物の観察①　見なれた花の構造を観察。
5．顕微鏡の使用法①　実際の顕微鏡に慣れてもらう。
6．顕微鏡の使用法②　ミクロメーターの使用法。
7．顕微鏡の使用法③　単位面積当りの細胞数を数え
る。

8．キャンパス・ウォッチング②　五感を働かせる
9．身近な植物の観察②　見慣れた果実の解剖。

10．トピックス①　新聞・雑誌等の記事を読む。
11．身近な植物の観察④　見慣れた種の葉の形態を観
察する。

12．身近な自然　夏期休暇のレポートを書くための説
明。

13．種の多様性保全条約　なぜ他の生物を守らなけれ
ばならないか。

14．身近な植物の観察⑤　スイカズラ科の特殊な形態
を観察する。

15．身近な植物の観察⑥　身近なブナ科植物を観察す
る。

16．ワシントン条約　身近な"絶滅の危機に瀕している
動植物"を観察する

17．身近な植物の観察⑦　秋の果実を観察する。
18．身近な植物の観察⑧　生産構造図を描く。
19．身近な植物の観察⑨　紅葉・黄葉の観察。
20．分類に使われるキー・キャラクターとは　デンド
ログラムを描く。

21．分類に使われるキー・キャラクターとは　ブナ科
植物の場合。

22．レポートの整理　観察結果をより良いレポートに
する方法を説明する。

23．トピックス②　　新聞・雑誌の記事を読む。
24．まとめ　　一年のまとめと試験の説明。

科目名 生 物 学 Ｂ     

担当者 加　藤　僖　重



講義の目標

　自然科学とは自然現象（人間の存否に無関係に起

こる現象）に見出される普遍的な法則を探求する学

問です。Kepler・Galilei・Newton・Einsteinと、よ
り普遍的な宇宙方程式（Theory of Everything）への
模索は続きます。

　さて、人間はこの宇宙方程式を満足する存在なの

でしょうか？宇宙進化の本流を人間本位に変えては

いないでしょうか？地球外に文明を探してみること

も、この疑問を解決する糸口となるかも知れません。

この辺りの自然科学者の取り組みを辿り自然科学の

進め方を学ぶのが本講義の目標です。

講義概要

地球外文明の

1．存在：「多数世界論」対「唯一世界論」
2．探査哲学：平凡性の原理、人間原理
3．進化：Ⅰ型文明“地球”（Drake 方程式）
　　　　 Ⅱ型文明“Dyson 球”（赤外線源）
　　　　 Ⅲ型文明“Kardashev 球”（CTA－102 騒

動）

4．探査の現段階：Ozma 計画、SETI
5．探査効能：階層的（夢→現実→進歩）循環図
テキスト

　プリント・視聴覚教材

参考文献

　必要に応じて随時紹介します。

評価方法

　授業の際に配布する用紙を使い、授業内容に関す

る課題等をその都度解答・提出してもらいます。及

び試験。

受講者への要望

　『大学は学問を通じての人間形成の場である』を

肝に命じ、十分に予習・復習をしながら真面目に主

体的に授業に取り組んで下さい。

　尚、受講希望者は上記【講義の目標】について 100
字以内にまとめた各自のメモを、本講義初日の 17 時
までに福井に直接提出して下さい。

科目名 自然科学概論

担当者 福　井　尚　生



講義の目標

　現代物理学を支える二本の柱は相対論と量子論で

あるが、この講義では量子論を通して、人間の自然

に対する認識の方法について考える。とくに、自然

科学の法則における人間（観測者）の存在というこ

とに注目していきたい。

講義概要

　前期はミクロの世界の成り立ちとそこを支配する

法則である量子力学について概説する。後期は場の

理論や観測の問題等を扱う。ブラックホールの蒸発

や宇宙の発生というような新しい話題も紹介したい。

テキスト

　とくになし。

参考文献

　適宜紹介する。授業では視聴覚教材も使用する。

評価方法

　日常の授業への参加態度と毎回の「授業レポート」

で評価を付ける予定。

受講者への要望

　外国語学部共通科目「物理学」を既に履修してい

ることが望ましい。

年間授業計画

1．はじめに
2．原子と原子模型
3．光の粒子説と波動説
4．電磁波
5．光電効果
6．光量子仮説
7．物質波
8．粒子性と波動性を結ぶ関係
9．波動関数

10．確率の波
11．不確定性関係
12．不確定性原理

 13．前期の復習
 14．観測の問題
 15．スピンと反粒子
 16．素粒子の世界
 17．クォーク
 18．基本相互作用
 19．大統一理論
 20．ビックバン宇宙

 21．宇宙の進化
22．ブラックホールの蒸発
23．宇宙の始まり
24．まとめ

科目名 自然科学特殊講義Ａ
（人間の自然認識）

担当者 東　　　孝　博



講義の目標

　特殊講義では、“特殊”な話題を「教養」の範囲内

で少し深く“講義”するのが目標です。

　そこで本講義では、私の専門で自然科学の一分野・

一般相対論的宇宙論に関する話題を少し深く講義し

ます。

　広大な宇宙を支配する力は重力、その重力に仕え

る物理学が Einstein の一般相対性理論です。その理
論の宇宙への応用の際に、重力でつぶれてしまう宇

宙を支える力として彼が導入した宇宙項が何度かの

浮沈の後、今再び宇宙論屋の間で話題になっていま

す。最近の観測で得られている宇宙の加速膨脹には

いくつかの理論的説明がありますが、宇宙項での説

明も可能だからです。

講義概要

　1．光：光の実速度を測定
　2．空間・時間：「絶対」対「相対」
　3．相対性理論：特殊相対性理論（特殊相対性原理、
                   光速度不変の原理）
　　 　　　　　　一般相対性理論（一般相対性原理、

等価原理）

　4．一般相対論的宇宙論： 構造論（宇宙モデル）
　　                      起源論（宇宙の始まり）
　5．宇宙論、最新の話題から：宇宙項、Brane New

World、…
テキスト

　プリント・視聴覚教材

参考文献

　必要に応じて随時紹介します。

評価方法

　授業の際に配布する用紙を使い、授業内容に関す

る課題等をその都度解答・提出してもらいます。レ

ポート提出も考えています。

受講者への要望

　『大学は学問を通じての人間形成の場である』を

肝に命じ、十分に予習・復習をしながら真面目に主

体的に授業に取り組んで下さい。科目の特性上、自

然科学部門の科目を履修した学生或いは履修中の学

生の受講を希望します。

科目名 自然科学特殊講義Ａ
（宇宙論）

担当者 福　井　尚　生



講義の目標

　日常あまり意識していない身近な化学物質や化学

的な現象を広く見渡し、自然界の不思議さや人類の

英知を化学の面から再認識する。

　また、近年社会問題になっている化学物質につい

て、化学的に理解を深めるとともに、その背景にあ

る問題点を多面的に把握しその解決方法を探る。

講義概要

　洗剤、環境汚染物質、甘味料、香料、香辛料、毒

物、麻薬・覚せい剤、薬、色素など、身近にある化

学物質の構造式をテーマごとに眺めながら、そこに

見られる共通性や異質性、有用性や危険性などにつ

いて講義する。構造式になじみがなくても理解でき

るように、なるべく実物に触れたり簡単な実験を行

う。

　また、最近の新聞や雑誌などで話題になっている

化学物質についても適宜取り上げる。

テキスト

　参考資料としてプリントをテーマごとに配布する。

参考文献

　渡辺啓著『日常の化学』、サイエンス社、1999年
評価方法

　出席回数、各種レポート、受講態度、定期試験の

結果を総合して評価する。

受講者への要望

　高校時代に化学を選択していなくてもなるべく不

都合がないように講義するが、ただ聞くだけという

受身の姿勢ではなく、講義を通じてしっかりとした

問題意識や自分なりの考え方を身につけて欲しい。

年間授業計画

1．はじめに：年間予定と講義内容の説明
2．溶液の化学（1）：水の構造と特性　おいしい水と

安全な水

  3．溶液の化学（2）：天然洗剤と合成洗剤
4．溶液の化学（3）：界面活性剤とその応用
5．環境の化学（1）：酸性雨と水質汚濁
6．環境の化学（2）：地球温暖化とオゾン層破壊
7．環境の化学（3）：内分泌かく乱化学物質（環境ホ
                   ホルモン）

  8．味の化学（1）：天然甘味物質
9．味の化学（2）：人工甘味料と味覚変革物質

 10．味の化学（3）：苦味物質と酸味物質

11．香りの化学（1）：香りの本体とその応用
12．香りの化学（2）：香辛料とその効用
13．食品の化学（1）：お茶の成分と効用
14．食品の化学（2）：ポリフェノールと活性酸素
15．毒と薬の化学（1）：天然毒（植物毒、キノコ毒、
                      カビ毒など）

 16．毒と薬の化学（2）：人工毒（農薬、毒ガスなど）
17．毒と薬の化学（3）：麻薬、覚せい剤、幻覚剤など
18．毒と薬の化学（4）：人体と薬
19．毒と薬の化学（5）：生薬と合成医薬品
20．色素の化学（1）：花と紅葉の色素
21．色素の化学（2）：天然色素と合成色素
22．生態の化学（1）：有用物質を介した生物界の相互
                    作用

 23．生態の化学（2）：有害物質を介した生物界の相互
                    作用

 24．まとめ

科目名 自然科学特殊講義Ａ
（化学）

担当者 和　田　浩　志



講義の目標

　現在、膨大な情報の中から「自らに必要なもの」

を探し出し、「効率的かつ効果的」に活用する場合の

中心となるのはコンピュータである。

  この科目では、コンピュータの基本操作を中心に、
アプリケーションソフトの利用、およびコンピュー

タネットワークについて学んでいく。

とくに大学生活（広くは社会生活）で実際に必要

で、かつ役に立つコンピュータ活用法を習得するこ

とを目的とする。

講義概要

　コンピュータ初心者を対象に、１人で１台のパー

ソナルコンピュータを使い、主として実習を中心と

して授業を進める。

内容は、日本語および英文ワープロ、コンピュー

タネットワーク（通信）、情報倫理についてである。

テキスト

　本学情報センター発行のもの。タイプ練習用ソフ

ト。

参考文献

　授業中、随時紹介する。

評価方法

　授業中に指示する課題の作成と平常点で総合評価

する。

受講者への要望

　実習を中心とした授業なので、欠席や遅刻は厳禁

とする。止むを得ず欠席した場合には、必ず自習し

て遅れを取り戻すこと。第１回目の授業で、使用教

材や授業に必要なものを指示する。欠席した場合に

はその後の受講は認めない。

年間授業計画

1．ガイダンスとコンピュータの基本操作
2．ウィンドウズ入門－ウィンドウ操作とフロッピィ
ディスクの取り扱い

3．タイピングと日本語入力
4．インターネット－ブラウザ・メール・図書検索（１）
5．インターネット－ブラウザ・メール・図書検索（２）
6．ワープロ入門－文書の編集と印刷（１）
7．ワープロ入門－文書の編集と印刷（２）
8．ワープロ入門－文書の編集と印刷（３）
9．ワープロ入門－文書の編集と印刷（４）

10．ワープロ入門－英文ワープロ（１）

11．ワープロ入門－英文ワープロ（２）
12．情報倫理

科目名 コンピュータ入門

担当者 各担当教員



講義の目標

　本講義では、はじめて情報科学とコンピュータの

勉強をされる学生たちを念頭におき、情報科学とコ

ンピュータリテラシの話からスタートし、コンピュ

ータの歴史と仕組み、情報のデジタル化とコンピュ

ータによるデータの表現や、コンピュータの原理を

紹介する。その後で、近年急速に発展しているイン

ターネット、データ通信、データベース技術に重点

をおき、コンピュータ利用技術に関するさまざまな

知識を概説する。本講義はコンピュータを中心とし

た情報科学に深い興味をもつ学生たちに、また、情

報処理技術者試験を受験しようとする学生たちに十

分に役立つように工夫している。

講義概要

　本講義はまず、人間とコンピュータとの関わり、

情報とコンピュータシステムの関係を概説し、コン

ピュータのハードウェアとソフトウェア、コンピュ

ータの動作概要などを解説する。次に情報の符号化、

数値や文字などデータのコンピュータ内での表現、

データの入出力、プログラム構造、ファイルとデー

タベースの構造、データベース管理システムの概要、

データ通信とコンピュータ・ネットワーク、特にイ

ンターネットについて述べる。最後に、情報システ

ムの設計、情報セキュリティについて解説する。

テキスト

（１） 最初の講義で指示する。
（２） 随時必要な資料をファイルで配布する。
参考文献

　適宜紹介します。

評価方法

　前・後期各一度のテストと、レポートの提出およ

び出席を加味して評価する。

受講者への要望

　「コンピュータ入門」を既修または並行履修のこ

と。

年間授業計画

1．本講義の概略
　　　 年間の講義概要、評価の方法と基準、授業の進

め方

2．情報とは何か
　　　 情報の持つ性質、情報の形態、情報とデータ、

機械文明と情報

3．コンピュータの歴史と特徴
　　　 計算機械の変遷とコンピュータの世代論、コン

ピュータの定義

4．コンピュータ・ハードウェアの概略
　　　 中央処理装置、記憶装置、入力装置、出力装置、

補助記憶装置

5．データ表現
　　　 情報量の単位と文字コード、数値データの種類

6．数の体系と基数変換
　　　 ２進数と 16進数、基数変換

7．論理演算
　　　 論理演算の種類、真理値表

8．コンピュータ・ソフトウェアの概略
　　　 ソフトウェアの役割、体系と種類

9．オペレーディングシステム（OS）
　　　 OSの基礎概念、OSの構成と機能
10．コンピュータ言語
　　　 コンピュータ言語の目的と分類
11．基本データ構造
　　　 木構造、配列構造、リスト構造、スタック構造、

キュー構造

12．ファイルの構造
　　　 ファイルの構造、種類、用途
13．ソフトウェア開発手順
　　　 システム分析と設計、プログラム開発、プログ

ラミング、システムテストと保守

14．データベース
　　　 データベースの概要、データベースの種類
15．データベースの管理システムDBMS
　　　 DBMSの条件、機能、分散データベース
16．データベース言語
　　　 データベース記述言語と操作言語の概要，デー
タベースの定義と操作

17．データベースの設計
　　　 データベース構築の手順、設計の事例、データ

の正規化

18．コンピュータ通信
　　　 情報通信の基礎，データ転送のしくみ
19．コンピュータ・ネットワーク
　　　 コンピュータ・ネットワークの種類、LANの構

成とアクセス方式

20．インターネット
　　　 インターネットの仕組み、通信規約 TCP/IP、

DNS、サーバクライアントモデル
21．インターネットサービス
　　　 World Wide Web、情報検索、電子メールなど

科目名 情報科学概論

担当者 呉　　　浩　東



22．インターネットと社会
　　　 インターネット通信の特徴、ネットワークセキ

ュリティ、暗号システムの基礎

23．情報処理システム
　　　 情報管理の必要性、情報処理システムの構成、

システムの評価

24．コンピュータ・セキュリティ
　　　 情報化社会の問題点と倫理



講義の目標

　言語学の一般的な知識を得る。

講義概要

　言語学とは何かを問う。英語や日本語といった個

別の言語ではなく、全ての人間言語が持つ特徴につ

いて触れるとともに、言語を分類するとどのように

なるかも論じる。抽象的な議論も多いので、コトバ

に興味のない人は取らないほうがいいだろう。興味

のある人にはいろいろな逸話が出て面白いと思うが、

それらに興味のない人にとっては酒のつまみにもな

らない。

　教科書は分かりやすいが、日本語の例が少ないの

で講義中に補っていく。この他にも随時詳述したり

省いたりするので必ずしも教科書通りに進むわけで

はない。教科書と講義が相補的になる場合もある。

あらかじめ指定された箇所を読んでこないと講義は

わからないので予習が必要。

テキスト

　東京法令出版｢言語学｣（佐治圭三他）

評価方法

　前・後期ともレポートの予定。

受講者への要望

　聞いているだけなら面白い授業だが（多分）、教科

書の丸暗記では単位は取れない。講義と教科書、そ

して自分のアイデア、それをサポートするデータが

要求される。

年間授業計画

1．人間言語の特徴―ミツバチの“コトバ”
2．人間言語の普遍性
3．音声学―１　音の仕組み・一般論
4．音声学―２　音の仕組み　その２
5．音声学―３　外国語との対照
6．音韻論―riceと lice、または空耳アワー
7．音韻論―日本語の「ん」「っ」とは何か
8．音韻論―モーラと英語の俳句、韻を踏む
9．文法のカテゴリー－テンス・アスペクト・性・数
など

10．品詞の話
11．形態論―“レスカ”の秘密
12．統語論―「血まみれの泥棒」・生成文法の理念・
言語習得

13．意味論・語用論―“Where were you on the bike at

that time?”“On the seat.”
14．言語の系統（歴史的１）英語などのルーツ
15．言語の系統（歴史的２）泥沼の日本語のルーツ
16．言語変化（地理的）方言、または日本アホバカ分
布図

17．言語変化（歴史的１）英語の変化
18．言語変化（歴史的２）日本語の変化
19．言語接触－ピジン・クリオール「高いないよ」
20．言語変化（現代）「ら抜き」言葉、言語生活
21．社会言語学
22．二言語使用（バイリンガリズム）
23．言語と文化
24．コンピュータと言語、機械用辞書の話

科目名 言　語　学

担当者 井　口　厚　夫



講義の目標

　言語学の諸分野について知り、基本的な知識・概

念を理解する。また、言語現象に対する分析的な視

点を身につける。

講義概要

　テキストに従って、言語学の諸分野について説明

する。前期は、言語学や言語の性質についての話か

ら、一般言語学の諸分野に進む、後期は、一般言語

から、その他の諸分野を扱う。

テキスト

　ジョージ・ユール「現代言語学 20 章：ことばの科
学」大修館書店

評価方法

　前期

　　試験（50％）
　後期

　　試験（50％）
受講者への要望

　授業は講義形式で行なうが、単に内容を覚えてる

だけでなく、言語に対する分析的視点を身につけて

欲しい。

年間授業計画

1．授業の説明
言語学の諸分野

2．言語の起源についての諸説
3．文字の発達
4．言語の特性
5．動物と人間言語
6．言語で使われる音
7．言語の諸音型
8．単語と語形成過程
9．形態論

10．句と文ー文法
11．統語論
12．（予備）

 13．意味論と語用論
 14．談話分析
 15．言語と機械
 16．言語と脳
 17．母語の習得
 18．第二言語の習得・学習
 19．手話

 20．言語の歴史と変化
 21．言語の多様性
22．言語、社会、文化
23．人工世界後、国際語の歴史
24．（予備）

科目名 言　語　学

担当者 小　松　雅　彦



講義の目標

　この授業は、コンピュータ初心者向け授業「コン

ピュータ入門」の直上に位置する初級科目である。

コンピュータについての基礎知識と基本操作を習得

した人たちが、その活用に向けて一歩踏み出すため

に設けられている。社会生活に必要な情報の活用法

を学習し、より幅広いリテラシーを得ることを目標

とする。

講義概要

　この授業では、表計算（MS-Excel）の基本操作を
学ぶ。数値データ・文字データの処理方法およびコ

ンピュータネットワークを利用した情報の収集とそ

のデータの整理・加工の方法を学習する。さらにそ

のデータをまとめ効果的に発表する手段を習得する。

テキスト

　第 1回目の授業で指示する。
参考文献

　授業中、随時紹介する。

評価方法

　授業中に指示する課題の作成と平常点で総合評価

する。出席は重視する。

受講者への要望

　「コンピュータ入門」修了者か、または、それと

同等程度のものを対象とする。教室のコンピュータ

の台数にあわせて受講者を選抜する。第１回目の授

業で使用教材や授業で必要なものを指示するので必

ず出席すること。

年間授業計画

1．ガイダンスとコンピュータの基本操作の復習
2．表の作成（文字の入力）、グラフの作成
3．表の編集、グラフの装飾、印刷
4．計算式の利用
5．ネットワークからのデータの収集・整理
6．関数の利用（１）
7．関数の利用（２）
8．関数の利用（３）
9．プレゼンテーションの作成（１）－MS-Powerpoint
とは

10．プレゼンテーションの作成（２）－データの活用・
まとめ

11．プレゼンテーションの発表
12．総合演習

科目名 情報科学各論
（初級－表計算入門）

担当者 （半期）各担当教員



講義の目標

　この授業は、コンピュータ初心者向け授業「コン

ピュータ入門」の直上に位置する初級科目です。コ

ンピュータの基本操作を習得した人たちが、その活

用に向けて、一歩踏み出すために設けられているも

のです。

講義概要

　この授業では、プレゼンテーション用ソフトウェ

アである Powerpoint を使って文字情報だけではなく、
画像・音声・動画など様々な方法で自分の持ってい

る情報をわかりやすく相手に伝え、理解してもらう

ための手法を学びます。また実際にプレゼンテーシ

ョンする場合の一般的な注意点なども併せて学ぶ。

テキスト

　授業で指示します。

参考文献

　授業中、随時紹介します。

評価方法

　授業中に指示する課題の作成と学期末に行うプレ

ゼンテーションで評価します。

受講者への要望

　「コンピュータ入門」修了者か、または、それと

同等程度のものを対象とします。プレゼンテーショ

ン用ソフトウェアの学習ですので、積極的に参加し、

アピールのできる学生以外には向きません。教室の

コンピュータの台数にあわせて受講者を選抜します。

年間授業計画

1．ガイダンスとコンピュータの基本操作の復習
2．Powerpointの基本操作 1
3．Powerpointの基本操作 2
4．画像や音を取り込もう
5．動画を取り込もう
6．他のソフトも一緒に便利に使おう
7．アニメーションでアクセントをつけよう
8．プレゼンテーション用の資料を作ろう
9．その他の便利な使い方

10．プレゼンテーションのリハーサル
11．プレゼンテーションの準備
12．プレゼンテーションの準備

科目名 情報科学各論
（初級－プレゼンテーション）

担当者 （後期）金井　満



講義の目標

　この授業は、コンピュータ初心者向け授業「コン

ピュータ入門」の直上に位置する初級科目である。

コンピュータについての基礎知識と基本操作を習得

した人たちが、その活用に向けて一歩踏み出すため

に設けられている。社会生活に必要な情報の活用法

を学習し、より幅広いリテラシーを得ることを目標

とする。

講義概要

　この授業では先ず、コンピュータとコンピュータ

ネットワークの基本構成、ファイルの種類やフォル

ダの構造といったコンピュータに関する基礎知識を

復習する。その上で、インターネットサービスの一

つであるWWW(World Wide Web)における情報の構
成単位である「ページ」の構造と、それを記述する

「HTML」（Hyper-Text Markup Language）を学ぶ。
また、簡単な自分自身のホームページの試作もする。

テキスト

　授業で指示する。

参考文献

　授業中、随時紹介する。

評価方法

　授業中に指示する課題の作成と平常点で総合評価

する。出席は重視する。

受講者への要望

　「コンピュータ入門」修了者か、または、それと

同等程度のものを対象とする。教室のコンピュータ

の台数にあわせて受講者を選抜する。第１回目の授

業で使用教材や授業で必要なものを指示するので必

ず出席をすること。

年間授業計画

1．ガイダンスとコンピュータの基本操作の復習
2．コンピュータとコンピュータネットワークの基本
構成

3．ファイルの種類とフォルダ構造
4．WWWとWWWブラウザ
5．インターネットと情報倫理
6．ページの構造とHTML
7．ホームページの作成－テキスト
8．ホームページの作成－リンク
9．ホームページの作成－イメージ

10．ホームページの作成－テーブル・その他

11．ホームページの作成－完成
12．ファイルの転送とページの更新

科目名 情報科学各論
（初級－ＨＴＭＬ入門）

担当者 （半期）各担当教員



講義の目標

　この授業は、コンピュータ初級の授業「HTML 入
門」の次に位置する中級科目である。コンピュータ

の基礎知識やネットワーク構成、及び HTML を用い
たホームページ作成技術を習得した人を対象に、一

方向な情報発信ではなく、インタラクティブなペー

ジ作成を通じて、コミュニケーション技術を得る事

を目標とする。

講義概要

　この授業ではまず、ファイルの種類、フォルダ構

造などのコンピュータの基礎知識やネットワーク構

成、及び HTML、FTP などの復習を行う。次に
JavaScript や CGI プログラムを利用して、メッセー
ジの表示や画像の変化、カウンタ、掲示板等の作成

を行う。作成の成果は、受講生相互で批評・検討す

る。

テキスト

　授業で指示する。

　プリントの配布も行う。

参考文献

　随時紹介する。

評価方法

　授業中に作成する課題と平常点で総合評価する。

出席は特に重視する。

受講者への要望

　「HTML入門」の修了者か、同程度の能力（HTML
および FTP の理解）を持つ者を対象とする。必要に
応じて選抜を行うので、「履修登録の要領・指示」に

は特に注意する事。第１回目の授業に無断で欠席し

た場合は、履修を無効とする。復習（宿題）が多い

事を認識した上で受講してください。

年間授業計画

1．ガイダンスとイントロダクション
2．HTMLと FTPの復習
3．インタラクティブなページ（HTMLと CGI）
4．JavaScript（１）
5．JavaScript（２）
6．JavaScript（３）
7．JavaScript（４）
8．CGIプログラム（１）
9．CGIプログラム（２）

10．CGIプログラム（３）

10．CGIプログラム（４）
12．総合報告会

科目名 情報科学各論
（中級－ＨＴＭＬ応用１）

担当者 （後期）金　子　憲　一



講義の目標

　この授業は情報科学各論（コンピュータ初級－

HTML 入門）に続く中級コースである。初級と同じ
く単にホームページ作成ということのみを目標とす

るのではなく、その過程においてコンピュータやネ

ットワークの理解を深め、それの積極的な利用方法

の理解にまで話を進める。

講義概要

ＨＴＭＬ入門においてＷｅｂページの作成の一通

りの知識を習得した学生を対象に、単に HTML 言語
の更なる発展を目指すのではなく、ｃｇｉやｊａｂ

ａ　ｓｃｒｉｐｔにまで範囲を広げる。そうしてネ

ット上で様々な情報のデータベース化を図り、情報

処理としての広範囲の知識の整理を図りたい。

テキスト

　授業で指示する。

参考文献

　授業中に適宜紹介する。

評価方法

　授業中に指示する課題（複数回）と平常点で評価

する。

受講者への要望

　情報科学各論（コンピュータ初級－ＨＴＭＬ入門）

を履修しておくことは絶対条件である。受講生はコ

ンピュータの台数に合わせて選抜になる。選抜に関

する注意は必ず把握しておくこと。また講義最初の

時間は出席が必須で、いかなる理由による欠席も受

講が取り消される。なお授業計画はあくまでも一つ

の目安であり、途中での変更はありえる。

年間授業計画

1．ガイダンスと復習
2．Ｗｅｂページのネットへのアップロード等
3．ｃｇｉ（ｃｏｕｎｔｅｒ、掲示板）
4．ｃｇｉ（アンケート）
5．ｊａｖａ　ｓｃｒｉｐｔ　１
6．ｊａｖａ　ｓｃｒｉｐｔ　２
7．情報の収集１
8．情報の収集２
9．データベース化１

10．データベース化２
11．データベース化３
12．その他

科目名 情報科学各論
（中級－ＨＴＭＬ応用１）

担当者 （後期）田　中　雅　英



講義の目標

　Javaは 1995年に Sun　Microsystems社が発表し、
インターネット時代のコンピュータ言語と言われて

いる。プログラミングの経験のない人間が Java を理
解するのは大変難しいとされているが、ここでは、

ＨＴＭＬから呼び出されて実行されるアプレットに

よる Web ページ上のグラフィックス描写を通して、
Java言語の一端を知ることを目標とする。なお、Java
アプレットによりインタラクティブでアクティブな

より高度のホームページを作ることができるが、ホ

ームページ作りがこの講義の目的ではないことを留

意して欲しい

講義概要

　最初に、簡単な CGI の利用と Java スクリプトの
埋め込みを通して、HTMLによるWebページ作りの
復習をする。次に、Java アプレットの概要を説明す
る。そして、プログラムを構成する要素である変数、

配列、文などと、イメージの表示やグラフィックス

の描画の方法を、プログラミングの経験がないこと

を前提に説明する。続いて、Java プログラムの基本
構造について説明した後、マウスやキー・イベント

の処理を通して Javaアプレットの理解を深める。
テキスト

　授業に最初に指定する。

参考文献

　適宜紹介する。

評価方法

　日常の授業への参加態度と演習により評価を付け

る。

受講者への要望

　情報科学各論（HTML 入門）終了者か、または、
それと同等程度のものを対象とする。

　グラフィックス描画には座標、関数など数学的な

考え方が必要になることを前提に選択して欲しい。

年間授業計画

1．HTMLの復習
2．CGIの利用と Javaスクリプト
3．Javaの概要
4．変数、配列、文
5．イメージの表示
6．グラフィックスの描画
7．Javaの基本構造(1）

8．Javaの基本構造（2）
9．イベント処理（1）

10．イベント処理（2）
11．イベント処理（3）
12．まとめ

科目名 情報科学各論
（中級－ＨＴＭＬ応用１）

担当者 （前期）東　　　孝　博



講義の目標

　Javaは 1995年に Sun　Microsystems社が発表し、
インターネット時代のコンピュータ言語と言われて

いる。プログラミングの経験のない人間が Java を理
解するのは大変難しいとされているが、ここでは、

HTML から呼び出されて実行されるアプレットにと
るWebページ上のグラフィックス描画を通して、Java
言語の一端を知ることを目標とする。なお、Java ア
プレットによりインタラクティブでアクティブなよ

り高度のホームページを作ることができるが、ホー

ムページ作りがこの講義の目的ではないことを留意

して欲しい。

講義概要

　情報科学各論（HTML 応用 1）に引き続き、GUI
部品の使用、フレームの作成、スレッドの利用を通

して Javaアプレットの理解を深める。
テキスト

　授業の最初に指定する。

参考文献

　適宜紹介する。

評価方法

　日常の授業への参加態度と演習により評価を付け

る。

受講者への要望

　情報科学各論（HTML 応用 1）に引き続き履修す
ることが望ましい。

年間授業計画

1．Javaアプレットの復習
2．GUI部品の使用(1）
3．GUI部品の使用（2）
4．GUI部品の使用（3）
5．GUI部品の使用（4）
6．フレームの作成（1）
7．フレームの作成（2）
8．フレームの作成（3）
9．スレッドの利用（1）

10．スレッドの利用（2）
11．スレッドの利用（3）
12．まとめ

科目名 情報科学各論
（中級－ＨＴＭＬ応用２）

担当者 （後期）東　　　孝　博



講義の目標

　コンピュータで問題を解決するには、プログラム

を書かなくてはなりません。本講義では、プログラ

ムをどう作成するか、プログラミング言語はどのよ

うな構造を持つか、どのような手順で行うか、デー

タをどのような形にして扱うかについて解説します。

プログラミングのノウハウや方法などを理解するこ

とを目標とします。

講義概要

　初めにコンピュータの構成要素やプログラミング

言語とオペレーディングシステムについて概説しま

す。続いて、プログラミング言語の一つである Visual
Basic を用いてプログラミングの設計手順や方法、お
よびプログラミング言語の構造、さらに基本的なプ

ログラムの仕組みなどを学びます。いくつかのプロ

グラムの設計について講義と演習を行います。

テキスト

　（１）最初の講義で指示する。

（２）随時必要な資料をファイルで配布する。

参考文献

　必要に応じて、著書、ホームページ、ソフトウェ

アなどを紹介する。

評価方法

　前期の定期試験と、２回程度のレポートの提出お

よび出席を加味して評価する。

受講者への要望

　「コンピュータ入門」を既修か、または、それと

同等程度のものを対象とします。教室のコンピュー

タの台数にあわせて受講者を選抜します。本講義を

履修する方は、後期の「情報科学各論（中級－プロ

グラミング論２）と組み合わせて履修することが必

要です。

年間授業計画

1．授業のガイダンスとコンピュータ構成の概説：コ
ンピュータハードウェアの構成とコンピュータのア

プリケーションの概説

2．プログラミング言語とオペレーディングシステ
ム：プログラミング言語の種類と特徴、オペレーデ

ィングシステムの基礎概念、構成と機能

3．Visual Basicの概要：Visual Basicの特徴、画面
構成と重要用語

4．Visual Basic の基本操作：アプリケーション作成

手順、コントロールの配置、プロパティの設定、コ

ーディング

5．簡単なプログラムの作成：変数の定義と使い方、
データ型、演算子、プロパティの値の取得と演算

6．選択構造をもつプログラムの作成（１）：条件選
択構造、アプリケ－ションの設計とコーディング

7．選択構造を持つプログラムの作成（２）：多重選
択、複数の選択のあるプログラムの設計、選択ステ

ートメントの説明

8．選択構造を持つプログラムの作成（３）：オプシ
ョンボタンの利用、チャットボタンの利用、リスト

ボックスの利用

9．繰り返しあるプログラムの作成：ループ構造とそ
の応用

10．配列とコントロール配列：一次元配列、二次元配
列、コントロール配列

11．グラフィック処理：さまざまな図形を描写する
12．ファイル処理：データファイルの種類、ファイル
へデータの読み書き

科目名 情報科学各論
（中級－プログラミング論１）

担当者 （前期）呉　　　浩　東



講義の目標

　プログラミング技術を上達させるために、系統的

に異なる様々な視点でのアルゴリズム（algorithms）
学習が効果的です。そのために、本講義はコンピュ

ータのプログラミングで使われるデータ構造とアル

ゴリズムにいて重点的に概説します。データ構造と

は、コンピュータのメモリ（またはディスク）の上

にデータをどのように並べるか、という方法や形式

のことです。アルゴリズムとは、それらのデータ構

造に収めたデータを操作するためにプログラムが用

いる一連の手続きのことです。本講義では受講者に

基本的なデータ構造とアルゴリズムをわかりやすく

説明し、プログラミング能力をさらに上達すること

に目指します。

講義概要

　初めに、プログラミングの設計に重要であるデー

タ構造とアルゴリズムの概念を概説します。さらに、

データ構造を細かく分析する上、さまざまな例を用

いてデータ構造の定義から使い方までを説明し、演

習を行います。また、データ構造をアルゴリズムに

応用し、プログラミングに特によく使うアルゴリズ

ムを講義と演習しながら学びます。

テキスト

（１）最初の講義で指示する

（２）随時必要な資料をファイルで配布する。

参考文献

　必要に応じて、著書、ホームページ、ソフトウェ

アなどを紹介する。

評価方法

　定期試験と、２回程度のレポートの提出および出

席を加味して評価する。

受講者への要望

　プログラミング言語（例えば、Visual Basic ある
いは C++ か Java など）を理解できることが履修の
前提とします｡

年間授業計画

1．なぜデータ構造とアルゴリズムが重要なのか？
現実世界の多様なデータの記録と表現、プログラミ

ングのツールとして

2．アルゴリズムの基礎
3．基本的なデータ構造（２）：連結リスト、リスト
の作成、リストへの挿入、リストからの削除

4．基本的なデータ構造（３）：木と２分検索木
5．探索：二分検索、併合、逐次検索と番兵
6．ソート：選択ソート、挿入ソート
7．検索：文字列の照合、文字列の置き換え
8．再帰：再帰とは、再帰の簡単な例
9．知的データベースの設計

10．さまざまなグラフィックスの処理
11．アルゴリズムとデータ構造を使ったアプリケーシ
ョンの開発（１）

12．アルゴリズムとデータ構造を使ったアプリケーシ
ョンの開発（２）

科目名 情報科学各論
（中級－プログラミング論２）

担当者 （後期）呉　　　浩　東



講義の目標

　この授業は表計算ソフト（Excel）の基礎をマスタ
ーした学生を対象とし、データベースの扱い方の基

礎を学ぶ。ネットワーク上から取得したデータを加

工してデータベースを作成する、Excel に用意されて
いるデータベース機能を使いデータを検索・抽出す

るなどの実習を通しデータベースの基本を理解する。

また、数値データだけでなく文字データの処理方法

についても学習する。

講義概要

　大量のデータの中から必要なデータを的確に抽

出・検索・加工していく力を習得する。1 つのデータ
ベースから別の表やグラフを作成する、計算式や関

数などを利用し新たな項目を付加するなど、情報科

学各論（表計算の基礎）の復習も含め学習していく。

また、新たにデータベースを作成する方法やデータ

ベース機能についても学ぶ。

　最後に、作成したデータベースを抽出・検索、ク

ロス集計などで分析し、その結果をWordでまとめレ
ポートを作成する。

テキスト

　第 1回目の授業で指示します。
参考文献

　授業中、随時紹介します。

評価方法

　授業中に指示する課題の作成と授業への出席、参

加態度などの平常点で総合評価します。

受講者への要望

　情報科学各論（初級一表計算入門）を既修、また

はそれと同等程度のものが望ましい。第 1 回目の授
業は必ず出席してください。遅刻は厳禁とします。

年間授業計画

1． 授業の目標と進め方など本授業の概要について。
   表計算の復習。
2．ネットワークからのデータの取得と加工。
3．レコードの並べ替え。
4．集計。
5．検索。
6．オートフィルタ機能のオプションによる抽出。
7．クロス集計（ピボットテーブル）。
8．データベース作成－その 1。
9．データベース作成－その 2。

10．データベース総合－その 1。
11．データベース総合－その 2。

     Wordでのレポート作成－その 1。
12．Wordでのレポート作成－その 2。
以上

科目名 情報科学各論
（中級－データベース１）

担当者 （後期）松　山　恵美子



講義の目標

　本講義は表計算ソフトウェア（Excel）の基礎をマ
スターした学生を対象として、Excel を利用してデー
タベースの基礎概念及び利用方法について学習する。

　高度情報化社会といわれる現代においては、昔と

違い膨大な量の情報がうずまいている。そういった

情報の中からいかに的確な情報を取り出すかという

のが大きな課題である。その方法論的な答えの 1 つ
としてデータベースがある。データベースの基本的

な考え方や利用の仕方について、比較的なじみのあ

る表計算ソフトウェアを利用して実習を行い、学習

するのが本講義の目的である。

講義概要

　ネットワーク上から取得したデータを加工してデ

ータベースを作成する。Excel に用意されているデー
タベース機能を使いデータを検索・抽出するなどの

実習を通してデータベースの基本を理解する。また、

数値データだけでなく文字データの処理方法につい

ても学習する。

テキスト

　未定

参考文献

　Windowsと情報活用、共立出版
　情報処理とWindows、共立出版
　図解雑学　データベース、ナツメ出版

評価方法

　出席及びレポート課題、さらに実習試験によって

評価します。

受講者への要望

　情報科学各論（初級－表計算入門）を既修、また

はそれと同程度の知識があることが望ましい。第 1
回目の授業には必ず出席すること。遅刻は厳禁とし

ます。またコンピュータの実習を主体とする科目な

ので休まずに出席すること。

年間授業計画

1．ガイダンスとコンピュータ利用の復習
2．データベースについての調査
3．データベースの基本概念
4．並べ替え
5．集計
6．レコードの抽出
7．条件検索 1

8．条件検索 2
9．データベース関数

10．クロス集計とピボットテーブル
11．まとめ
12．実習試験

科目名 情報科学各論
（中級－データベース１）

担当者 （前期）長　崎　　　等



講義の目標

　本講義はデータベース 1 を履修済みの学生を対象
として Microsoft Access を利用してデータベースの
概念や設計方法について学習する。

講義概要

　Access の基本的な使い方やデータベースの概念を
学習した後に、グループごとに与えられた要求をも

とにデータベースの設計及び作成をおこなってもら

う。グループ単位での演習を通じて、データベース

の概念や設計に対する理解を深める。

テキスト

　未定

参考文献

　図解雑学　データベース、ナツメ出版

評価方法

　出席及びレポート課題によって評価します。

受講者への要望

　情報科学各論（中級－データベース 1）を既修であ
ることが望ましい。第 1 回目の授業には必ず出席す
ること。遅刻は厳禁とします。またコンピュータの

実習を主体とする科目なので休まずに出席すること。

年間授業計画

1．データベースの概念と機能
2．Accessの基本操作
3．テーブル
4．テーブルと結合
5．クエリー（1）
6．クエリー（2）
7．グループによるテーブル設計 1（エンティティ分
析）

8．グループによるテーブル設計 2（関係データ分析）
9．グループによるテーブル設計 3（テーブル作成）

10．グループによるクエリー設計 1（外部スキーマの
設計）

11．グループによるクエリー設計 2（クエリーの作成）
12．グループによるプレゼンテーション

科目名 情報科学各論
（中級－データベース２）

担当者 （後期）長　崎　　　等



講義の目標

　人間の言語音にはどういうものがあるか。その調

音機構を観察し、調音・聴取の訓練をする。そして

その表記方法を習得する。それは、言語研究の基礎

である。

　さらに、音声が各言語で果たしている機能にも触

れる。

　無意識に習得した各自の第一言語の音声面に対し

て、客観的認識が得られることを期待する。そして

第二言語習得や言語研究・教育などに役立てること

を目標としている。

講義概要

　一般的に、人間の言語音には、どんなものがあり、

どのような構造なのかを学ぶ。国際音声字母表を用

いながら、調音音声学的訓練を行う。個々の単音の

調音を説明し、各自で自覚的に調音し、また、聞き

分ける。そして音声表記をできるようにする。当然、

各自生得の言語（方言）の音声面に対する音声学的

観察をすることになる。

　さらに進んで、音声の機能面に着目し、音韻論の

基礎を日本語の音声観察から学ぶ。

　受講者の人数にもよるが、各人が音声学的知識を

身につけ、音声を観察することができるようになる

ことを主眼とする。

テキスト

　小泉保「音声学入門」（1996）大学書林
参考文献

　服部四郎「音声学」（1984）岩波書店
　川上秦「日本語音声概説」(1977)おうふう
　風間喜代三 et al．「言語学」（1993）東京大学出版
会

評価方法

　授業中に随時行う単音聴取テストへの参加。

　前期・後期各一回の聴取テストと筆記試験。

　以上の総合により評価する。

受講者への要望

　単音を聴き取り、発音するのは、自分自身である。

実際に聴き、注意を向けるところを教われば解るの

に、一人で本を読むだけでは解りにくい。休まない

ことを要望する。

年間授業計画

1．音声学とは（pp．1－4）

2．気流と発声（pp．5－23）
3．調音器官（pp．23－30）
4．母音（pp．85－97）
5．有声・無声、鼻腔・口腔
6．両唇閉鎖音
7．両唇摩擦音
8．唇歯音
9．歯・歯茎閉鎖音

10．歯・歯茎摩擦音
11．破擦音
12．テスト

科目名 情報科学各論
（音の構造１）

担当者 （前期）伊豆山　　敦子



講義の目標

　人間の言語音にはどういうものがあるか。その調

音機構を観察し、調音・聴取の訓練をする。そして

その表記方法を習得する。それは言語研究の基礎で

ある。

　さらに、音声が各言語で果たしている機能にも触

れる。

　無意識に習得した各自の第一言語の音声面に対し

て、客観的認識が得られることを期待する。そして

第二言語習得や言語研究・教育などに役立てること

を目標としている。

講義概要

　一般的に、人間の言語音には、どんなものがあり、

どのような構造なのかを学ぶ。国際音声字母表を用

いながら、調音音声学的訓練を行う。個々の単音の

調音を説明し、各自で自覚的に調音し、また、聞き

分ける。そして音声表記をできるようにする。当然、

各自生得の言語（方言）の音声面に対する音声学的

観察をすることになる。

　さらに進んで、音声の機能面に着目し、音韻論の

基礎を日本語の音声観察から学ぶ。

　受講者の人数にもよるが、各人が音声学的知識を

身に付け、音声を観察することができるようになる

ことを主眼とする。

テキスト

　小泉保「音声学入門」（1996）大学書林
参考文献

　服部四郎「音声学」（1984）岩波書店
　川上秦「日本語音声概説」(1977)おうふう
　風間喜代三 et al．「言語学」（1993）東京大学出版
会

評価方法

　授業中に随時行う単音聴取テストへの参加。

　前期・後期各一回の聴取テストと筆記試験。

　以上の総合により評価する。

受講者への要望

　この講義は前期開講の情報科学各論（音の構造 1）
の習得を前提とする。

年間授業計画

1．テスト講評と復習
2．硬口蓋音
3．軟口蓋音

4．口蓋垂音
5．側面音
6．ふるえ音・はじき音
7．接近音
8．副次調音（pp.70－83）
9．鼻母音（pp.100－101）

10．日本語の音素（pp.142－146）
11．日本語の音素（pp.148）
12．テスト

科目名 情報科学各論
（音の構造２）

担当者 （後期）伊豆山　　敦子



講義の目標

　母語である日本語を客体的に捉え、今ある世界を

ちがった目で見ることが出来るようになること。

講義概要

　日本語の音声や語彙について触れ、私たちの使っ

ていることばが、どのように分析されるかを考える。

テキスト

　使いません

評価方法

　未定

受講者への要望

　好奇心、柔敏な思考と発想

年間授業計画

1．オリエンテーション　日本語学の領域
2．音声からみた日本語　１
3．音声からみた日本語　２
4．音声と語彙
5．語彙論の方法
6．語彙の分類
7．外来語・借用語
8．語彙の構成
9．語彙の生成

10．語彙と文法
11．文の形・分類
12．文の構造
13．文のモダリティ
14．文の命題
15．文の意味
16．意味の類型
17．文体的意味
18．状況的意味
19．直示
20．発話の意味
21．認知と意味　１
22．認知と意味　２
23．言語行動論
24．まとめ

科目名 日本語学概論

担当者 金田一　秀　穂



講義の目標

　日本語教育とは何か、日本語教育に何が今起きて

いるかを理解する。

　日本語教師になる者だけを対象とした講義ではな

いので、語学教育や日本語を教えることに興味を持

つ学生に広く受講してもらいたい。

講義概要

　このコースでは、日本語教育がどのようなものか

を紹介し、概観する。併せて外国語教育に関連した

諸々の問題にも触れる。

テキスト

　高見沢孟「はじめての日本語教育１　日本語教育

の基礎知識」（アスク）1900円
参考文献

　その都度指示。

評価方法

　気づきノート・レポート・前期試験の３つによっ

て評価する。

受講者への要望

　『日本語教授法』の前にこのコースを取ることが

望ましい。日本語を外国人に教えることに興味を持

つ者は、まずこの授業から入ること。

年間授業計画

1．オリエンテーション・日本語授業の実際
2．日本語教育とは何か・日本語教育と国語教育
3．日本人なら日本語が教えられるか－日本語と外国
語（音）

4．日本語と外国語（文法）
5．日本語と外国語（文法２）
6．君の日本語は大丈夫か―ら抜き言葉など
7．辞書の話
8．教授法あれこれ―その歴史的発展と特長
9．教授法あれこれ―その歴史的発展と特長　その２

10．外国人の日本語・外国人に通じる日本語
11．海外で教える（ケーススタディ）
12．まとめ

科目名 日本語教育概論

担当者 （前期）井　口　厚　夫



講義の目標

　外国語としての日本語を教える方法を考え学ぶ。

講義概要

　日本語教育機関での実習を行うための完全に演習

的な授業。従って、毎回学生による模擬授業が行わ

れ、その授業観察を通じて、各人が授業内容、指導

の進め方、等について具体的に検討しあう。教案作

成、様々な副教材の作成も科せられる。

テキスト

　『みんなの日本語』

参考文献

　初級を教える人のための『日本語文法ハンドブッ

ク』スリーエーネットワーク

評価方法

　①模擬授業（2 回）②教材の提出③模擬授業の反省
と自己分析④出席

受講者への要望

①クラス活動への参加が重要なので、欠席は極力避

けること。②与えられた課題をきちんと果すこと。

年間授業計画

1．オリエンテーション
2．教案の書き方とオブザベーション
3．模擬授業グループ別
4．同上
5．同上
6．同上
7．同上
8．同上
9．同上

10．同上
11．同上
12．同上

科目名 日本語教授法Ⅱ（’94カリ～’98カリ）

担当者 各 担 当 教 員（前期完結週２コマ）



講義の目標

　海外で書かれた日本語学に関する文献を原書で読

むことを通じて日本語を様々な視点から見る。また、

この購読を通じ日本語に関する理解を深めることも

その目的とする。さらに、この講義を海外で日本語

教育をする時に役立つものにしていきたい。

講義概要

　基本的には原書講読となる。日本語学関係の文献

（英文のものに限られる）を読んでその内容を理解

し、検討する。文字通りの翻訳ではなく、各人が担

当する章をまとめ、そのまとめに基づいて内容発表

をすることが課題となる。本年度は W.M.Jacobsen
による "The Transitive Structure of Events in
Japanese"を取り上げる。
テキスト

　"The Transitive Structure of Events in Japanese"
Kurosio Publishers
参考文献

　クラスで指導する

評価方法

①　クラスでの課題発表

②　中間・期末テスト

③　出席・クラス参加

受講者への要望

　必ず予習をすること。

年間授業計画

授業進行は特に日程を決めない。

科目名 日本語学特殊講義Ａ

担当者 中　西　家栄子



講義の目標

　現代ドイツ語の基本的な力（読み、書き、聞き、

話す）を身につけさせることを目標とする。週 1 回
の授業では至難の業であることは明らかであるが、3
つめの外国語に挑戦しようとする履修者の旺盛な学

習意欲とそれなりに高いであろう言語修得能力に期

待する。決して不可能な暴挙ではないと考えている。

講義概要

　下記のテキストを用い、適宜他の教材を加えて、

インターラクティヴに授業を進める。文法事項も、

一応「接続法」までを予定している。

テキスト

清水威能子・清水健次「初級文法読本・ロマンティ

ック街道」（Die Romantische Straße）朝日出版社
¥2,300＋税
評価方法

　前期末、後期末の定期試験のほかに、中間のテス

トを行うこともありうる。出席状況がよいことは当

然の前提条件である。

受講者への要望

1． 極力欠席・遅刻することなく、また予習・復習を
　 怠らないこと。
2． 独和辞典（または独独、独英など）を必ず携行す
   ること。
3． 音読を命じられたら、必ず声を出して参加するこ
   と。
4．その他、教授者の指示に忠実に従うこと。
年間授業計画

1．字母と発音の基本
2．第１課（Würzburg―動詞の現在人称変化、定動
詞の正置・倒置、他）

　①読章の音読　②文法事項の解説と練習

3．第１課（続）
　③読章の訳読・理解　④練習問題、補足練習

4．第 2 課（Tauberbischofsheim/Bad Mergentheim
―格変化）

　①読章の音読　②文法事項の解説と練習

5．第 2課（続）
　③読章の訳読・理解　④練習問題、補足練習

6．第 3課（Weikersheim/Creglingen―前置詞、再
帰動詞、人称代名詞）

　①読章の音読　②文法事項の解説と練習

7．第 3課（続）
　③読章の訳読・理解　④練習問題、補足練習

8．第 4課（Rothenburg ob der Tauber―動詞の三基
本形及び過去人称変化、従属接続詞、定動詞の後置）

　①読章の音読　②文法事項の解説と練習

9．第 4課（続）
　③読章の訳読・理解　④練習問題、補足練習

10．第 5課（Feuchtwangen/Dinkelsbühl―特殊な動
詞の現在人称変化、命令法、疑問代名詞）

　①読章の音読　②文法事項の解説　③読章の訳読･

理解　④練習問題

11．第 6課（Nördlingen―形容詞）
　①読章の音読　②文法事項の解説と練習

12．第 6課（続）
　③読章の訳読・理解　④練習問題、補足練習

13．第 7 課（Harburg/Donauwörth―複合時称、助動
詞）

　①読章の音読　②文法事項の解説と練習

14．第 7課（続）
　③読章の訳読・理解　④練習問題、補足練習

15．第 8課（Augsburg―複合動詞、非人称動詞、他）
　①読章の音読　②文法事項の解説と練習

16．第 8課（続）
　③読章の訳読・理解　④練習問題、補足練習

17．第 9課（Landsberg―受動態）
　①読章の音読　②文法事項の解説　③読章の訳読･

理解　④練習問題

18．第 10課（Schongau/Rottenbuch/Steingaden―関
係代名詞、指示代名詞）

　①読章の音読　②文法事項の解説　③読章の訳読･

理解　④練習問題

19．第 11課（Schwangau―話法の助動詞）
　①読章の音読　②文法事項の解説と練習

20．第 11課（続）
　③読章の訳読・理解　④練習問題、補足練習

21．第 12課（Füssen―接続法）
　①読章の音読　②文法事項の解説と練習

22．第 12課（続）
　③読章の訳読・理解　④練習問題、補足練習

23．第 12課（続）
　⑤補足練習

24．（予備）

科目名 基礎ドイツ語Ⅰ

担当者 中　島　文　夫



講義の目標

一般目標

1）フランス語を読み、書き、話すための基礎的事項
を理解し、フランス語の総合的運用能力を向上させ

る。

2）フランス語による自己表現及び中級フランス語へ
の移行を容易にする。

行動目標

1）綴り字と音の関係を理解し、正しく発音する。
2）フランス語の動詞を活用させる。
3）文法事項を理解する。
4）平易な文が読解できる。
5）日常生活で必要とされるフランス語表現ができる。
講義概要

発音、動詞活用、文法について概説し、練習問題で

フランス語の仕組を理解する。

テキスト

斉藤昌三著『《新版》ル・フランセ』（白水社）

参考文献

辞書等については開講時に説明する。

評価方法

前・後期定期試験、小テスト、練習問題、出欠によ

り総合的に評価する。

受講者への要望

限られた時間での外国語の修得がいかに困難である

かは容易に理解できると思います。復習を主とした

自己学習に励んで下さい。

年間授業計画

1．フランス語の文字、音、綴り字の読み方
2．名詞の性と数
　不定冠詞

　部分冠詞

3．定冠詞
　提示表現

4．主語人称代名詞
　規則動詞

　疑問形

5．êtreと avoirの直説法現在
　否定形

　疑問文に対する答え

6．形容詞の位置
　形容詞の性と数

7．指示形容詞
　形容詞の前の不定冠詞

8．不規則動詞（1）
　冠詞の縮約

9．不規則動詞（2）
　疑問形容詞

10．命令形
　所有形容詞

11．不規則動詞（3）
　形容詞・副詞の比較級・最上級

12．不規則動詞のまとめ
　－er変則動詞

13．過去分詞
　直説法複合過去

14．関係代名詞
　疑問代名詞

15．人称代名詞
　過去分詞の一致

16．受動態
　指示代名詞

17．代名動詞
　強調構文

18．非人称構文
　数詞

　時刻の表現

19．直説法単純未来
　直説法前未来

20．中性代名詞
　前置詞＋関係代名詞

21．直説法半過去
　直説法大過去

22．条件法
　現在分詞、ジェロンディフ

23．直説法単純過去
　直説法前過去

　直説話法と間接話法

24．接続法
　所有代名詞

科目名 基礎フランス語Ⅰ

担当者 平　井　康　和



講義の目標

　フランス語の基礎力を充実させる。

講義概要

　仏Ⅰで学んだ文法を復習しながら、やさしいフラ

ンス語のテクストを読む。

テキスト

　未定

評価方法

　平常点とテスト。

受講者への要望

　辞書と仏Ⅰで勉強した教科書を参照して、自宅で

しっかり予習してきてほしい。

　辞書と仏Ⅰで勉強した教科書は、教室にも持参す

ること。

科目名 基礎フランス語Ⅱ

担当者 前　川　久美子



講義の目標

　スペイン語を初めて学ぶ学生を対象として、口頭

練習を中心にしながら、スペイン語文法の基礎と基

礎的会話力の習得を目的とする。具体的には、あい

さつや自己紹介、所在に関する表現、数に関する表

現、現在形での質問の依頼ができ、その答えについ

ても話し、聞き取れることを目的にする。

講義概要

　この授業で学ぶ文法項目は、直説法現在、命令の

用法、疑問詞、形容詞、名詞、代名詞、数などであ

る。点過去まで進みたい。日常的によく使う会話文

については、順次練習をおこなう。受講生の積極的

口頭練習が求められる。テキストでは第 1 課から第
６課までである。具体的には、開講時に担当者が説

明をおこなう。

テキスト

　¡ Hola, amigos !（芸林書房）
評価方法

　出席状況、年２回の定期試験によって評価する。

担当者によっては小テストをおこなう場合がある。

受講者への要望

基礎スペイン語Ⅰ総の進行にあわせて口頭練習をお

こなう基礎スペイン語ⅠL が用意されているので、同
時履習を要望する。

科目名 基礎スペイン語Ⅰ（総合）

担当者 各 担 当 教 員       



講義の目標

　スペイン語を初めて学ぶ学生を対象として、口頭

練習を中心にしながら、スペイン語文法の基礎と基

礎的会話力の習得を目的とする。具体的には、あい

さつや自己紹介、所在に関する表現、数に関する表

現、現在形での質問の依頼ができ、その答えについ

ても話し、聞き取れることを目的にする。

講義概要

　この授業で学ぶ文法項目は、直説法現在、命令の

用法、疑問詞、形容詞、名詞、代名詞、数などであ

る。点過去まで進みたい。日常的によく使う会話文

については、順次練習をおこなう。受講生の積極的

口頭練習が求められる。テキストでは第 1 課から第
６課までである。具体的には、開講時に担当者が説

明をおこなう。

テキスト

　¡ Hola, amigos !（芸林書房）
評価方法

　出席状況、年２回の定期試験によって評価する。

担当者によっては小テストをおこなう場合がある。

受講者への要望

　基礎スペイン語Ⅰ総との同時履習を要望する。

科目名 基礎スペイン語Ⅰ（ＬＬ）

担当者 高　松　朋　子



講義の目標

　基礎スペイン語Ⅰ総の続きの授業である。基礎ス

ペイン語Ⅰ総の既習者を対象として、より進んだ文

法の習得と、その文法内容をつかうより進んだ聴取

力、理解力、口述能力の習得を目的とする。

講義概要

　主な文法項目は、線過去、命令、同士の原型の使

い方、現在分詞、過去分詞および接続法である。ま

た形容詞、冠詞、前置詞など既習事項についてより

高度な使い方の練習をおこなう。テキストの第 7 課
から第 12 課を予定している。具体的には、開講時に
担当者が説明をおこなう。

テキスト

　¡ Hola, amigos ! （芸林書房）
評価方法

　出席状況、年 2 回の定期試験によって評価する。
担当者によっては小テストをおこなう場合がある。

受講者への要望

　基礎スペイン語ⅡＬとの組み合わせで受講するこ

とを要望する。

科目名 基礎スペイン語Ⅱ（総合）

担当者 北　岸　　　団



講義の目標

　基礎スペイン語ⅠＬの続きの授業である。基礎ス

ペイン語Ⅰ総の既習者を対象として、基礎スペイン

語Ⅱ総の進度に合わせてより高度なスペイン語会話

力（聞き取りと話す能力）を養うことを目的とする。

講義概要

　基礎スペイン語Ⅱ総と同じテキストとそれに準拠

したテープ教材を使い、スペイン語Ⅱ総の進度にあ

わせて口頭練習をおこなう。文法についての解説な

どは基礎スペイン語Ⅱ総で主におこない、この授業

では練習を中心にする。また別のビデオ教材も使っ

て、耳からだけでなく映像を通してテキストを補う

場合もある。進度については基礎スペイン語Ⅱ総の

シラバスを参照のこと。具体的には、開講時に担当

者が説明をおこなう。

テキスト

　¡ Hola, amigos ! （芸林書房）、その他。
評価方法

　出席状況、授業への積極的参加、および小テスト

によって評価する。

受講者への要望

　基礎スペイン語Ⅱ総との組み合わせで受講するこ

とが望ましい。

科目名 基礎スペイン語Ⅱ（ＬＬ）

担当者 Ｊ．Ｌ．ベラスコ



講義の目標

　ポルトガル語をはじめて学ぶ者や初級者を対象と

して、正しい発音、聞き取り、会話、文法の基礎固

めをする。ポルトガル語でのコミュニケーション及

びプレゼンテーションに必要な総合的基礎力の養成

を目指す。また、映像資料を通してポルトガル語圏

の社会的、歴史的、文化的背景の理解も試みる。

講義概要

　テキストに沿って基本表現を口頭練習しながらポ

ルトガル語の正しい発音をマスターする。現地会話

に馴染むように実際の生活で頻出する口語表現も学

習し、日常レベルでのコミュニケーション能力を養

うと同時に、配布資料で文法事項を丁寧に解説して

いく。ヒアリング・発音練習にはブラジルやポルト

ガルのポピュラー音楽（サンバ、ボサノヴァ、ファ

ド等）や映画、テレビ番組の一部を利用する。その

他、ドキュメンタリー・ビデオ等の映像資料で社会

的・文化的背景の理解も深める。本講義は、ポルト

ガル語文化圏の全体像を正しくイメージするための

機会としたい。

テキスト

・Helena H．Toida／Mauro Neves Jr.／大野隆雄「こ
うすれば話せる CD ブラジルポルトガル語」（朝日出
版社）

・配布資料

参考文献

・池上岑夫　他「現代ポルトガル語辞典」（白水社）

・その他、講義中に紹介する。

評価方法

　出席状況と試験により評価する。

受講者への要望

　学生の積極的授業参加を望む。

年間授業計画

1．ポルトガル語総論
2．アルファベット、綴り字記号、母音（口母音、鼻
母音、二重口母音、二重鼻母音）、子音、アクセン

ト

3．文型と特徴：品詞（変化語と不変化語）、文の構
成と種類、基本文型

4．主格人称代名詞、動詞 SER、疑問文と否定文
5．名詞、冠詞、形容詞
6．名詞、冠詞、形容詞の性数一致

7．時の副詞、指示詞
8．現在形と現在進行形、動詞 ESTAR
9．規則動詞の活用（直説法・現在形）

10．主要不規則動詞の活用（直説法・現在形）、数詞
11．動詞総説
12．《IRの直・現在形＋Infinitivo》の未来表現
13．直説法・完了過去形
14．直説法・未完了過去形
15．前置詞、直説法・現在未来形
16．所有詞、疑問詞
17．前置詞句
18．比較級
19．接続詞、‐menteの副詞
20．時の副詞句
21．直説法・過去未来形（丁寧な依頼）
22．縮小辞、受身文
23．重要表現、既習文法事項の確認
24．まとめ

科目名    基礎ポルトガル語Ⅰ

担当者    山　本　麻美子



講義の目標

　「基礎ポルトガル語 I」より一歩進んだ会話表現、
文法、読解、作文力を習得し、ポルトガル語でのコ

ミュニケーション及びプレゼンテーション能力を向

上させる。ポルトガル語の基礎を構造的に完成させ、

実際に活用できるようにする。また、ポルトガル語

圏の社会的、歴史的、文化的背景について理解を深

める。

講義概要

　原則として「基礎ポルトガル語Ⅰ」の続きと位置

付け、初級後半から中級レベルを想定して授業を行

うが、受講者の習熟度に応じて内容を調節する予定

である。「基礎ポルトガル語Ⅰ」と合わせてひと通り

ポルトガル語の基礎文法を習得し終えることを目指

すが、重要な表現や文法事項は既習のものでも繰り

返し解説する。会話、文法、読解、作文の力がバラ

ンスよく身に付くように、実践形式で取り組む。ま

た、映像資料を使ってブラジルやポルトガル等の社

会、歴史、文化にも触れ、「ルゾフォニア」と称され

るポルトガル語文化圏について様々な角度から理解

を試みたい。

テキスト

・プリント配布

参考文献

・池上岑夫　他「現代ポルトガル語辞典」白水社

・その他、講義中に紹介する。

評価方法

　出席状況と試験により評価する。

受講者への要望

　「基礎ポルトガルⅠ」既習者以外でも同等レベル

の語学力と熱意がある学生は歓迎する。学生の積極

的授業参加を望む。

年間授業計画

1．ポルトガル語総論、「基礎ポルトガル語 I」復習
2．重要表現の確認、重要動詞の基本的用法
3．目的格人称代名詞
4．否定語とポルトガル語の否定文
5．不定数量表現、命令文
6．関係詞
7．大過去複合形（完了表現）
8．接続法・未来形
9．直説法・過去未来形（条件法）

10．仮定文①
11．代名動詞、非人称的用法の SE
12．直説法・完了過去複合形
13．強調構文
14．直説法・現在未来複合形
15．人称不定詞
16．動詞総説
17．接続法の用法①　名詞節において
18．　〃
19．接続法の用法②　形容詞節において
20．　〃
21．接続法の用法③　副詞節において
22．　〃
23．仮定文②
24．まとめ

科目名 基礎ポルトガル語Ⅱ

担当者 山　本　麻美子



講義の目標

　ロシア語はヨーロッパ語の一つとされていますが、

西ヨーロッパで用いられているのとは別の言語のグ

ループ、「スラブ語」の一つであり、幾何学模様のよ

うな文字、表情豊かな音の響きやイントネーション、

語尾変化を基本とする文法など、英・仏・独語とは

かなり異なった特徴を持っています。このようなロ

シア語を学ぶことは、他のヨーロッパ語を学ぶうえ

でも、必ずや得るところが大きいと思われます。こ

の授業ではロシア語の発音・文法の初歩を学び、さ

らにこの言語を学んでゆくための基礎をつくること

を目標とします。

講義概要

　まったくの初学者を対象とします。アルファベッ

ト（キリル文字）の読み方から始め、最終的には簡

単な会話ができる位の文法・発音・語彙を身につけ

ることを目指します。授業は教科書に沿って進めま

すが、補足のためのプリントも用います。文法事項

の習得の他に、発音練習や語彙の記憶にも重きを置

きます。

テキスト

　桑野隆『エクスプレス・ロシア語』（白水社）

参考文献

　初級者向けの辞書を挙げるなら、『博友社ロシア語

辞典』（博友社）、『パスポート初級露和辞典』（白水

社）など。

評価方法

　①出席、授業時に行なう小テストなどの平常点（た

だし 4年生については就職活動の都合を考慮します）、
②年 2回の期末試験。
受講者への要望

　とにかく途中であきらめずに続けて出席してくだ

さい。

年間授業計画

　1 年で全 20 課の教科書を終えることを目標とし
ます。前期は文字の発音と 1～10課、後期は 11～20
課を目安とします。

科目名 基礎ロシア語Ⅰ

担当者 齋　藤　　　毅



講義の目標

　基本的には、基礎ロシア語Ⅰおよびロシア語Ⅰを

履修した学生を対象としています。初級文法の復習・

確認を行いながら、「読む、話す、書く」の要素にお

いて、バランスよく、さらなるロシア語の力を身に

付けていくようにします。

講義概要

　この授業では、平易な読み物とこれに関する設問

を通して、日常に密着した実用的なロシア語を身に

付けていきます。また、毎回の授業では、ロシア語

の資料を読む際に必要な知識となる、ロシアの文化

や生活習慣について、音声や映像の資料等を用いて

紹介していきます。

テキスト

　米重文樹、リュドミーラ・ヤマダ編「ロシア語・

読本と練習」（白水社）

参考文献

　博友社「ロシア語辞典」

評価方法

　前期、後期に 1 回ずつ行う定期試験、および出席
率を含めた平常点により決定しますが、判断の上で

もっともウェートを占めるのは出席率となります。

受講者への要望

　とにかく授業に毎回出席することを心掛けて下さ

い。語学は継続です。

年間授業計画

前期：動詞の現在人称変化、所有の表現など、初級

の文法の確認と補強を行いながら、語彙力や表現力

を高めていきます。テキストは第 5 課までを対象と
します。

後期：動詞の体（完了体、不完了体）、運動の動詞（定

動詞、不定動詞）、比較級、命令形、関係代名詞な

ど新たな文法事項を習得し、これらを用いた文章の

読解、練習問題を重ねていきます。テキストは第 6
課から第 10課までを対象とします。

科目名 基礎ロシア語Ⅱ

担当者 佐　藤　千登勢



講義の目標

　基礎を踏まえながら、中国語の中級レベルの文の

読解力及び会話能力を身に付けることを目標とし、

中国事情を伝えるテキストを用いて中国語の文法、

表現、読解の総合的な向上をめざす。

講義概要

　ことばが本来音声である以上、口に発し耳で聞く

という基本的なことを先に入って学ぶのが自然であ

るため、会話文の課から進める。会話文を何度か繰

り返して読み終えた後、文の暗記を行う。

　会話文のある課を終えた後は、文章体のものに親

しむように講読の方に重点をおく授業へと進める。

　理解度を確かめるため、また既習事項を十分に消

化していないということがないように、前期、後期

ともに必ず小テストを行う。尚、会話や講読の授業

の際にも作文とヒアリング、及び最低限の文法説明

を行う。

　時間があれば参加者がグループを組んで予めテー

マを決めて中国語で発表、または中国語についての

諸問題を提起して発表を行うことを予定している。

テキスト

「標準中国語 2」、上野惠司著、白帝社
参考文献

「中国語用例辞典」、呂叔湘主編、牛島徳次監修、菱

沼透訳、東方書店

評価方法

[前期]　中国語で表現できるか確認するため、筆記の
ほかにヒアリング、会話の試験を実施する。

[後期]　後期で学んだ内容についての筆記試験を行う。
前期・後期試験と小テストの結果のほかに、論

読の積極性を加味して総合的に評価する。

受講者への要望

　初級修了レベルの力量、学習意欲を備えているこ

とが望ましい。

年間授業計画

1．授業についての説明、発音の確認
2．中国に着いた時に必要な会話：量詞、「譲」につ
いて

3．ホテルでの会話：「把」について、結果補語の「給」
4．感想、意見の言い方：「才」、「正在」について
5．観光地での会話：「被」について、離合動詞。
6．別れる時の言い方：「少し」、仮定を表す言い方

7．2～6回目の授業のまとめ、練習問題、小テスト
8．講読「早晨的公園」：「再」、「～辺～辺」について。
9．自分自身の日常生活について紹介する会話文と発
表

10．講読「北京的四季 1」
11．講読「北京的四季 2」と会話文
12．講読「北京風味」：「除了～以外」について、会話
文

13．講読「自由市場」：「在～以後（前）」について、
会話文

14．北京語と標準語の違いについて、練習問題、小テ
スト

15．講読「快楽的春節 1」：量詞の重ね型、練習問題
16．講読「快楽的春節 2」：複合方向補語、練習問題
17．講読「譲我幹点家務活 1」：「譲我～」、練習問題
18．講読「譲我幹点家務活 2」：「該～了」、練習問題
19．講読「礼貌語言」：介詞「給」、「叫」、練習問題
20．講読「鉄杵成針」：（四字成語）
21．講読「狐假虎威 1」：（四字成語）
22．講読「狐假虎威 2」：（四字成語）
23．講読「画龍点晴」：（四字成語）
24．講読「画蛇添足」：（四字成語）

科目名 基礎中国語Ⅱ

担当者 大　嶋　広　美



講義の目標

　日本と韓国は古来から密接な関係を保ってきてお

り、今後とも政治、経済、社会、文化等の諸分野に

わたり、特に民間レベルでのより盛んな交流が進展

していくことが期待される。さらに日本における韓

国語の需要も今後ますます増えていくと思われる。

このような観点から徹底した会話力の養成を基盤に

多様な場面における表現活動を通じて何よりも生き

た人々と自由にコミュニケーションできる能力の定

着をめざしていく。また韓国の文化の諸相への関心

と探究意欲を育てていくことにも留意していく。

講義概要

　朝鮮語をはじめて学ぶ人を対象とし、韓国固有の

民族・歴史・生活・芸能・衣食住を題材に実用会話

を入門指導する。その際、韓国の典型的文化や生活

などを紹介しながら、直結する会話や学習内容を精

選・組織する。また言語だけでなく絵・写真・スラ

イド等を提示し、学習の場面の雰囲気や情緒を感得

できるようにする。特に韓国の民話等、ストーリー

性のある題材、日常生活で当面する様々な典型的局

面や節目での単純な文型、会話を選び、そのような

場面を想定、再現することで実感を深めながら学習

する。

テキスト

　「韓国語学習－基礎から完成まで－」（プリント）

参考文献

　後日指示

評価方法

[前期]　評価は原則として定期試験と授業へのとりく
み、出席状況等を総合的に判定する。

[後期]　評価は原則として定期試験と授業へのとりく
み、出席状況等を総合的に判定する。

年間授業計画

1．朝鮮語の特徴と学習への取り組み方の理解・体得
2．朝鮮語の文字・文章の理解と解読
3．朝鮮語の文字・文章の理解と解読
4．朝鮮語の文字・文章の理解と解読
5．朝鮮語の文字・文章の理解と解読
6．＜基礎会話＞次のような場面を想定し、学習する。
「あいさつ、家族」

7．　〃　「食堂、図書館」
8．　〃　「教室、事務室」

9．　〃　「バス、タクシー」
10．　〃　「市場」
11．　〃　「駅」
12．前期定期試験
13．次のような生活場面を設定し、柔軟に対応できる
ような会話力の定着をめざす。「スーパーマーケット」

14．　〃　「薬局」
15．　〃　「病院」
16．　〃　「洋服店」
17．　〃　「故郷・職業」
18．　〃　「郵便局」
19．　〃　「理髪店」
20．　〃　「役所」
21．　〃　「映画館」
22．　〃　「喫茶店」
23．　〃　「スポーツ」
24．後期定期試験

科目名 基礎朝鮮語Ⅰ

担当者 李　　　貞　美



講義の目標

　外国語の学習は学習者が生まれ育った生活や文化

とは別体系の典型的な異文化との接触である。そし

て外国語は異なる意志疎通の用具や手段であるばか

りでなく、異文化の典型的集積体でもある。したが

ってその背景になっている文化の諸相の理解をも含

めた語学の学習を通じて、当該外国に、より親しみ

を感じ、友好関係を切り開いて行くことができるコ

ミュニケーション能力を身につけていくことが必要

である。この授業では日本からいちばん近い隣国で

ある韓国の言語を習得するとともにその背景にある

文化についての理解をも深めていく。

講義概要

　朝鮮語の多面的な会話表現力の定着をめざし、日

本人が韓国で遭遇する様々な状況を設定し、臨機応

変に対応できるように実際に使われる表現・文型等

を身につけさせる。また、外国語は異文化の典型的

集積体であることを感得させ、背景となっている当

該外国文化の諸相への関心と探究意欲を育てて行く

ことにも留意していく。スライド・ビデオ・テープ

等の視聴覚教材を用い、韓国の歴史・文化・時事情

報等を題材に選び、多様で実用的なコリア語表現力

を定着させていく。

テキスト

　「韓国語学習－基礎から完成まで－」（プリント）

参考文献

　後日指示

評価方法

[前期]　評価は原則として定期試験と授業へのとりく
み、出席状況等を総合的に判定する。

[後期]　評価は原則として定期試験と授業へのとりく
み、出席状況等を総合的に判定する。

年間授業計画

1．本講義に対する紹介、概要説明、注意点について
2．次のような内容を題材にクラスをいくつかのグル
ープに分け、会話を交わす実演を通じて会話文を暗

唱できるようにしていく。「入国審査」

3．　〃　「税関」
4．　〃　「両替」
5．　〃　「予約便の確認」
6．　〃　「国際電話」
7．　〃　「伝言」

8．　〃　「地下鉄利用」
9．　〃　「忘れ物」

10．　〃　「ホテル」
11．　〃　「パーティ」
12．前期定期試験
13．次のような内容の題材をとりあげ幅広い会話力の
定着をめざす。「名刺交換」

14．　〃　「出身地」
15．　〃　「伝統的行事」
16．　〃　「余暇」
17．　〃　「外国人登録」
18．　〃　「ビザの延長」
19．　〃　「健康管理」
20．　〃　「演劇」
21．　〃　「病状」
22．　〃　「韓国料理」
23．　〃　「趣味」
24．後期定期試験

科目名 基礎朝鮮語Ⅱ

担当者 朴　　　勇　俊



講義の目標

タイ語の基礎を１、文字の表記と発音　２、会話

の２点を中心に学習し、サバイバル可能なレベルの

タイ語を習得するための基礎固めを行う。サバイバ

ル可能なレベルとは、タイ語を母語とする人々との

間にある程度の意思疎通ができるという意味であり、

文字が判読でき、正しく発音できることが大前提と

なる。また、タイ人の行動様式やものの考え方など

を理解しようとする姿勢が求められる。そこで本講

義では、文字の読み方、発音方法、書き方、表現手

法の習熟にとどまらず、タイ語を通じて、その背景

にある文化的・社会的特徴ないしタイ的な世界観に

も触れることをめざす。

講義概要

前半はタイ文字の表記と発音方法についてテキス

トを用いた講義を行ない、タイ文字の子音、母音、

数字および各種記号の表記方法、発音方法について

マスターする。後半は、標準タイ語で挨拶、数、年

月日と時間など日常会話に最低限必要な表現を学ぶ。

さまざまな状況に応じた会話表現例を学びながら、

その背景にあるタイ人の行動様式や考え方などにつ

いても理解する。また、ディクテーションによって

正確な発音と表記の仕方を身につけ、作文練習によ

って表現能力をつける。さらに、随時、タイ映画な

どのビジュアル教材を通じて生きたタイ語に触れる

機会をもち理解を深める。

テキスト

　「やさしいタイ語　文字の読み書き」（宇戸清治著

大学書林発行）

　プリント

参考文献

　講義中に紹介する。

評価方法

学期末に試験を行い、その点数と受講態度を加味

して評価する。

受講者への要望

やる気のある学生の受講を希望します。

年間授業計画

1．導入：現代タイの政治経済状況と、そこに反映さ
れる伝統的な価値観などについての概論、今タイ語

を学ぶ意義は？

2．タイ文字の成立と種類、タイ語の特徴についての

概説、ローマ字表記の方法、数字の発音

3．文字の読み書き１（中子音，高子音）
4．文字の読み書き２（低子音と長母音）
5．文字の読み書き３（真正二重子音，平音節，促音
節，さまざまな末子音の読み方）

6．文字の読み書き４（声調符号，短母音）
7．文字の読み書き５（低子音の高子音化と中子音化、
疑似二重子音）

8．文字の読み書き６（一字再読字）
9．文字の読み書き７（タイ数字、年月日に関する表
記、例外）、辞書の使い方

10．タイ文化入門（映画などビジュアル教材を用いる
予定）

11．会話１（挨拶、所在に関する表現）、タイ語を聞
いて書く

12．会話２（ものの性質などに関する表現）、タイ語
を聞いて書く

13．会話３（家族に関する表現）、タイ語を聞いて書
く

14．会話４（所有、存在に関する表現）、タイ語を聞
いて書く

15．会話５（職業、国名に関する表現）、タイ語を聞
いて書く

16．会話６（可能、不可能に関する表現）、タイ語を
聞いて書く

17．会話７（名前、所在、手段などに関する表現）、
タイ語を聞いて書く

18．会話８（動詞を用いた表現）、タイ語を聞いて書
く

19．会話９（類別詞の用法１）、タイ語を聞いて書く
20．会話 10（類別詞の用法２）、タイ語を聞いて書く
21．会話 11（日時に関する表現）、タイ語を聞いて書
く

22．会話 12（比較を含む表現）、タイ語を聞いて書く
23．会話 13（自己紹介など）、タイ語を聞いて書く
24．タイ文化入門（タイ映画などビジュアル教材の鑑
賞）

科目名 基礎タイ語Ⅰ

担当者 江　藤　双　恵



講義の目標

タイ語の基礎を１、会話　２、文法　３、作文の

３点を中心に学習しながら、サバイバル可能なレベ

ルのタイ語を習得する。サバイバル可能なレベルと

は、タイ語を母語とする人々との間にある程度の意

思疎通ができるという意味であり、そのためには、

まず、正しい発音を身につけ、聞き取り、読み書き

ができることはいうまでもない。それ以外に、タイ

人の行動様式やものの考え方などを理解しようとす

る姿勢も不可欠である。そこで本講義では、単に道

具としての言葉の習熟にとどまらず、タイ事情に関

する簡単な読み物やビジュアル教材などを通じて、

その背景にある文化的・社会的特徴や経済状況など

を理解することをめざす。

講義概要

さまざまな状況に応じた標準タイ語を用いての表

現例を学びながら、その背景にある行動様式や考え

方などについても理解する。また、基礎文法を身に

つけ、簡単な作文能力や、辞書を用いて公文書レベ

ルのタイ文を自力で読めるような力をつける。さら

に、現代タイ事情に関する簡単な読み物を通じて生

きたタイ語に触れるとともに、背景説明などを加え

て理解を深める。なお、受講者の関心や学習歴に応

じて講義の内容が変わる場合もある。タイの政治、

宗教、農村開発、ジェンダーなど、今日的な話題を

取りあげて議論を行うこともありえる。希望者は講

師に相談されたい。

テキスト

　プリント

参考文献

　講義中に紹介する。

評価方法

学期末に試験を行い、その点数と受講態度を加味

して評価する。

受講者への要望

やる気のある学生の受講を希望します。

タイ語の読み書きの基礎ができている人の受講が

望ましいが、読み書きはできないけれど会話はある

程度できるという人も受講可能である。

年間授業計画

1．導入：今タイ語を学ぶ意義。タイ文化、社会に関
するトピックス。

2．会話１（比較、最上級に関する表現）、タイ語を
聞いて書く

3．会話２（食べ物に関する表現）、タイ語を聞いて
書く

4．会話３（疑問詞の使い方）、タイ語を聞いて書く
5．会話４（可能表現のいろいろ）、タイ語を聞いて
書く

6．会話５（完了に関する表現）、タイ語を聞いて書
く

7．会話６（推量に関する表現）、タイ語を聞いて書
く

8．会話７（お金の計算）、タイ語を聞いて書く
9．会話８（電話をかける）、タイ語を聞いて書く

10．会話９（旅行する）、タイ語を聞いて書く
11．会話 10（受身の表現）、タイ語を聞いて書く
12．会話 11（病気のとき）、タイ語を聞いて書く
13．会話 12（買い物をする）、タイ語を聞いて書く
14．会話 13（素材に関する表現）、タイ語を聞いて書
く

15．文法１（疑問文・否定文、疑問文への答え方）、
作文

16．文法２（存在・所有動詞の用法、繁辞の用法）、
作文

17．文法３（一般動詞の用法）、作文
18．文法４（類別詞の用法、比較）、作文
19．文法５（助動詞）、作文
20．購読１（現代タイ事情）
21．購読２（現代タイ事情）
22．購読３（現代タイ事情）
23．購読４（現代タイ事情）
24．ビジュアル教材の鑑賞など

科目名 基礎タイ語Ⅱ

担当者 江　藤　双　恵



講義の目標

　アラビア語は、総人口が 2 億 8 千万に達するアラ
ブ 21 箇国の国語であり、国連の公用語の一つに指定
されています。またイスラームの啓典『クルアーン

（コーラン）』の言葉であることから、アラブ以外の

イスラーム圏でも広く学習されています。近年にわ

かに日本人の関心が高まったイスラームは、10 億を
超える人々に信仰されているにもかかわらず、「世界

で最も誤解された宗教」と言われていますが、アラ

ブ世界もまた、世界で最も誤解された文化圏の一つ

だと言えるでしょう。

　本講義では、アラビア語を通じて、その背後にあ

る豊かなアラブ文化に親しんでもらうことを目指し

ています。

講義概要

　本講義では文法に片寄らず、「まずは言いたいこと

をアラビア語で言う」ことを目標に、会話にも重点

を置きつつ、様々なメディアを通じて自然にアラビ

ア語を吸収してもらいたいと考えています。

テキスト

　「アラビア語の入門」（改訂版）（本田孝一著、白

水社）

参考文献

　「アラビア文字を書いてみよう読んでみよう」

　（本田孝一他著、白水社）

　「パスポート初級アラビア語辞典」

　（本田孝一他著、白水社）

　「アラビア語のかたち」（師岡カリーマ・エルサム

ニー著、白水社、2002年３月）
評価方法

　学年末に簡単な会話をやってもらいます。

年間授業計画

1．Introduction
2．（会話）アラブ人と友達になろう　1
3．（会話）アラブ人と友達になろう　2
4．（文法）アラビア文字に挑戦！　　1
5．（文法）アラビア文字に挑戦！　　2
6．（会話）アラブ人と友達になろう　3
7．（会話）アラブ人と友達になろう　4
8．（文法）アラビア文字をつなげてみよう　1
9．（文法）アラビア文字をつなげてみよう　2

10．（会話）友達を紹介しよう　1

11．（会話）友達を紹介しよう　2
12．（文法）アラビア文字はどう読むのだろう　1
13．（文法）アラビア文字はどう読むのだろう　2
14．（文法）自分の名前をアラビア語で書いてみよう
15．（会話）「これは何ですか」の表現　1
16．（会話）「これは何ですか」の表現　2
17．（文法）「私は日本人です」　1　　人称代名詞（主
格）

18．（文法）「私は日本人です」　2　　人称代名詞（属
格）

19．（会話）「空港でアラビア語を使ってみよう」　1
20．（会話）「空港でアラビア語を使ってみよう」　2
21．（文法）アラブ諸国の名前を読んでみよう　1
22．（文法）アラブ諸国の名前を読んでみよう　2
23．期末の会話テストの準備
24．会話テスト
　・本務の都合により４月 22 日(月)より開講します。
受講希望者は４月 22 日にテキスト持参の上必ず出
席してください。なお期末に補講を予定しておりま

す。

科目名 基礎アラビア語Ⅰ

担当者 師岡カリーマ･エルサムニー



講義の目標

　前年度に基礎アラビア語Ⅰを受講し、よりアラビ

ア語の知識を深めることを希望する人を対象にして

います。一言で「アラブ」と言っても、それぞれの

国の「お国柄」があり、ヴァラエティー豊かな文化

を構成しています。この講義では、語学力を伸ばす

だけでなく、そのようなアラブ世界の素顔に触れる

こと、また受講生一人一人が、それぞれ興味の対象

を自ら追求する手助けをすることも目標としていま

す。

講義概要

　テキストから会話や文法を学ぶと同時に、音楽、

インターネット探検、詩、言葉遊びなど、文化の様々

な側面を通じた変化に富んだ学習内容になるでしょ

う。目標は、「呼吸するように、アラビア語を吸収す

ること」。

テキスト

　「アラビア語の入門」（改訂版）

　（本田孝一著、白水社）

参考文献

　「ステップアップアラビア語」

　（本田孝一著、白水社）

　「パスポート初級アラビア語辞典」

　（本田孝一他著、白水社）

　「アラビア語のかたち」（師岡カリーマ・エルサム

ニー著、白水社、2002年３月）
評価方法

　学年末に簡単な会話をやってもらいます。

年間授業計画

1．復習
2．復習
3．（会話）ご出身はどちらですか　1
4．（会話）ご出身はどちらですか　2
5．（文法）「待つ」の表現　1
6．（文法）「待つ」の表現　2
7．（会話）アラビア語で買い物をしてみよう　1
8．（会話）アラビア語で買い物をしてみよう　2
9．（文法）of の表現

10．（文法）双数、複数
11．（会話）いろいろな数量の表わし方　1
12．（会話）いろいろな数量の表わし方　2
13．（文法）動詞（完了形）の使い方　1

14．（文法）動詞（完了形）の使い方　2
15．（会話）「きのうあなたは何をしましたか」の表現

1
16．（会話）「きのうあなたは何をしましたか」の表現

2
17．（文法）動詞（未完了形）の表現　1
18．（文法）動詞（未完了形）の表現　2
19．（会話）カイロの街角での会話　1
20．（会話）カイロの街角での会話　2
21．（文法）命令形の作り方　1
22．（文法）命令形の作り方　2
23．期末の会話テストの準備
24．会話テスト
　・本務の都合により４月 22 日(月)より開講します。
受講希望者は４月 22 日にテキスト持参の上必ず出
席してください。なお期末に補講を予定しておりま

す。

科目名 基礎アラビア語Ⅱ

担当者 師岡カリーマ・エルサムニー



講義の目標

　ヘブライ語は、印欧語とは異なり、セム語の一つ、

アラビア語と同系の言語である。我が国では旧約聖

書の言語として広く知られている。ヘブライ語は、

イスラエル‐ユダヤ民族の消長とともに幾多の変遷

をへて、今からおよそ 100 年前、ロシア出身のエリ
エゼル＝ベン‐イフェダの努力により、パレスティ

ナに入植したユダヤ人帰還民の間に復活・浸透し、

1948 年イスラエル国独立とともに同国の公用語とな
り、イスラエルをはじめ世界各地に在住する 1500 万
ユダヤ人の間で広く用いられている。本講は生きた

日常現代ヘブライ語の基礎（日常会話と文法の把握

と応用）の習得を目標とする。併せて現代のユダヤ

‐イスラエル文化を紹介する。

講義概要

　我が国では明治以来の西欧語偏重のなかでセム語

は日本人には難解といわれてきた。これは言語が元

来話されるものであるという基本事実を無視して教

育が行なわれてきたからである。イスラエルでヘブ

ライ語を習得した体験から、ヘブライ語はアラビア

語同様日本人には学習困難な言語ではない。現代ヘ

ブライ語と聖書ヘブライ語との隔たりは、現代日本

語と明治日本語のそれとは異なり、予想以上に小さ

い。初年度は日常会話と文法を交互に学習する。

テキスト

・ 神藤燿他著『ヘブライ語入門』キリスト聖書塾、

2000年。
・ キリスト聖書塾編集部編『現代ヘブライ語辞典』

キリスト聖書塾、2001年。
参考文献

・ 『ヘブライ語入門発音テープ』（45 分テープ 2 本
組） ミルトス（5 棟 3 階　外国語教育研究所で利
用可能）

評価方法

・平常点と学年末の簡単な口述会話テストによる。

受講者への要望

・毎週休まずに出席できるよう生活設計をたてるこ

とを強く希望する。

・前期末・後期末に補講を予定している。

年間授業計画

1．セム語概説
2．ヘブライ文字（アレフ・ベイト）の書体（活字体・

筆記体）

3．ヘブライ文字の書き方(1)
4．ヘブライ文字の書き方(2)
5．発音
6．発音の手引 (1)
7．発音の手引 (2)
8．名詞と代名詞 (1)
9．名詞と代名詞 (2)

10．形容詞
11．前置詞
12．動詞の現在形 (1)
13．動詞の現在形 (2)
14．語根と動詞
15．ラメッド‐ヘー型のパアル態
16．不定詞 (1)
17．ピエル態の現在形
18．ヒトパエル態の現在形
19．ニファル態の現在形
20．ヒフフィル態の現在形
21．不規則名詞複数形
22．数詞 (1)
23．数詞 (2)
24．名詞の人称接尾辞と連結詞

科目名 現代ヘブライ語Ⅰ

担当者 高　橋　正　男



講義の目標

　ヘブライ語は、印欧語とは異なり、セム語の一つ、

アラビア語と同系の言語である。我が国では旧約聖

書の言語として広く知られている。ヘブライ語は、

イスラエル‐ユダヤ民族の消長とともに幾多の変遷

をへて、今からおよそ 100 年前、ロシア出身のエリ
エゼル＝ベン‐イフェダの努力により、パレスティ

ナに入植したユダヤ人帰還民の間に復活・浸透し、

1948 年イスラエル国独立とともに同国の公用語とな
り、イスラエルをはじめ世界各地に在住する 1500 万
ユダヤ人の間で広く用いられている。本講は生きた

日常現代ヘブライ語の基礎（日常会話と文法の把握

と応用）の習得を目標とする。併せて現代のユダヤ

‐イスラエル文化を紹介する。

講義概要

　我が国では明治以来の西欧語偏重のなかでセム語

は日本人には難解といわれてきた。これは言語が元

来話されるものであるという基本事実を無視して教

育が行なわれてきたからである。イスラエルでヘブ

ライ語を習得した体験から、ヘブライ語はアラビア

語同様日本人には学習困難な言語ではない。現代ヘ

ブライ語と聖書ヘブライ語との隔たりは、現代日本

語と明治日本語のそれとは異なり、予想以上に小さ

い。前年度に引き続き日常会話と文法を交互に学習

し、現地のヘブライ語新聞の講読を目標とする。併

せて創世記を読む。

テキスト

　・神藤燿他著『ヘブライ語入門』キリスト聖書塾、

    2000年。
・ キリスト聖書塾編集部編『現代ヘブライ語辞典』

キリスト聖書塾、2001年。
参考文献

　・『ヘブライ語入門発音テープ』（45 分テープ 2 本
組）ミルトス―（5棟 3階　外国語教育研究所で利用
可能）

評価方法

　・平常点と学年末の口述会話テストによる。

受講者への要望

・ 毎週休まずに出席できるよう生活設計をたてる

ことを強く希望する。

・前期末・後期末に補講を予定している。

年間授業計画

1．復習
2．復習
3．ニフアル態の現在形
4．ヒフイル態の現在形
5．不規則な名詞複数形
6．数詞 (1)
7．数詞 (2)
8．名詞の人称接尾辞
9．連結語 ／ ヘブライ語新聞講読 (1)

10．パアル態の過去形
11．ラメッド－へー型パアル態の過去形
12．ピエル態の過去形
13．ヒトパエル態の過去形
14．ニフアル態の過去形
15．プアル態とフフアル態
16．比較の表現
17．不定詞 (2)／ ヘブライ語新聞講読 (2)
18．動詞の未来形
19．パアル態の未来形
20．ヒフイル態の未来形
21．ニフアル態の未来形
22．不規則な未来形
23．条件文
24．ヘブライ語新聞講読 (3)

科目名 現代ヘブライ語Ⅱ

担当者 高　橋　正　男



講義の目標

　一年間の授業を通して、古典ギリシア語を着実に

読み、書き、理解することができるようになること

を主目的とする。そのためには、テキストの練習問

題を確実にこなして、１つ１つステップアップして

いく手法をとる。また、古典ギリシア語の学習を通

して、古代ギリシアの文化や歴史、さらには、現代

ギリシアの文化や社会にも触れることにしたい。

講義概要

　毎回、単元を１～２つずつ学習するペースで進む。

授業は、アト・ホームな雰囲気で、気軽に行ないた

い。ビデオなどを交えて、視覚にうったえながら理

解を深めることもする。出席は必ず毎回するように

心掛けること。また、予習と復習をきちんと行なう

ことを前提として進めていくので、連続して欠席し

ているとついてこられなくなるので注意して欲しい。

テキスト

　田中美知太郎・松平千秋著『ギリシア語入門改訂

版』（岩波全書、1648 円）。第１回目の授業までに必
ず購入しておくこと。

参考文献

　とくに使用せず

評価方法

　出席者による練習問題の解答を繰り返し行なうの

で、特別にテストや試験は行わない（平常点による

評価）

受講者への要望

　誰でも一年間、真面目に学ぶならば、古典ギリシ

ア語はマスターできる。未知で貴重な古典語を気軽

に学んで欲しい。ビデオやＣＤなどでギリシア文化

にも触れるので興味のある人の来講を拒まない。

年間授業計画

1．Ⅰ．字母・発音・音韻などの分類　（独特のギリ
シア語字体に魅せられる。）

2．Ⅱ．音節・アクセント・句読点　（古典ギリシア
語の単語がもう読めるようになる。）

　　 Ⅲ．動詞変化・現在直説法能動相　（単文章が理
解でき、含蓄に富むギリシア人の知恵が共有できる

ようになる。）

3．Ⅳ．名詞の第一変化（1）（2）（名詞の規則的な格
変化が段階を追って理解できるようになる）

4．Ⅴ．名詞の第一変化（3）（4）と動詞の未来直接

法能動相（同上）

5．Ⅵ．未完了過去直接法能動相（動詞の３つの時称
を学ぶことで複雑な文章も理解できるようにな

る。）

6．Ⅶ．名詞の第二変化（ギリシア語のスペルがすら
すら書くことができるようになる。）

7．Ⅷ．形容詞の変化（第一、第二変化）（ギリシア
語の語順が定まっていない理由がわかるようにな

る。）

8．Ⅸ．前置詞（ヨーロッパの近代語の前置詞の使用
法と対比してその類似性がわかるようになる。）

9．Ⅹ．アオリスト直接法能動相（新たな動詞の時称
を学ぶことで、より一層複雑な文章が理解できるよ

うになる。）

10．ⅩⅠ．現在完了、過去完了直接法能動相（同上）
11．ⅩⅡ．指示代名詞と強意代名詞（各代名詞の本来
の使い方と独特の使い方が一層明確になる。）

12．ⅩⅢ．直接法能動相本時称と副時称の人称語尾（新
約聖書が簡単に理解できるようになる。）

13．ⅩⅣ．ε μ 、φημ の現在直接法（ギリシア
語の動詞の格変化の基本形が理解できるようにな

る。）

14．ⅩⅤ．疑問代名詞と不定代名詞（アクセントの有
無で意味が変わるという便宜性が理解できるように

なる。）

15．ⅩⅥ．直接法中動相の現在・未完了過去・未来（中
動相の独特の使い方を知り、微妙な表現方法が理解

できるようになる。）

16．ⅩⅦ．直接法中動相のアオリスト・現在完了、過
去完了・未来完了（同上）

17．ⅩⅧ．人称代名詞（さまざまな代名詞を学ぶこと
で、文章上のつながりを理解できるようになる。）

18．ⅩⅨ．再帰代名詞・相互代名詞・所有代名詞（同
上）

19．ⅩⅩ．第二アオリスト直接法能動相と中動相（動
詞の人称変化の不規則変化からもとの形をきちんと

探り当てることができるようになる。）

20．ⅩⅩⅠ．直接法受動相（動詞の 3 つの相を学ぶこ
とで更に一層の複雑な文章が理解できるようにな

る。）

21．ⅩⅩⅡ．第三変化の名詞（1）（名詞の不規則な格
変化の規則性が理解できるようになる。）

22．ⅩⅩⅢ．第三変化の名詞（2）（同上）
23．ⅩⅩⅣ．能相欠如動詞と約音動詞（1）（ほとんど
の文章が辞書を片手に理解できるようになる。）

24．ⅩⅩⅤ．約音動詞（2）（簡単なギリシア語の古典

科目名 古典ギリシア語Ⅰ

担当者 古　川　堅　治



作品を読んでみたくなる。）

　　　　　　まとめ

※（　　）内は到達度チェックの際のポイントを示し

ている。



講義の目標

　一年間の授業を通して、古典ギリシア語の初級リ

ーダー、中級前半リーダーの理解が、辞典を片手に

とにかく、可能になることを主目的とする。そのた

めには、辞典の引き方から文章中に使われている単

語の意味の確定、文章理解を、一語一語また、一文

一文とこまめに根気よく掘り下げていくことから始

めたい。また、古典ギリシア語の学習を通して、古

代ギリシアの文化や歴史、さらには現代ギリシアの

文化や社会、言語にも触れることにしたい。

講義概要

　毎回、楽しい読み物（「イソップ物語」「人さまざ

ま」など）の極めて易しい短い文章をもとに、ノー

トの作り方、単語の辞典による引き方、文章理解の

ための文法、裏話やエピソード、関連する映像など、

さまざまな工夫をこらして授業を進めたい。出席は

必ず毎回、心掛けること。受講対象者は初級文法を

修了している方が望ましい。

　古典ギリシア語に、そしてギリシアの文化、社会、

言語に興味関心にあるならば、だれでもが居心地よ

く学べるようにしたいと考える。

テキスト

　とくに使用せず。プリントを事前に配布する。ノ

ート（普通の大学ノート）を一冊、それに、文法書、

田中美知太郎・松平千秋『ギリシア語入門　改訂版』

（岩波全書、1648円）を必ず用意しておくこと。
参考文献

　特に使用せず。

評価方法

　出席者による、さまざまな受け答えを通して理解

度をチェックしていくので、特別にテストや試験は

行なわない（平常点による評価）

受講者への要望

　だれでも一年間、真面目に学ぶならば、古典ギリ

シア語の初級後半～中級前半のリーダーに使われる

文章を理解できる。未知で貴重な古典語を気軽に学

んで欲しい。ビデオや CD などでギリシア文化や現
代ギリシア語にも触れるので興味のある人の来講を

拒まない。

年間授業計画

1．はじめに
　辞典の引き方、文章理解の手順、勉強の仕方等に

ついて細かく指導する。

2．「イソップ物語を単なる童話と見るなかれ」～「ア
イソーポス」とはだれか？

　 ①にわとりと泥棒（その 1）
3．②にわとりと泥棒（その 2）
4．③にわとりと泥棒（その 3）
5．④かめとその寝ぐら（その 1）
6．⑤かめとその寝ぐら（その 2）
7．⑥かめとその寝ぐら（その 3）
8．⑦狼の叫び（その 1）
9．⑧狼の叫び（その 2）

10．狼の叫び（その 3）
11．前期のまとめ（その 1）
12．前期のまとめ（その 2）

 13．「さまざまな人間模様」～テオフラストスの生き
方

　①おべっか使い（その 1）
 14．②おべっか使い（その 2）
 15．③おべっか使い（その 3）
 16．④不平たらたら（その 1）
 17．⑤不平たらたら（その 2）
 18．⑥不平たらたら（その 3）
 19．⑦信頼のできない人（その 1）
 20．⑧信頼のできない人（その 2）
 21．⑨信頼のできない人（その 3）
22．⑩ニューズ・メーカー（その 1）
23．⑪ニューズ・メーカー（その 2）
24．⑫後期まとめ

科目名 古典ギリシア語Ⅱ

担当者 古　川　堅　冶



講義の目標

　古典ラテン語は難しそうに見えますが、語尾変化

などの約束ごとを理解すればわりあい簡単です。多

くの例文を読むことで約束ごとは身につきます。そ

うすると逆に自分でラテン語の文章を書くこともで

きるようになります。古代ローマ人のようにラテン

語を読み、基本的な文の構造を把握し、その過程で

彼らの文化の一端に触れる、このあたりを目標にし

ましょう。

講義概要

　名詞の変化、動詞の活用を中心に勉強し、語の機

能表示の方法や文の構造を把握するような形で授業

を進めます。とりわけ動詞の活用は大事で、直説法

や接続法などのモードによる変化、過去・現在・未

来といった時制による変化、能動・受動のヴォイス

による変化など、ラテン語形態論の基本をしっかり

押さえたいものです。折にふれて近代語の語源考察

も行います。ラテン語Ⅱにそなえてゆっくり基本を

勉強しましょう。

テキスト

　樋口勝彦・藤井昇『詳解ラテン文法』（研究社）

参考文献

　必要に応じて授業中に指示します。

評価方法

　どれだけ積極的に授業に参加したかを重視します。

試験の成績だけでなく、総合的に判断します。

受講者への要望

　精神的かつ時間的にユトリのある諸君、つまり予

習できる人を歓迎します。予習できないことが予め

分かっている人はご遠慮ください。

年間授業計画

1．授業概説
2．ラテン語の読み方
3．sum動詞の現在
4．規則動詞（1）
5．規則動詞（2）、possumの活用
6．名詞変化（1）
7．名詞変化（2）
8．形容詞（1）
9．形容詞（2）

10．規則動詞（3）（4）
11．人称代名詞、再帰代名詞

12．前置詞
13．未完了過去
14．不規則動詞
15．名詞変化（3）
16．形容詞（3）
17．指示代名詞・形容詞
18．動詞の未来、現在分詞
19．疑問文、疑問詞
20．関係代名詞
21．命令法
22．完了（1）
23．完了（2）
24．受動態、形式受動態

科目名 ラテン語Ⅰ

担当者 松　田　　　治



講義の目標

　ラテン語文の意味は、動詞の活用と名詞語尾の母

音の長短によって決定されるといっても過言ではな

い。この基本を再認識して、まとまりのある文を読

み、最後に古典に手を染めるあたりを目標にしたい。

講義概要

　ラテン語Ⅰで培った基礎知識をさらに高度なもの

にし、読む楽しさ、読解（解読？）のスリルを身を

もって体験しよう。平易な中級用のリーダーをゆっ

くり読み進め、文法の復習をする。そのあと、古典

作品に取りかかる。散文はキケロー、カエサル、叙

情詩ではホラーティウス、叙事詩ではウエルギリウ

スなど。

テキスト

プリント配布

参考文献

　必要に応じて授業中に指示する。

評価方法

　どれだけ積極的に授業に参加したかを重視する。

試験の成績だけでなく、総合的に判断する。

受講者への要望

　精神的かつ時間的にユトリのある諸君、つまり予

習できる人を歓迎します。予習できないことが予め

分かっている人はご遠慮ください。

年間授業計画

1．授業概説
2．名詞変化の復習
3．動詞活用の復習（1）
4．動詞活用の復習（2）
5．中級リーダー（1）
6．中級リーダー（2）
7．中級リーダー（3）
8．中級リーダー（4）
9．中級リーダー（5）

10．中級リーダー（6）
11．中級リーダー（7）
12．中級リーダー（8）
13．中級リーダー（9）
14．中級リーダー（10）
15．中級リーダー（11）
16．中級リーダー（12）
17．キケロー（1）

18．キケロー（2）
19．カエサル（1）
20．カエサル（2）
21．ホラーティウス（1）
22．ホラーティウス（2）
23．ウェルギリウス（1）
24．ウェルギリウス（2）

科目名 ラテン語Ⅱ

担当者 松　田　　　治



講義の目標

　「日本と世界の交流史」と題して、1 年間にわたり
外国語学部 4 学科の教員が輪講形式で、さまざまな
分野での多様な交流のあり方を輪じていきます。そ

れを通して、日本と世界との関わり合いを広い視点

から眺めることを目指します。

　一見して無関係に思える分野や時代ごとの交流の

あり方を全体として捉えるとき、そこに日本の性格

が透けて見えてくるはずです。日本を捉え直す、そ

して自分が外国語を学ぶ意味を問いなおす機会にな

ることを望みます。

　知識の吸収はもちろんのことながら、同時に、日

本語や第一外国語だけの見方にとらわれない、より

広い立場からの考え方ができるようになってもらい

たいと考えています。

講義概要

　主にドイツ語圏・英語圏・フランス語圏・スペイ

ン語圏・中国語圏と日本との交流がどのような分野

で、どのようなかたちで行なわれたか。現在、どう

展開しており、将来はどうなるのか、どうあるべき

か。

　こうした問題について、4 学科の教員および外部講
師がオムニバス方式で論じていきます。予定として

は、いわゆる講義の他に、ディスカッションのため

のフォーラムなども年に 1，2 回は設けたいと思いま
す。

テキスト

　各教員から必要に応じてプリントを配布します。

また、そこで参考文献の指示がなされます。

評価方法

　前期，後期に試験を実施します。試験内容は授業

に即したもの。出席も評価の対象となります。

受講者への要望

　時間厳守のこと。携帯電話の電源は切ること。私

語は慎むこと。その他，マナーを守れる学生を望み

ます。

年間授業計画

　　 4 月第 1 回目の授業で、年間講義予定を配布しま
す。本学教員の他，外部からの講師も 4，5 名予定
しています。

科目名 総合講座Ａ

担当者 矢羽々　　　崇



講義の目標

　生涯を通じての健康のためには、年齢、体力に応

じた身体活動の実践が重要である。人間の社会生活

にとって不可欠な文化活動として存在するスポー

ツ・身体活動の実践により健康の増進と体力の維持

向上をはかることが重要になる。これらの課題を解

決するために、体育・スポーツの関する情報を理解

したうえで、実践に結びつけることが大切である。

　体育学に関する知識を探求し、社会生活にとって

重要な基礎的理論を身に付けることにより、現在か

ら将来にわたって健康で有意義な社会生活が送れる

ことを目的としたい。

講義概要

　体育学に関する知識について解説する。

　体育・スポーツの実践にかかわる身体運動につい

て、生理学的な側面から解説し理解を深める。現代

社会をめぐる体力についてその現状を理解するとと

もに、体力を向上させるトレーニングについて考え

る。

テキスト

　必要に応じてプリントを配布する。

参考文献

　大学保健体育研究会編「大学生の体育と保健」道

和書院

評価方法

　前期

　　評価は授業への参加態度、出席回数、定期試験

の成績を加味して決定する。

　後期

　　評価は授業への参加態度、出席回数、提出物の

内容を加味して決定する。

受講者への要望

　後期を選択する場合も第 1 回目の授業に出席して
ください。

年間授業計画

1．講義概要の全般的な説明と、「トレーニング」の
定義及びトレーニング効果を決定する因子について

考える。

2．トレーニング効果が生じる運動の条件や競技成績
の向上とトレーニングについて解説する。

3．長い成長段階に応じたトレーニングと基本の動作
を身に付ける必要性について理解を深める。

4．最大酸素摂取量の発達について考え、年齢に応じ
たトレーニングの主眼について考える。

5．筋肉の構造と活動のメカニズム及び運動を引き起
こす力と骨格筋について考える。

6．筋活動の様式と力の大きさと関節角度と発揮され
る力について理解を深める。

7．筋肉の活動をもたらす興奮ー収縮連関と運動神経
の筋線維支配（運動単位）について理解する。

8．運動神経を興奮させる大脳と神経系のすばやい反
応及び筋肉の活動のためのエネルギーについて考え

る。

9．筋線維の種類と筋線維組成と筋出力について理解
し、筋線維組成とスポーツ種目について考える。

10．速筋線維の動員について考え、運動の種類と筋線
維の動員について理解する。

11．筋線維の代謝について理解し、運動強度と酸素摂
取量について考える。

12．最大酸素摂取量と呼吸機能について考え、循環機
能の影響を理解する。

科目名 保健体育講義

担当者 （半期）梶　野　克　之



講義の目標

　一人一人が正しい健康観をもち、また、スポーツ

や運動の文化的意義を理解することを目標とする。

講義概要

　健康観を確立するため、また、豊かな生活を実践

するキーワードとしてスポーツや運動を多角的に考

える。トレーニングルームを利用して実際に体力測

定を経験してみる。

テキスト

　そのつど紹介する。

参考文献

　そのつど紹介する。

評価方法

　毎時間の出欠席、受講態度、授業に対する理解度

などを総合して評価する。

受講者への要望

　研究心、コミュニケーション、写真（4×3cm）提
出

年間授業計画

1．オリエンテーションと個人票の作成（写真添付）
2．トレーニングルーム講習会・登録
3．骨盤調整法による腰痛対策
4．各自の生活習慣についての検討
5．ワールドカップサッカーの歴史
6．日韓サッカー交流史
7．競技スポーツトレーニングの基礎理論
8．健康の定義
9．体力測定

10．健康観についてのまとめ
11．運動文化についてのまとめ
12．総合的なテストまたはレポート作成

科目名 保健体育講義

担当者 （半期）松　原　　　裕


